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取付 ・ 取扱説明書に関する注意

デバイスを安全に取り付けおよび取り扱うために、 取付 ・ 取扱説明書（EB）をご活用ください。 これらの
説明書には、 ザムソンのデバイスに関する使用方法がまとめられています。

 Î 説明書に記載されている安全かつ適切な使用方法をよくお読みいただき、 今後の参考資料として保管
するようにしてください。

 Î 説明書に関するご質問がございましたら、 ザムソンのサービス部 (service@samsonkk.co.jp) に 
ご連絡ください。

機器の納品の際には、 取付 ・ 取扱説明書を添付します。 最新版は、 ザムソンの 
ウェブサイト www.samson.de > Service & Support > Downloads > 
Documentation。

 表示の定義 

誤った取り扱いにより、 死亡または重症を負う危険
があります。

誤った取り扱いにより、 死亡または重症に至る恐れ
があります。

損傷あるいは故障

補足情報

推奨対処方法

危険!

警告!

注記!

注
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EXPERTplus Valve Diagnosticsの機能については、u EB 8389を参照してください。 
EB 8389は同封のCD-ROMに含まれており、弊社ウェブサイトで利用できます。

注

https://www.samson.de/document/e83890en.pdf
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安全上の注意事項と対策

1 安全上の注意事項と対策

使用目的
SAMSON 製ポジショナ Type 3730-2 は、 空気式調節弁に取り付け、 制御信号への弁位置の割り当
てに使用します。 本デバイスは厳密に定義された条件下（作動圧力、 温度など）で動作するよう設計され
ています。 したがって、 オペレータは、 動作条件がテクニカルデータに一致する用途でのみポジショナを使用す
るよう、 徹底する必要があります。 指定された以外の用途または条件で使用することをご希望の場合は、
SAMSON にご連絡ください。

SAMSON は、 使用目的以外でのデバイスの使用に起因する故障、 あるいは外的な力やその他の外的
要因による損傷に関して一切責任を負いません。

 Î 制限値、 用途の分野、 実現可能な用途については、 テクニカルデータを参照してください。

合理的に予見可能な誤使用
ポジショナ Type 3730-2 は以下の用途には適していません。

 ԇ サイジング時にテクニカルデータに定義された範囲を超えた使用

さらに、 以下の行為は使用目的に準拠していません。

 ԇ 非純正の交換部品の使用

 ԇ SAMSON が指定していないメンテナンスの実施

操作要員の適格性
ポジショナの取り付け、 スタートアップ、 および操作は、 製品知識のある熟練した技術者が行うものとします。
本取扱説明書で示されている熟練技術者とは、 専門トレーニング、 知識と経験、 および関連規格に関
する専門知識に基づき、 自身に与えられた任務について判断を下すことができ、 付随する危険を理解でき
る人を指します。

防爆構造タイプである本デバイスは、 特別な訓練または指示を受けた要員、 あるいは危険区域で防爆構
造のデバイスを操作する権限のある要員のみが操作してください。
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保護具
ポジショナを直接操作する場合、 保護具は必要ありません。 デバイスの取り付けまたは取り外し時に、 調節
弁に対する作業が必要になる場合があります。

 Î 弁のドキュメントで指定されている保護具の要件を確認してください。

 Î その他の保護装置の詳細については、 プラントオペレータに確認してください。

改訂およびその他の変更
本製品に対する修正、 改造、 またはその他の変更を、 SAMSON は認めていません。 このような行為は
事故の原因になる可能性もあり、 事故が起きても、 弊社は責任を負いかねます。 さらに、 本製品は、 その
使用目的に対する要件を満たすことができなくなります。

安全機能
給気または電気信号の故障時、 ボジショナによってアクチュエータから排気され、 その結果、 アクチュエータに
よって決定されたフェイルセーフ位置に弁が移動します。

残留する危険性に対する警告
ポジショナは調節弁に直接の影響を及ぼします。 プロセス流体、 信号圧力、 または部品移動に起因する
弁の危険は、 適切な予防措置を講じて防ぐことができます。 また、 本取扱説明書（特に設置、 起動、
整備の作業）に記載されている、 すべての注意喚起のステートメント、 警告、 注意事項を遵守する必要が
あります。

供給圧力レベルの結果として空気式アクチュエータに許容されない力の動きが生み出される場合は、 適切な
供給圧減圧ステーションを使用して、 その動きを制限する必要があります。

防爆保護
 ԇ ゾーン 21 またはゾーン 22 の爆発性粉塵雰囲気

燃焼性粉塵雰囲気における保護タイプ Ex i には、 以下が適用されます。

本質安全防爆が粉塵の影響により損なわれる場合、 EN 60079-11 の 6.1.3 項に準拠する
IP 5X保護等級以上のハウジングを使用する必要があります。それに伴い、6.1.3 項に従う要件がケー
ブルグランドに適用されます。 イングレスプロテクションの等級は、 IEC 60529 および EN 60079-0 に
準拠したテストにより検証されます（例：VDE が実施）。

保護タイプ Ex tb IIIC（ハウジングによる保護）に従って、 可燃性の粉塵がある状態で使用する場合は、
EN 60079-14 の 5.6.3 項を遵守してください。



EB 8384-2 JA  9
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 ԇ 防爆デバイスの整備

防爆保護規格に準拠している本デバイスの一部を修理する必要がある場合は、 まず資格のある検査
員が防爆保護要件に従って診断し、 検査証明書を発行し、 あるいは適合マークをデバイスに貼り付け
ますので、 デバイスを再稼働するのはその後になります。 なお、 資格のある検査員による検査は、 デバ
イスを再稼働する前にメーカがデバイスの定常試験を実施した場合には必要ありません。 定常試験に
合格したら、 適合マークをデバイスに貼り付けることによって試験に合格したことを証明します。

防爆保護コンポーネントは、 メーカによる定常試験を受けた元のコンポーネントにのみ交換できます。

危険区域外ですでに稼働しているデバイスを今後、 危険区域内で稼働させる場合は、 修理対象の
デバイスに課される安全要件を遵守する必要があります。 危険区域内で稼働させるデバイスは、 防爆
保護デバイスの修理仕様に従って事前に試験してください。

防爆デバイスの整備には、 EN 60079-17 が適用されます。

 ԇ 装置に対するメンテナンス、 キャリブレーション、 作業

防爆保護に関連するコンポーネントに損傷がないことを確認する目的で、 本質的に安全でないセットポ
イントキャリブレータと本質的に安全な装置とを相互接続して修理、 キャリブレーションなどを行う場合は、
SAMSON が設計した保護ケーブルを使用する必要があります。

証明書に規定されている、 本質安全回路で許容可能な最大値を遵守してください。

オペレータの責任
オペレータには、 正しい操作を行い、 安全基準を遵守する責任があります。 また、 本取扱説明書を操作
要員に配布し、 正しい操作を教える義務があります。 さらに、 操作要員または第三者がいかなる危険にも
さらされないよう徹底しなければなりません。

操作要員の責任
操作要員は、 本取扱説明書、 および指定された注意喚起の文言、 警告、 注意事項の内容を理解し、
さらに、 該当する健康、 安全、 事故防止の規制を十分に理解したうえで遵守する必要があります。 操作
要員は、 本取扱説明書、 および指定された注意喚起のステートメント、 警告、 注意事項の内容を理解し、
さらに、 該当する健康、 安全、 事故防止の規制を十分に理解したうえで遵守する必要があります。
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参照される基準値および規制
CE マーキングの付いたデバイスは、 バージョンに応じて指令 2014/30/EU および 2011/65/EU、 さらには
2014/34/EU の要件を満たしています。 適合宣言書が本書の巻末に付属しています。

参照ドキュメント
本取扱説明書に加え、 以下のドキュメントを利用できます。

 ԇ EXPERTplus Valve Diagnostics の操作手順：u EB 8389

 ԇ ポジショナを取り付けるコンポーネント（弁、 アクチュエータ、 付属品など）の取扱説明書

https://www.samson.de/document/e83890en.pdf
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安全上の注意事項と対策

1.1 重大な人身傷害に対する注意事項

危険!

爆発性雰囲気により致命傷を負う危険があります。

爆発性雰囲気中で誤ったポジショナの設置、 操作、 メンテナンスを行うと、 雰囲気の発火を引き
起こし、 死に至る可能性があります。

 Î 危険区域での設置には、 EN 60079-14（VDE 0165、 パート1）の規制が適用されます。

 Î ポジショナの設置、 操作、 メンテナンスは、 特別な訓練または指示を受けた要員、 あるいは危険
区域で防爆構造のデバイスを操作する権限のある要員のみが行ってください。

1.2 人身傷害に対する注意事項

警告!

弁の可動部により人身傷害の危険があります。
ポジショナの初期化中および操作中は、 アクチュエータ軸が全ストローク範囲を移動します。 弁の中に
手や指を差し込むと、 傷害を負う可能性があります。

 Î 初期化中は、 手や指を弁枠に差し込んだり、 弁の可動部品に触れたりしないでください。
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1.3 物的損害の可能性に関する注意事項

注意!

取り付け位置の誤りにより、 ポジショナ破損の危険があります。
 Î ポジショナは、 デバイスの背面を上に向けた状態で取り付けないでください。

 Î デバイスが現場に設置されているときに通気口を密閉したり塞いだりしないでください。

スタートアップ時の手順の誤りにより、 不具合を起こす危険があります。
ポジショナを正しく動作させるには、 指定された順序で取り付けとスタートアップを行う必要があります。

 Î セクション 5 の説明に従って、 取り付けとスタートアップを実施してください。

電気信号を誤ると、 ポジショナが損壊します。
ポジショナの電源は、 電流信号を用いて供給する必要があります。

 Î 電流信号のみを使用し、 電圧電源は絶対に使用しないでください。

端子割り当ての誤りによってポジショナが損壊し、 その結果として不具合が生じます。
ポジショナを正しく動作させるためには、 指定された端末割り当ての方法を遵守する必要があります。

 Î 指定された端末割り当ての方法に従って、 電気配線をポジショナに接続してください。

初期化が未完了の場合、 不具合が生じます。
初期化により、 ポジショナが取り付け状態に適合します。 初期化が完了したら、 いつでもポジショナを
使用できます。

 Î 初回スタートアップ時にポジショナを初期化してください。

 Î 取り付け位置を変更した後は、 ポジショナを再度初期化してください。

電気溶接機の接地を誤ると、 ポジショナ損壊の危険があります。
 Î ポジショナの近くに電気溶接機を接地しないでください。
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デバイスへのマーキング

2 デバイスへのマーキング

2.1 銘板

1 供給圧力
2 防爆デバイスの保護タイプ
3 入力信号
4 機能： Yes/ No

 − 警報インジケータ
 − 位置インジケータ
 − バイナリインプット
 − 漏出検知
 − リミットスイッチ（近接式）
 − リミットスイッチ（ソフトウェア）
 − 電磁弁

防爆仕様 防爆保護なしの仕様

SAMSON 3730 - 2
Positioner

Supply

Input

Diagnostics EXPERTplus

Firmware
Model 3730 - 2
Var.-ID Serial no.
SAMSON AG  D-60314 Frankfurt Made in Germany

* See technical data and explosion-protection
certificate for permissible ambient temperature
and maximum values for connection to
certified intrinsically safe circuits.

** IP 66 with conductive dust

1

SAMSON 3730 - 2
Positioner
Supply

Input

Diagnostics EXPERTplus

Firmware
Model 3730 - 2
Var.-ID Serial no.

SAMSON AG  D-60314 Frankfurt Made in Germany

See technical data for ambient temperature

1

3

3

5

5
6

6
7

7

8

8

9
9

2

4 4

5 ファームウェアバージョン（セクション 2.3 を参照）
6 型番
7 構成 ID
8 シリアル番号
9 コンプライアンス
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2.2 商品識別コード
ポジショナ タイプ 3730-2 x x x x x x x x 0 x 0 0 x 0 x x

表示画面と autotune、 4 ～20 mA のセットポイント、 2 つのソフトウェアリミットスイッチ、 1 つの警報アラームコンタクト

防爆保護

なし 0

ATEX II 2G Ex ia IIC T6 Gb, II 2D Ex ia IIIC T80° C Db 1

CSA Ex ia IIC T6, Class I Zone 0; 
Class I, II, Groups A, B, C, D, E, F, G; 
Class I, Zone 2; Class I, II, Div. 2, Groups A, B, C, 
D, E, F, G; 
Class III; Type 4 Enclosure

3

FM Class I, Zone 0 AEx ia IIC;  
Class I,II,III, Div.1, Groups A, B, C, D, E, F, G;  
Class I, Div.2, Groups A, B, C, D;  
Class II,III, Div.2, Groups F, G

ATEX II 2D Ex tb IIIC T80° C Db 5

JIS Ex ia IIC T6 7

ATEX II 3G Ex nA IIC T6 Dc, II 3D Ex tc IIIC T80° C Dc 8

オプション（追加装置）

近接式リミットスイッチ

なし 0

SJ2-SN（NC 接点） 1

電磁弁

なし 0

あり、 24 V DC 4

アナログポジショントランスミッタ

なし 0

あり 1 0 0 0

外部ポジションセンサ

なし 0

あり 0 1 0

準備された接続 0 2

リークセンサ

なし 0

あり 0 0 1 0
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ポジショナ タイプ 3730-2 x x x x x x x x 0 x 0 0 x 0 x x

表示画面と autotune、 4 ～20 mA のセットポイント、 2 つのソフトウェアリミットスイッチ、 1 つの警報アラームコンタクト

バイナリインプット

なし 0

あり 0 0 0 2

診断

EXPERTplus 4

ハウジングの材質

アルミニウム（標準） 0

ステンレス 1.4581 0 1

特殊用途

なし 0

塗料を損なう物質を完全に排除したデバイス 1

排気、 ¼ NPT 接続、 密閉したハウジングの背面 2

VDI/VDE 3847 に基づく取り付け（インターフェイスを含む） 6

VDI/VDE 3847 に基づく取り付け（インターフェイス用に準備） 7

特殊仕様

なし 0 0

IECEx Ex ia IIC T6...T4 Gb; Ex ia IIIC T80° C Db
Ex tb IIIC T80° C Db
Ex nA IIC T6...T4 Gc; Ex tc IIIC T80° C Dc

1
5
8

1
3
1

2
4
3

EAC Ex 1Ex ia IIC T6/T5/T4 Gb X; Ex tb III T 80° C Db X
2Ex nA IIC T6/T5/T4 Gc X; 2Ex ic IIC  
T6/T5/T4 Gc X; Ex tc IIIC T 80° C Dc X

1
8

1
2

4
0
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2.3 ファームウェアバージョン
ファームウェアの改訂
旧 新
1.01 1.10

ポジショナは、 シリアルインターフェイスとシリアルインターフェイスアダプタを介してコンピュータに接続すると、
TROVIS-VIEW ソフトウェア上で構成および操作できるようになります。
以下のステータスメッセージが追加されています。
• コード 76 – 緊急モードなし
• コード 77 – プログラム読み込みエラー
表示される値は、 最後の初期化の後に実行されたゼロキャリブレーションの回数を示します。
"AIR TO CLOSE" アクチュエータの初期化の場合、 動作方向（コード 7）が自動的に増加 / 
減少に設定されます。
コード 3、 有効にしたコンフィグレーション機能のアクティベーション期間が 120 秒に延長されました。

1.10 1.20
電子機器が変更されました。 新規機能の追加はありません。

1.20 1.30
EXPERTplus 診断機能（コード 48）が新たに追加されました。
EXPERTplus バージョンのポジショナに拡張診断機能が搭載されています。
進行中の初期化手順をキャンセルするには、 ロータリープッシュボタンを押します。
ポジショントランスミッタ（コード 37）と電磁弁（コード 45）のオプションが自動的に検出されます。

1.30 1.40
このファームウェアバージョン以降、 EXPERTplus のすべての機能を使用できます。
障害アラームコンタクトが、 ポジショナの凝縮状態によってトリガされます。
これは 「メンテナンスアラーム」 の凝縮状態で常にアクティブです。
• コード 32 = YES の場合：「機能チェック」 の凝縮状態でもアクティブ
• コード 33 = YES の場合：「メンテナンスが必要 / メンテナンスを要求」 の凝縮状態でもアクティブ
テスト A1、 A2、 障害アラーム出力、 およびポジショントランスミッタ用に、 「機能チェック」 の凝縮状
態が追加で設定されています。
温度監視の最小値 / 最大値をリセットできます。

1.40 1.41
内部改訂

1.41 1.42
内部改訂
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ファームウェアの改訂
旧 新
1.42 1.51

EXPERTplus のすべての診断機能をポジショナ内で有効化せずに利用できます 
（u EB 8389 の EXPERTplus Valve Diagnostics）。
オプションのバイナリインプットを以下の操作で実行できます。
• スイッチング状態を送信
• ローカルの書き込み保護を有効化
• 自動モードと手動モードを切り替え
• 各種診断機能を実行 u EB 8389（EXPERTplus valve diagnostics）
圧力制限（コード 16）が初期化中に自動設定されなくなりました。

1.51 1.54
内部改訂

1.54 1.55
コード 4：ピン位置に 300 mm 対応の設定を追加しました。

1.55 1.56
内部改訂

1.56 1.61
• 追加機能：バイナリインプットの立ち上がりエッジでステップ応答試験を開始できます 
（u EB 8389 の EXPERTplus valve diagnostics）。

http://www.samson.de/pdf_en/e83890en.pdf
http://www.samson.de/pdf_en/e83890en.pdf
http://www.samson.de/pdf_en/e83890en.pdf
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3 構造および作動原理
 Î 図 1 を参照

電空式ポジショナは空気式調節弁に取り付け、 制
御信号（セットポイント w）に対応した弁位置（制
御値 x）になるように制御します。 制御システムの
電気信号が調節弁のストロークまたは回転角度と
比較され、 アクチュエータ用に信号圧力（出力変量
y）が生成されます。

このポジショナは、 抵抗に比例する位置センサシス
テム（2）、 ダウンストリーム空気量ブースター（7）付
きアナログ i/p コンバータ、 マイクロコントローラ（5）
付き電子装置から構成されます。

ポジショナには、 3 つのバイナリコンタクトが標準搭
載されています。 障害アラーム出力によって制御室
への障害を示し、構成可能な2つのソフトウェアリミッ
トスイッチで弁の最終位置を示します。

1 調節弁
2 位置センサ
3 PD コントローラー
4 A/D コンバータ
5 マイクロコントローラー
6 i/p コンバータ
7 空気量ブースター
8 圧力レギュレータ
9 フローレギュレータ
10 ボリューム絞り弁
11* 誘導リミットスイッチ
12* 電磁弁
13* アナログポジショントランスミッタ
14 ソフトウェアリミットスイッチ、 

アラーム 1/2
15 障害アラームの出力、 

アラーム 3
16 表示画面
17* 電磁弁の作動
18* 絶縁
19 D/A コンバータ
20 通信インターフェイス
22 バイナリインプット BE*
* オプション

w

x

%
S

mm

GG

PD

Serial
Interface

1620
13

15

A2

A3

A1

112

4 195

3

12

6

7

8 1

14

14

w

Q

10

x
y

24V DC

9

17 18

22
BE

図 1: ブロック図
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弁の位置は、回転角度またはストローク量としてピッ
クアップレバーおよびストロークセンサ（2）に送信さ
れ、 アナログ PD コントローラーに供給されます。 A/
D コンバータ（4）によって弁の位置がマイクロコント
ローラ（5）に送信され、 PD コントローラによって、 こ
の実際の位置が A/D コンバータ（4）で変換された
後の 4 ～20 mA の DC 制御信号（基準値）と
比較されます。 セットポイントとの偏差が生じる場合
は、 それに応じてダウンストリームブースター（7）上で
調節弁（1）のアクチュエータが加圧または通気され
るように、 i/p コンバータ（6）のアクティベーションが変
更されます。 その結果、弁の閉止部品（プラグなど）
が、 セットポイントで指定された位置に移動します。

供給空気はブースター（7）および圧力レギュレータ
（8）に供給されます。 固定された設定の中間フロー
レギュレータ（9）は、 ポジショナのパージに使用され、
それと同時に、 トラブルのないブースター操作を保証
します。 ブースターから供給される出力信号の圧力
は、 ソフトウェアによって制限できます。

ボリューム絞り弁 Q（10）はポジショナの最適化に
使用します。

ポジショナには、 拡張型の EXPERTplus による診
断が組み込まれています。 ポジショナに関する情報
の提供と、 診断メッセージおよびステータスメッセー
ジの生成により、 故障箇所の正確な特定が迅速
化します。

3.1 取り付けのタイプ
このポジショナは、 対応する付属品を使用する以
下のタイプの取り付けに適しています（セクション
3.4 を参照）。

 ԇ SAMSON 製アクチュエータ タイプ 3277 へ
の直接取り付け

 Î セクション 5.3 を参照してください。

 ԇ IEC 60534-6 に基づくアクチュエータへの
取り付け：

 Î セクション 5.4 を参照してください。

 ԇ VDI/VDE 3847-1/-2 に基づく取り付け

 Î セクション 5.5 およびセクション 5.6 を参照してく
ださい。

 ԇ マイクロフロー弁 タイプ 3510 への取り付け

 Î セクション 5.7 を参照してください。

 ԇ VDI/VDE 3845 に基づく回転型アクチュ
エータへの取り付け：

 Î セクション 5.8 を参照してください。

3.2 追加装置

電磁弁
電磁弁（12）の動作電圧が降下すると、ブースター
用の信号圧力が大気中に放出されます。 その結
果、 アクチュエータが通気され、 弁がフェイルセーフ
位置に移動します。

手動によるセットポイントは、 電磁弁が作動した後
に自動的に 0 % にリセットされます。
別のセットポイントをもう一度手動で入力する必要
があります（コード 1）。

ポジショントランスミッタ
ポジショントランスミッタ（13）は 2 線トランスミッタで
あり、 マイクロコントローラーによって処理される 4 ～
20 mA の信号として位置センサの信号を送出し
ます。

注意!
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この信号はポジショナの入力信号（最小電流 
3.8 mA）とは関係なく送出されるため、 一時的な
ストローク / 回転角度がリアルタイムに制御されます。
また、 ポジショントランスミッタにより、 ポジショナの故
障を 2.4 mA 未満または 21.6 mA 超の信号電
流で知らせることができます。

近接式リミットスイッチ
このバージョンでは、 ポジショナの回転軸によって伝え
られる調整可能なタグにより、 内蔵の近接スイッチ
が作動します。 オプションの誘導スイッチ（11）は
A1 に接続され、 残りのソフトウェアリミットスイッチは
A2 に接続されます。

外部ポジションセンサ
このバージョンでは、 調節弁にはセンサのみが取り付
けられており、 ポジショナは弁から離れた場所にあり
ます。 弁に対する x および y の信号の接続は、ケー
ブルおよびエア配管によって確立されます（誘導リ
ミットスイッチがない場合のみ）。

リークセンサ
リークセンサを搭載してポジショナを強化することに
より、 弁が閉位置にあるときの弁座からの漏出を
検知できます。

バイナリインプット
必要に応じて、 ポジショナにバイナリインプットを取り
付けることができます。 エッジ状態を変更することで、
次のアクションがトリガーされます。

 ԇ スイッチング状態を送信 [ デフォルト ] 
バイナリインプットのスイッチング状態が記録され
ます。

 ԇ オンサイト操作の書き込み保護を設定 
バイナリインプットがアクティブなときは、 ポジショナ
での設定を変更できません。コード3でのコンフィ
ギュレーションの有効化がアクティブではありま
せん。

 ԇ AUTO/MAN を切り替え 
ポジショナが自動モード （AUTO）と手動
モード （MAN）の間で切り替わります。 
この機能は、 ポジショナがフェイルセーフ位置モー
ド（SAFE）にある場合には実行されません。

 ԇ 各種診断機能を実行 u EB 8389
（EXPERTplus valve diagnostics）

 Ǚオプションのバイナリインプットのコンフィギュレーション
には、 TROVIS-VIEW ソフトウェアおよび DD
パラメータ（u EB 8389 の EXPERTplus valve 
diagnostics）を使用する必要があります。
 Ǚデフォルトのスイッチング状態は、 オープンスイッチを
使用する状態です。

3.3 TROVIS-VIEW ソフトウェアを
使用するコンフィギュレーション

ポジショナのコンフィギュレーションには、 SAMSON
製 TROVIS-VIEW ソフトウェアを使用します。

注

https://www.samson.de/document/e83890en.pdf
https://www.samson.de/document/e83890en.pdf
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この目的のため、 ポジショナにはシリアルインターフェ
イスが備わっており、 そこからアダプターケーブルを使
用してコンピュータのRS-232 ポートまたはUSBポー
トに接続できます。

TROVIS-VIEW ソフトウェアを使用すれば、 ユー
ザーはポジショナのコンフィギュレーションを容易に行う
だけでなく、 プロセスパラメータをオンラインで表示す
ることもできます。

TROVIS-VIEW は、 各種 SAMSON 製デバイス
の構成およびパラメータ表示が可能な、 一貫した
ユーザーインターフェイスを提供します。デバイスモジュー
ル 3730-2 を弊社ウェブサイトの   
u www.samson.de > SERVICE &  
SUPPORT > Downloads > TROVIS-VIEW
から無料でダウンロードできます。
TROVIS-VIEW の詳細（システム要件など）につ
いては、 弊社ウェブサイトおよびデータシート   
u T 6661 を参照してください。

3.4 デバイスの概要と操作方法
 Î セクション 6 を参照してください。

注

https://www.samson.de/en/service-support/downloads/trovis-view/
https://www.samson.de/en/service-support/downloads/trovis-view/
https://www.samson.de/document/t66610en.pdf
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3.5 付属品

表 1: 一般的な付属品
名称 部品番号
複動アクチュエータ用リバースアンプ タイプ 3710

ケーブルグランド M20x1.5

黒プラスチック（6 ～ 12 mm のクランプ範囲） 8808-1011
青プラスチック（6 ～ 12 mm のクランプ範囲） 8808-1012
ニッケルメッキ真鍮（6 ～ 12 mm のクランプ範囲） 1890-4875
ニッケルメッキ真鍮（10 ～ 14 mm のクランプ範囲） 1922-8395
ステンレススティール 1.4305（8 ～ 14.5 mm のクランプ範囲） 8808-0160

アダプタ M20x1.5 ～ ½ NPT
粉体塗装アルミニウム 0310-2149
ステンレス 1400-7114

誘導リミットスイッチ 1 用増設キット x SJ2-SN 1402-1770
絶縁された USB インターフェイスアダプタ（コンピュータの USB ポートに接続する SAMSON 製 SSP インターフェ
イス）、 TROVIS-VIEWCD-ROM を含む

1400-9740

シリアルインターフェイスアダプタ（コンピュータの RS-232 ポートに接続する SAMSON 製 SSP インターフェイス） 1400-7700
TROVIS-VIEW 6661（ダウンロードサイト：u www.samson.de > SERVICE & SUPPORT > Downloads > 
TROVIS-VIEW）

表 2: タイプ 3277-5 への直接取り付け（セクション 5.3.1 を参照）
名称 部品番号

取り付け部品
120 cm² までのアクチュエータ用の標準バージョン 1400-7452
120 cm² までのアクチュエータと互換性のあるバージョン 1402-0940

アクチュエータ用
付属品

アクチュエータ タイプ 3277-5xxxxxx.00 用切り替えプレート（旧） 1400-6819
アクチュエータ タイプ 3277-5xxxxxx.01 用切り替えプレート（新）1) 1400-6822
アクチュエータ タイプ 3277-5xxxxxx.01 用コネクティングプレート（新）1)、 G 1/8 および
1/8 NPT 1400-6823

アクチュエータ タイプ 3277-5xxxxxx.00 用コネクティングプレート（旧）：G 1/8 1400-6820
タイプ 3277-5xxxxxx.00 用コネクティングプレート（旧）：1/8 NPT 1400-6821

ポジショナ用 
付属品

コネクティングプレート（6）
G ¼ 1400-7461

¼ NPT 1400-7462

圧力計ブラケット（7）
G ¼ 1400-7458

¼ NPT 1400-7459

圧力計取り付けキット（8）、 最大 6 bar（出力 / 供給）
ステンレス / 真鍮 1402-0938
ステンレス / ステンレス 1402-0939

1) 新しいアクチュエータ（インデックス 01）とともに使用できるのは新しい切り替えプレートおよびコネクティングプレートのみです。
古いプレートと新しいプレートを交換して使用することはできません。

https://www.samson.de/en/service-support/downloads/trovis-view/
https://www.samson.de/en/service-support/downloads/trovis-view/
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表 3: タイプ 3277 への直接取り付け（セクション 5.3.2 を参照）
取り付け部品 / 付属品 部品番号

アクチュエータ 175、 240、 350、 355、 700、 750 cm² 用の標準バージョン 1400-7453
175、 240、 350、 355、 700、 750 cm² のアクチュエータの塗料と互換性のあるバージョン 1402-0941

シールおよびスクリュー付きコネクションブロック
G ¼ 1400-8819
¼ NPT 1402-0901

圧力計取り付けキット、 最大 6 bar（出力 / 供給）
ステンレス / 真鍮 1402-0938
ステンレス / ステンレス 1402-0939

ねじ継手付き配管 1) 部品番号

アクチュエータ（175 cm²）、 スティール
G ¼/G 3/8 1402-0970
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0976

アクチュエータ（175 cm²）、 ステンレス
G ¼/G 3/8 1402-0971
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0978

アクチュエータ（240 cm²）、 スティール
G ¼/G 3/8 1400-6444
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0911

アクチュエータ（240 cm²）、 ステンレス
G ¼/G 3/8 1400-6445
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0912

アクチュエータ（350 cm²）、 スティール
G ¼/G 3/8 1400-6446
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0913

アクチュエータ（350 cm²）、 ステンレス
G ¼/G 3/8 1400-6447
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0914

アクチュエータ（355 cm²）、 スティール
G ¼/G 3/8 1402-0972
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0979

アクチュエータ（355 cm²）、 ステンレス
G ¼/G 3/8 1402-0973
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0980

アクチュエータ（700 cm²）、 スティール
G ¼/G 3/8 1400-6448
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0915

アクチュエータ（700 cm²）、 ステンレス
G ¼/G 3/8 1400-6449
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0916

アクチュエータ（750 cm²）、 スティール
G ¼/G 3/8 1402-0974
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0981

アクチュエータ（750 cm²）、 ステンレス
G ¼/G 3/8 1402-0975
¼ NPT/3/8 NPT 1402-0982

1) 上部ダイヤフラム室のエアパージを伴う 
「アクチュエータ軸入」 フェイルセーフアクションの場合
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表 4: IEC 60534-6 に基づく NAMUR リブまたはロッド型ヨーク 1) への取り付け（セクション 5.4）
ストローク

（mm） レバー アクチュエータ用 部品番号
7.5 S マイクロフロー弁　タイプ 3510 用のタイプ 3271-5（60/120 cm²） 1402-0478

5 ～ 50 M2) 他メーカ製アクチュエータ、 およびタイプ 3271 アクチュエータ（サイズ：120 ～750 cm²） 1400-7454

14 ～ 100 L 他メーカ製アクチュエータ、 およびタイプ 3271 アクチュエータ（1000 および 1400 ～
60 cm²） 1400-7455

30 または 60 L

タイプ 3271、 1400-120 および 2800 cm² バージョン（ストローク：30/60 mm）3) 1400-7466
Emerson 社製および Masoneilan 社製のリニアアクチュエータに対応する取り付けブラ
ケット（さらに、 ストロークによっては、 IEC 60534-6 準拠の取り付けキットが必要）。
上の行を参照してください。

1400-6771

Valtek 社製タイプ 25/50 1400-9554

40 ～200 XL 他メーカ製アクチュエータ、 およびタイプ 3271（1400-120 および 2800 cm²、 
ストローク：120 mm） 1400-7456

付属品 部品番号

コネクティングプレート
G ¼ 1400-7461
¼ NPT 1400-7462

圧力計ブラケット
G ¼ 1400-7458
¼ NPT 1400-7459

圧力計取り付けキット、 最大 6 bar（出力 / 供給）
ステンレス / 真鍮 1402-0938
ステンレス / ステンレス 1402-0939

1) ロッド径 20 ～ 35 mm
2) M レバーは基本デバイス（納入品目に含まれる）に取り付けられています。
3) 120 mm の定格ストロークを有するタイプ 3273 Side-mounted Handwheel と連動させるには、 ブラケット（0300-

1162）1 個と皿小ねじ（8330-0919）2 本がさらに必要です。

表 5: VDI/VDE 3847-1 に基づく取り付け（セクション 5.5 を参照）
取り付け部品 部品番号
VDI/VDE 3847 インターフェイスアダプタ 1402-0257

コネクティングプレート（アクチュエータスプリングチャンバの
エアパージ用接続を含む）

アルミニウム
ISO 228/1-G ¼ 1402-0268
¼–18 NPT 1402-0269

ステンレス
ISO 228/1-G ¼ 1402-0270
¼–18 NPT 1402-0271

SAMSON 製アクチュエータ タイプ 3277（175 ～750 cm²）への取り付け用取り付けキット 1402-0868
SAMSON 製アクチュエータ タイプ 3271 または非 SAMSON 製アクチュエータへの取り付け用取り付けキット 1402-0869
最大 100 mm の弁ストロークに対応するストロークピックオフ 1402-0177
100～200 mmの弁ストロークに対応するストロークピックオフ（SAMSON製アクチュエータ タイプ 3271のみ） 1402-0178
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表 6: VDI/VDE 3847-2 に基づく取り付け（セクション 5.6 を参照）
名称 部品番号

取り付け部品

PFEIFFER タイプ 31a（2020+ エディション）回転型アクチュエータ用の取り付けブロック
（電磁弁用ダミープレート付属） 1402-1645

電磁弁インターフェイス用ダミープレート（別売り） 1402-1290
タイプ 3730 よ用アダプタブラケット（VDI/VDE 3847） 1402-0257
タイプ 3730 および 3710 用アダプタブラケット（DAP/PST） 1402-1590

アクチュエータ用 
付属品

シャフトアダプタ AA1 1402-1617
シャフトアダプタ AA2 1402-1616
シャフトアダプタ AA4 1402-1888

表 7: 回転型アクチュエータへの取り付け（セクション 5.8 を参照）
取り付け部品 / 付属品 部品番号

VDI/VDE 3845 (September 2010) に基づく取り付け、 固定レベル 1 に対応するアクチュエータ表面
AA1 ～ AA4 サイズ、 CrNiMo スティールブラケット付き仕様 1400-7448
AA1 ～ AA4 サイズ、 高耐久仕様 1400-9244
AA5 サイズ、 高耐久仕様（例：SAMSON AIR TORQUE 10 000） 1400-9542
固定レベル 2 に対応するブラケット表面、 高耐久仕様 1400-9526

回転型アクチュエータ用の取り付け、 最大 180°の開口角、 固定レベル 2
1400-8815

および
1400-9837

SAMSON 製アクチュエータ タイプ 3278 への取り付け、 160/320 cm²、 CrNiMo スティールブラケット 1400-7614
SAMSON 製タイプ 3278（160 cm²）への取り付け、 および VETEC 製タイプ S160、 タイプ R、 タイプ M 

（高耐久仕様）への取り付け 1400-9245

SAMSON 製タイプ 3278（320 cm²）への取り付け、 および VETEC 製タイプ S320（高耐久仕様）への
取り付け

1400-5891 
および 

1400-9526
Camflex II への取り付け 1400-9120

付属品

コネクティングプレート
G ¼ 1400-7461
¼ NPT 1400-7462

圧力計ブラケット
G ¼ 1400-7458
¼ NPT 1400-7459

圧力計取り付けキット、 最大 6 bar（出力 / 供給）
ステンレス / 真鍮 1402-0938
ステンレス / ステンレス 1402-0939
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表 8: 外部ポジションセンサの取り付け（セクション 5.10 を参照）
取り付け部品 / 付属品 部品番号

旧式の取り付け部品に位置センサを取り付けるためのテンプレート 1060-0784

直接取り付け

アクチュエータ用取り付け部品（120 cm²） 1400-7472

アクチュエータ タイプ 3277-5xxxxxx.00
が付属するコネクティングプレート（9、 旧）

G 1/8 1400-6820
1/8 NPT 1400-6821

アクチュエータ タイプ 3277-5xxxxxx.01（新）が付属するコネクティングプレート（新）1) 1400-6823
アクチュエータ用取り付け部品（175、 240、 350、 355、 750 cm²） 1400-7471

NAMUR 取り付け NAMUR リブ用取り付け部品（L または XL レバー使用） 1400-7468
マイクロフロー弁  
タイプ 3510 への 
取り付け

アクチュエータ タイプ 3271 用取り付け部品（60 cm²） 1400-7469

回転型 
アクチュエータへの取
り付け

VDI/VDE 3845（2010 年 9 月）。 詳細については、 セクション 3.8 を参照
固定レベル 1 に対応するアクチュエータ表面

Size AA1 ～ AA4 サイズ、 フォロワクランプおよびカップリングホイール 
付き、 CrNiMo スティールブラケット付き仕様 1400-7473
AA1 ～ AA4 サイズ、 高耐久仕様 1400-9384
AA5 サイズ、 高耐久仕様（例：SAMSON AIR TORQUE 10 000） 1400-9992

固定レベル 2 に対応するブラケット表面、 高耐久仕様 1400-9974
SAMSON 製タイプ 3278（160 cm²）および VETEC 製タイプ S160 およびタイプ R 

（高耐久仕様） 1400-9385

SAMSON 製タイプ 3278（320 cm²）および VETEC 製タイプ S320（高耐久仕様）
1400-5891

および
1400-9974

ポジショナ用付属品

コネクティングプレート（6）
G ¼ 1400-7461

¼ NPT 1400-7462

圧力計ブラケット（7）
G ¼ 1400-7458

¼ NPT 1400-7459

圧力計取り付けキット、 最大 6 bar（出力
/ 供給）

ステンレス / 真鍮 1402-0938
ステンレス / ステンレス 1402-0939

壁面にポジショナを取り付けるためのブラケットです（注：壁構造が現場ごとに異なるため、
他の締め付け部品は設置場所で提供されます )。 0309-0184

1) 新しいアクチュエータ（インデックス01）とともに使用できるのは新しいコネクティングプレートだけです。古いプレートと新しいプレー
トを交換して使用することはできません。
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3.5.1 ストローク表

M レバーはポジショナ本体に含まれます。
IEC 60534-6（NAMUR）に準拠した取り付けに対応する S、 L、 XL レバーが、 付属品として利用でき
ます（Seite 25 ページの表 4 を参照）。 XXL レバーは、 ご請求に応じて入手可能です。

表 9: アクチュエータ タイプ 3277-5 および 3277 への直接取り付け

アクチュエータサイズ 定格ストローク ポジショナでの調整範囲 1) 必要な 
レバー

指定の 
ピン位置[cm²] [mm] ストローク [mm]

120 7.5 5.0 ～25.0 M 25
120/175/240/350 15 7.0 ～35.0 M 35

355/700/750 30 10.0 ～ 50.0 M 50
1) 最小および最大の調整範囲は NOM（初期化範囲）の初期化モードに基づく

表 10: IEC 60534-6（NAMUR）に基づく取り付け

アクチュエータ タイプ 3271 付き
SAMSON 製バルブ

ポジショナでの調整範囲
その他の調節弁 1)

必要な 
レバー

指定の 
ピン位置

アクチュエータサイズ 定格ストローク ストローク最小値 ストローク最大値
[cm²] [mm] [mm] [mm]

60 および 120 タイプ 
3510 弁本体付き 7.5 3.6 18.0 S 17

120 7.5 5.0 25.0 M 25
120/175/240/350 15 7.0 35.0 M 35

355/700/750 7.5 7.0 35.0 M 35
355/700/750 15 および 30 10.0 50.0 M 50

1000/1400/2800
30 14.0 70.0 L 70
60 20.0 100.0 L 100

1400/2800 120 40.0 200.0 XL 200
メーカの仕様を参照 200 メーカの仕様を参照 300

2) 最小および最大の調整範囲は NOM（初期化範囲）の初期化モードに基づく

表 11: 回転型アクチュエータへの取り付け

開口角度 必要なレバー 指定のピン位置
24 ～100° M 90°

注
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3.6 テクニカルデータ

表 12: Type 3730-2 電空式ポジショナ

タイプ 3730-2 ポジショナ
防爆デバイスのテクニカルデータは、 試験証明書で指定されている制限値によって 
制限されることがあります。

弁 
ストローク 調節可能

タイプ 3277 アクチュエータへの直接取り付け 3.6 ～ 30 mm

IEC 60534-6（NAMUR）に基づく取り付け 3.6 ～ 300 mm

VDI/VDE 3847 に基づく取り付け 3.6 ～ 300 mm

回転型アクチュエータへの取り付け 
（VDI/VDE 3845） 24 ～ 100°の開口角度

ストローク
範囲 調節可能 弁の初期化されたストローク / 回転角度の範囲で調整できます。 ストロークは最大値の

1/5 に制限できます。

セット 
ポイント w

信号範囲 4 ～20 mA · 2 線式デバイス、 逆極性保護 · 最小スパン 4 mA

静的破壊制限値 100 mA

最小電流 表示画面用に 3.6 mA、 操作用に 3.8 mA

負荷電圧 防爆保護なし：≤ 6 V（20 mA での 300 Ω に相当） 
防爆保護あり：≤ 7 V（20 mA での 350 Ω に相当）

供給空気
1.4 ～7 bar（20 ～ 105 psi）

ISO 8573-1 準拠の
空気品質

最大粒子径と密度：クラス 4、 油分含有：クラス 3、 露点圧力：クラス 3、 または予想
される最低周囲温度より少なくとも 10 K 下回ること

信号圧力（出力） 0 bar から供給圧まで。 ソフトウェアによって 1.4 bar/2.4 bar/3.7 bar ± 0.2 bar に
制限可能

特性
調節可能

リニア/ イコールパーセント / 逆イコールパーセント
ユーザー定義（オペレーティングソフトウェアおよび通信）
バタフライ弁、 回転プラグ弁、 およびセグメントボール弁：リニア/ イコールパーセント

偏差 ≤ 1 %

ヒステリシス ≤ 0.3 %

感度 ≤ 0.1 %

動作時間 排気または給気時に、 ソフトウェアで個別に 240 秒まで調節可能

動作方向 切り替え可能

空気消費量、 定常状態 供給空気（約 110 ln/h）と無関係

空気 
供給量

アクチュエータ給気時 At Δ p = 6 bar：8.5 mn³/h · At Δp = 1.4 bar：3.0 mn³/h ·  
KVmax(20 °C) = 0.09

アクチュエータ排気時 At Δ p = 6 bar：14.0 mn³/h · At Δp = 1.4 bar：4.5 mn³/h ·  
KVmax (20 ° C) = 0.15
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タイプ 3730-2 ポジショナ
防爆デバイスのテクニカルデータは、 試験証明書で指定されている制限値によって 
制限されることがあります。

許容周囲温度

–20 ～ +80 °C 全バージョン
–45 ～ +80 °C メタルケーブルグランド使用時
防爆デバイスの温度制限値は、 試験証明書で指定されている制限値によって制限 
されることがあります。

影響

温度 ≤ 0.15 %/10 K

供給空気 なし

振動の影響 ≤ 0.25 %（IEC 770 に基づき最大 2000 Hz および 4 g）

電磁適合性 EN 61000-6-2、 EN 61000-6-3、 EN 61326-1、 NAMUR 勧告 NE 21 に適合

電気接続
6 ～ 12 mm のクランプ範囲に 1 本の M20x1.5 ケーブルグランド
2 番目の M20x1.5 ねじ接続も追加で利用可能
0.2 ～2.5 mm² のワイヤ断面のスクリュー端子

保護等級 IP 66/NEMA 4X

安全計装システム（SIL）での使用
セットポイント 0 mA でオプションの
電磁弁を使用している場合の緊急
排出

IEC 61508 の要件を遵守します。 安全計装システムのコンポーネントとして、 緊急排出
用のパイロット弁の体系的な機能が利用できます。

SIL 2（単一デバイス /HFT = 0）および SIL 3（冗長構成 /HFT = 1）までの安全
計装システムで IEC 61511 および必要なハードウェアフォールトトレランスの要件を遵守
することによって、 使用が可能です。

防爆保護 表 14 を参照

通信（ローカル） SAMSON 製 SSP インターフェイスおよびシリアルインターフェイスアダプタ

ソフトウェア要件（SSP） データベースモジュール 3730-2 付き TROVIS-VIEW

バイナリコンタクト

接続先
PLC のバイナリインプット（IEC 61131-2 準拠）への
接続（Pmax = 400 mW）または NAMUR スイッ
チングアンプ（EN 60947-5-6 準拠）への接続

NAMUR スイッチングアンプ 
（EN 60947-5-6 準拠）

ソフトウェアリミットスイッチ、 逆極性の保護、 浮動、 設定可能なスイッチング特性（表内の初期設定）

信号状態

バージョン 防爆保護なし Ex

応答なし 非導通 ≤ 1.0 mA

応答 導通（R = 348 Ω） ≥ 2.2 mA

1 つの障害アラームコンタクト、 浮動

信号状態

バージョン 防爆保護なし Ex

故障アラームなし 導通（R = 348 Ω） ≥ 2.2 mA

故障アラーム 非導通 ≤ 1.0 mA
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タイプ 3730-2 ポジショナ
防爆デバイスのテクニカルデータは、 試験証明書で指定されている制限値によって 
制限されることがあります。

材質

ハウジング DIN EN 1706 に準拠したアルミダイカスト EN AC-AlSi12（Fe）（EN AC-44300）、
クロメート処理と粉体塗装によるコーティング、 特別仕様：ステンレススティール 1.4581

外装部品 ステンレススティール 1.4404/316L

ケーブルグランド M20x1.5、 黒色ポリアミド

重量 アルミダイカストハウジング：約 1.0 kg 
ステンレススティールハウジング：約 2.2 kg

コンプライアンス   ·  

表 13: オプションの追加機能

タイプ 3730-2 ポジショナのオプション

電磁弁（IEC 61508/SIL に準拠した承認）

入力

24 V DC、 逆接続保護、 静的破壊制限値 40 V

電流消費 I = U – 5.7 V
3840 Ω

（24 V/114 mW での 4.8 mA に相当） 

信号 0（応答なし） <12 V（0 V で緊急停止）

信号 1（応答あり） > 19 V

耐用年数 >5 x 106 スイッチングサイクル

KV 値 0.15

アナログポジショントランスミッタ 2 線式トランスミッタ

補助電源 12 ～ 30 V DC、 逆接続保護、 静的破壊制限値 40 V

出力信号 4 ～20 mA

動作方向 切り替え可能

動作範囲 –10 ～ +114 %

特性 リニア
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タイプ 3730-2 ポジショナのオプション

ヒステリシス ポジショナと同様

高周波の影響 ポジショナと同様

その他の影響 ポジショナと同様

故障アラーム 電流信号 2.4 ± 0.1 mA または 21.6 ±0.1 mA として送出可能

Pepperl+Fuchs 製誘導リミットスイッチ

スイッチングアンプ（EN 60947-5-6 準拠）に接続する場合、 ソフトウェアリミットスイッチと組み合わせて使用できます。

SJ2-SN 近接スイッチ 未検出の測定プレート：≥ 3 mA、 検出された測定プレート：≤ 1 mA

外部ポジションセンサ

弁ストローク ポジショナと同様

ケーブル 10 m、 柔軟で耐久性に優れる、 M12x1 コネクタ、 難燃性（VDE 0472 準拠）
油、 潤滑剤、 冷却剤冷却剤、 その他の反応性の高い媒体に対する耐性がある

許容周囲温度 ポジショナとポジションセンサ間の固定接続の場合：–40 ～ +90 °C。 防爆構造タイプ
のデバイスには、 試験証明書に記載されている制限値を付加的に適用。

耐振動性 10 ～2000 Hz の範囲で最大 10 g

保護等級 IP 67

リークセンサ · 危険区域での操作に適している

温度範囲 –40 ～ +130 °C

締め付けトルク 20 ± 5 Nm

バイナリインプット · ガルバニック絶縁 · ソフトウェア（TROVIS-VIEW、 DTM など）で切り替え動作を構成

アクティブ 切り替え動作（初期設定）

接続 外部スイッチ（浮動接点）またはリレー接点

電子データ
接点が開いているときの開回路電圧：最大 10 V
接点が閉じているときのピーク値 100 mA および RMS 値 0.01 mA に到達するパルス
直流電流

接点
閉、 R < 20 Ω ON スイッチング状態（初期設定）

開、 R > 400 Ω OFF スイッチング状態（初期設定）

パッシブ切り替え動作

接続 外部から印加された直流電圧の場合、 逆極性保護

電子データ 3 ～ 30 V · 静的破壊制限値 40 V · 消費電流 24 V で 3.7 mA

電圧
> 6 V ON スイッチング状態（初期設定）

<1 V OFF スイッチング状態（初期設定）
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表 14: 防爆保護規格証明の概要

型番 証明書 保護タイプ / コメント

37
30

-

STCC ご要望に応じて

-2
1

 1)
番号 PTB 00 ATEX 2158 II 2G Ex ia IIC T6 Gb, 

II 2D Ex ia IIIC T80°C Db日付 2016/08/17

 
番号

RU-C-DE 08 
B.00697 1Ex ia IIC T6/T5/T4 Gb X; 

Ex tb III T 80°C Db X日付 2014/12/15

有効期限 2019/12/14

IECEx
番号 IECEx PTB 05.0007 Ex ia IIC T6...T4 Gb; 

Ex ia IIIC T80°C Db日付 2016/11/29

CCoE ご請求に応じて

KCS
番号 11-KB4BO-0214

Ex ia IIC T6/T5/T4日付 2011/10/24

有効期限 2018/10/24

NEPSI
番号 GYJ14.1286

Ex ia IIC T4...T6 Gb日付 2014/11/05

有効期限 2019/11/04

-2
3

CSA
番号 1330129

Ex ia IIC T6, Class I Zone 0; 
Class I, II, Groups A, B, C, D, E, F, G; 
Class I, Zone 2; Class I, II, Div. 2, Groups A, 
B, C, D, E, F, G; 
Class III; Type 4 Enclosure

日付 2017/05/24

FM 番号 ID 3012394
Class I, Zone 0 AEx ia IIC;  
Class I, II, III, Div.1, Groups A, B, C, D, E, F, G; 
Class I, Div.2, Groups A, B, C, D;  
Class II, III, Div.2, Groups F, G; 
Type 4X

日付 2011/08/11

25

 1)
番号 PTB 00 ATEX 2158

II 2D Ex tb IIIC T80°C Db
日付 2016/08/17

IECEx
番号 IECEx PTB 05.0007

Ex tb IIIC T80°C Db
日付 2016/11/29
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型番 証明書 保護タイプ / コメント

37
30

-2
-2

7 JIS
番号 TC18159

Ex ia IIC T6
有効期限 2019/11/26

-2
8

 2) 番号
PTB 03 ATEX  
2016 X II 3G Ex nA IIC T6 Dc, 

II 3D Ex tc IIIC T80°C Dc日付 2016/08/31

 

番号 RU-C-DE 08 
B.00697 2Ex nA IIC T6/T5/T4 Gc X

2Ex ic IIC T6/T5/T4 Gc X
Ex tc IIIC T 80°C Dc X

日付 2014/12/15

有効期限 2019/12/14

IECEx
番号 IECEx PTB 05.0007 Ex nA IIC T6...T4 Gc; 

Ex tc IIIC T80°C Dc日付 2016/11/29

NEPSI
番号 GYJ14.1287X

Ex ic IIC T4...T6 Gc
Ex nA IIC T4...T6 Gc

日付 2014/11/05

有効期限 2019/11/04

1) EC 型式承認証明書
2) 適合ステートメント
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3.7 寸法（mm）
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IEC 60534-6 に基づく取り付け
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外部 
ポジションセンサ

直接取り付け
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圧力計ブラケットコネクティングプレート

 15 
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62

164

38

20
0

16
4

164

13

62
24

レバー（39 ページを参照）

VDI/VDE 3847-1 に基づく 
タイプ 3277 アクチュエータへの取り付け

VDI/VDE 3847-1 に基づく 
NAMUR リブへの取り付け
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 164 

 260 

 1
3 

 6
8 

VDI/VDE 3847-2 に基づく 
単動アクチュエータへの取り付け

VDI/VDE 3847-2 に基づく 
複動アクチュエータへの取り付け
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80

52

56
86

130
80

166
30
86

Ø101

50

80

130

495979

76

50

150

リバースアンプ 1)

高耐久仕様

1) リバースアンプ
 −タイプ 3710（寸法については、 高耐久仕様の図面を参照）
 −1079-1118/1079-1119、 販売終了（寸法については、 
低負荷仕様を参照）

低負荷仕様

VDI/VDE 3845 に基づく回転型アクチュエータへの取り付け

リバースアンプ 1)
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16
10

...
17

レバー

レバー x y z
S  17 mm  25 mm  33 mm
M  25 mm  50 mm  66 mm
L  70 mm 100 mm 116 mm

XL 100 mm 200 mm 216 mm
XXL 200 mm 300 mm 316 mm

x

z
y

3.8 VDI/VDE 3845（2010 年 9 月）に基づく固定レベル

A

M6

C

B

25

Mmin

Ø
d

ØD

固定レベル 2（ブラケット表面）

固定レベル 1（アクチュエータ表面）

アクチュエータ

寸法（mm）
サイズ A B C Ød Mmin D1)

AA0 50 25 15 5.5（M5） 66 50
AA1 80 30 20 5.5（M5） 96 50
AA2 80 30 30 5.5（M5） 96 50
AA3 130 30 30 5.5（M5） 146 50
AA4 130 30 50 5.5（M5） 146 50
AA5 200 50 80 6.5（M6） 220 50

1) フランジタイプ F05（DIN EN ISO 5211 準拠）
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4 準備に向けた手順
納入製品が届いたら、 以下の手順を実行してくだ
さい。

1. 納入品目を確認します。受け取った出荷物を 
デリバリーノートと照合してください。

2. 出荷物に輸送中の損傷がないか確認します。
損傷があった場合は報告してください。

4.1 開梱

異物混入により、ポジショナが損壊する危険があり
ます。
取り付けおよびスタートアップの直前まで、梱包および
保護フィルム/保護キャップを取り外さないでください。

1. ポジショナから梱包を取り外します。

2. 有効な規制に従って梱包を処分します。

4.2 輸送
− ポジショナを外部の影響（衝撃など）から保護

してください。

− ポジショナを湿気や汚れから保護してください。

− 許容可能な周囲温度に応じて、輸送温度に
注意してください（セクション3.6のテクニカル 
データを参照）。

4.3 保管

不適切な保管により、ポジショナが損壊する危険が
あります。
− 保管に関する指示に従ってください。
− 保管条件が異なる場合または保管期間が長期

に及ぶ場合は、SAMSONにご連絡ください。

保管に関する指示
− ポジショナを外部の影響（衝撃、激突、振動 

など）から保護してください。

− 腐食保護（コーティング）を損傷しないでくだ
さい。

− ポジショナを湿気や汚れから保護してください。
高湿度スペースでは、結露を防止します。必要
に応じて、乾燥剤または暖房を使用します。

− 許容可能な周囲温度に応じて、保管温度に
注意してください（セクション3.6のテクニカルデー
タを参照）。

− ポジショナはカバーを閉じた状態で保管してくだ
さい。

− 空気接続口および電気接続口を密閉します。

注意!

注意!
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5 取り付けおよびスタートアップ

不適切な取り付け部品 / 付属品により、 不具合を
起こす危険があります。
ポジショナの取り付けおよび設置の際は、 以下の取
り付けおよび操作手順に記載されている取り付け
部品と付属品のみをお使いください。 取り付けの種
類には、 ご注意ください。

取り付け、 設置、 スタートアップ時の手順の誤りに
より、 不具合を起こす危険があります。
規定された手順を遵守してください。

 Î 手順：

1. 空気接続口から保護キャップを取り外します。

2. 弁にポジショナを取り付けます。
 Î セクション 5.3 以降を参照

3. 空気圧設置を実施します。
 Î セクション 5.3 以降を参照

4. 電気的設置を実施します。
 Î セクション 5.2 以降を参照

5. 設定を実施します。
 Î セクション 7 以降を参照

5.1 取り付け位置

取り付け位置の誤りにより、 ポジショナ破損の危険
があります。

 ԇ ポジショナは、 デバイスの背面を上に向けた状態
で取り付けないでください。
 ԇ デバイスが現場に設置されているときに通気口を
密閉したり塞いだりしないでください。

 Î取り付け位置を確認してください（図 3 を参照）。

 Î デバイスが現場に設置されているときに通気口を
密閉したり塞いだりしないでください（図 2 を 
参照）。

5.2 レバーおよびピンの位置
ポジショナは、 ポジショナの背面にあるレバーおよび
レバーに取り付けられたピンを使用して、 アクチュエー
タおよび定格ストロークに適合させます。

28 ページのストローク表に、 ポジショナでの最大
調整範囲を示しています。 弁において実現可能な
ストロークは、 選択したフェイルセーフ位置、 およびア
クチュエータスプリングの必要な圧縮によってさらに制
限されます。

ポジショナには M レバー（ピン位置 35）が標準で
装着されています（図 4 を参照）。

M レバーはポジショナ本体に含まれます。
S、 L、 XL レバーは付属品として利用できます。
XXL レバーは、 ご請求に応じて入手可能です。

注意!

注意!

注意!

注
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標準の M レバーで位置 35 以外のピン位置が必
要な場合、 あるいは、 L または XL のレバーサイズ
が必要な場合、 以下の手順を実行してください

（図 5 を参照）。

1. 割り当てられているレバー穴（28 ページのス
トローク表に指定されているピン位置）にフォロ
ワピン（2）を差し込んで締め付けます。 取り付
けキットに同梱されている長いフォロワピンのみを
使用します。

2. レバー（1）をポジショナのシャフト上に置き、 円
板ばね（1.2）とナット（1.1）を使用してしっか
りと固定します。
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�

�

�

!

2

1.2

1.1

1

排気口

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン

図 3: 許容される取り付け位置

図 2: 排気口 
（ポジショナの背面）

図 4: M レバー（ピン位置 35）

図 5: レバーとフォロワピンの
取り付け



46  EB 8384-2 JA

取り付けおよびスタートアップ

5.3 直接取り付け

5.3.1 タイプ 3277-5 アクチュ 
エータ

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 2（23 ページ）を参照してください。

 Î ストローク表（28 ページ）に従ってください。

120 cm² のアクチュエータ（図 6 を参照）
ポジショナの取り付けのタイプに応じて、 信号圧力
はヨーク部の左右両側面のどちらかにある接続孔か
らアクチュエータダイヤフラムに供給されます。 アクチュ
エータの 「軸出」 または 「軸入」 のフェイルセーフアク
ション（駆動源喪失時に弁が閉じるまたは開く）に
応じて、 まず切り替えプレート（9）をアクチュエータ
ヨークに取り付けます。 マーキングに従って、 左右いず
れかの取り付けに対応するシンボルに切り替えプレー
トを合わせます（切り替えプレートに面する表示）。

1. コネクティングプレート（6）、 または圧力計を装
着した圧力計ブラケット（7）をポジショナに取り
付け、 2 つのシール（6.1）が正しく固定されて
いることを確認します。

2. ポジショナの背面にあるスクリュープラグ（4）を取
り外し、 コネティングプレート（6）または圧力計
ブラケット（7）の信号圧力出口（38）を、 付属
品のストッパー（5）でシールします。

3. フォロワクランプ（3）をアクチュエータ軸の上に置
き、 取り付けねじがアクチュエータ軸の溝に収ま
るように位置を調節し、 しっかりとねじ込みます。

4. 狭い側の切片（図 6 の左側）が信号圧力接
続の方を向くように、 カバープレート（10）を取
り付けます。ガスケット（14）がアクチュエータヨー
クの方を向いていることを確認します。

5. 15 mmストローク：ポジショナ背面のMレバー
（1）にあるフォロワピン（2）をピン位置 35（納
入時の状態）に維持します。   
7.5 mm ストローク：ピン位置 35 からフォロ
ワピン（2）を取り外し、 ピン位置 25 の穴に再
配置してしっかりと固定します。

6. 成形シール（15）をポジショナハウジングの溝に
取り付け、 シール（10.1）をハウジングの背面
に取り付けます。

7. フォロワピン（2）がフォロワクランプ（3）の上に
載るようにポジショナをカバープレート（10）の上
に置きます。 そのためには、 ポジショナカバーを
開き、 レバー (1) の操作により、 レバーを任意
の位置に固定します。 レバー（1）は、 スプリン
グの力でフォロワクランプ上に載った状態でなけ
ればなりません。 2 本の固定ねじでポジショナを
カバープレート（10）に取り付けます。

タイプ 3277-5 への直接取り付けの場合を除き、
次の事項がすべてのタイプの取り付けに適用されま
す。 背面での信号圧力出力をスクリュープラグ（4、
注文番号 0180-1254）と付属の O リング（注文
番号 0520-0412）（納入時の状態、 納入品目
に含まれる部品）でシールする必要があります。

8. カバー（11）を反対側に取り付けます。調節弁を
取り付けるときに、 発生した結露水などを排出
できるようにベントプラグが下部に取り付けてあ
ることを確認してください。

 

9 11

Supply 9 Output 38

5
6

4

7

6

10
10.1

3

2

1

15

6.1

1.1
1.2

14

8

シンボル
アクチュエータ 

軸出

アクチュエータ 
軸入

左側取り付け 右側取り付け

切り替えプレート（9）

マーキング

信号圧力入力 
（左側取り付け用） 信号圧力入力 

（右側取り付け用）

カバープレートの
切片

注意!

エア供給と信号出力接続には、 付属
品のコネクティングプレート（6）のみを
使用してください。
ねじが切ってある部品をハウジング内に
直接ねじ込むことはおやめください。

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
3 フォロワクランプ
4 スクリュープラグ
5 ストッパー
6 コネクティングプレート
6.1 シール
7 圧力計ブラケット
8 圧力計取り付けキット
9 切り替えプレート 

（アクチュエータ）
10 カバープレート
10.1 シール
11 カバー
14 ガスケット
15 成形シール

図 6: 直接取り付け – アクチュエータ タイプ 3277-5（120 cm²）の信号圧力接続

注
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5.3 直接取り付け

5.3.1 タイプ 3277-5 アクチュ 
エータ

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 2（23 ページ）を参照してください。

 Î ストローク表（28 ページ）に従ってください。

120 cm² のアクチュエータ（図 6 を参照）
ポジショナの取り付けのタイプに応じて、 信号圧力
はヨーク部の左右両側面のどちらかにある接続孔か
らアクチュエータダイヤフラムに供給されます。 アクチュ
エータの 「軸出」 または 「軸入」 のフェイルセーフアク
ション（駆動源喪失時に弁が閉じるまたは開く）に
応じて、 まず切り替えプレート（9）をアクチュエータ
ヨークに取り付けます。 マーキングに従って、 左右いず
れかの取り付けに対応するシンボルに切り替えプレー
トを合わせます（切り替えプレートに面する表示）。

1. コネクティングプレート（6）、 または圧力計を装
着した圧力計ブラケット（7）をポジショナに取り
付け、 2 つのシール（6.1）が正しく固定されて
いることを確認します。

2. ポジショナの背面にあるスクリュープラグ（4）を取
り外し、 コネティングプレート（6）または圧力計
ブラケット（7）の信号圧力出口（38）を、 付属
品のストッパー（5）でシールします。

3. フォロワクランプ（3）をアクチュエータ軸の上に置
き、 取り付けねじがアクチュエータ軸の溝に収ま
るように位置を調節し、 しっかりとねじ込みます。

4. 狭い側の切片（図 6 の左側）が信号圧力接
続の方を向くように、 カバープレート（10）を取
り付けます。ガスケット（14）がアクチュエータヨー
クの方を向いていることを確認します。
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軸出

アクチュエータ 
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左側取り付け 右側取り付け

切り替えプレート（9）

マーキング

信号圧力入力 
（左側取り付け用） 信号圧力入力 

（右側取り付け用）

カバープレートの
切片

注意!

エア供給と信号出力接続には、 付属
品のコネクティングプレート（6）のみを
使用してください。
ねじが切ってある部品をハウジング内に
直接ねじ込むことはおやめください。

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
3 フォロワクランプ
4 スクリュープラグ
5 ストッパー
6 コネクティングプレート
6.1 シール
7 圧力計ブラケット
8 圧力計取り付けキット
9 切り替えプレート 

（アクチュエータ）
10 カバープレート
10.1 シール
11 カバー
14 ガスケット
15 成形シール

図 6: 直接取り付け – アクチュエータ タイプ 3277-5（120 cm²）の信号圧力接続
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5.3.2 タイプ 3277 アクチュエータ
 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 3（24 ページ）を参照してください。

 Î ストローク表（28 ページ）に従ってください。

175～750 cm²の有効面積を持つアクチュエー
タ（図 7 を参照）
ヨークにポジショナを取り付けます。 信号圧力はコネ
クションブロック（12）上のアクチュエータに供給されま
す。 フェイルセーフアクション 「軸出」 のアクチュエータ
の場合、 弁枠の穴を内部的に通り、 「軸入」 の場
合は外部配管を通ります。

1. フォロワクランプ（3）をアクチュエータ軸の上に置
き、 取り付けねじがアクチュエータ軸の溝に収ま
るように位置を調節し、 しっかりとねじ込みます。

2. 狭い側の切片（図 7 の左側）が信号圧力接
続の方を向くように、 カバープレート（10）を取
り付けます。ガスケット（14）がアクチュエータヨー
クの方を向いていることを確認します。

3. 355、 700、 750 cm² のアクチュエータでは、
ポジショナの背面にある M レバー（1）のフォロワ
ピン（2）をピン位置 35 から取り外し、 ピン位
置 50 の穴に再配置したうえでしっかりと固定
します。   
15 mm ストロークのアクチュエータ 175、 240、
および 350 cm² では、 フォロワピン（2）をピン
位置 35 に維持します。

4. 成形シール（15）をポジショナハウジングの溝に
取り付けます。

5. フォロワピン（2）がフォロワクランプ（3）の上に
載るようにポジショナをカバープレートの上に置き
ます。 それに応じて、 レバー（1）を調整し、 ポ
ジショナカバーを開いてポジショナシャフトをキャッ
プまたはロータリープッシュボタンの位置に固定し
ます。 レバー（1）は、 スプリングの力でフォロワ
クランプ上に載った状態でなければなりません。

2 本の固定ねじでポジショナをカバープレート
（10）に取り付けます。

6. アクチュエータのフェイルセーフアクション 「軸出」
または 「軸入」 を示すアクチュエータシンボルに
一致する位置に、 コネクションブロックの側面か
ら突き出たガスケット（16）の先端があることを
確認してください。 該当しない場合には、 3 本
の固定ねじを緩め、 カバーを持ち上げて外しま
す。 ガスケット（16）を 180°回転させ、 再度
取り付けます。

コネクションブロックの旧バージョン（図 7 の下部）
では、 スイッチプレート（13）を回転させてアク
チュエータのシンボルを矢印マークに合わせる必
要があります。

7. 関連するシールを用いたコネクションブロック
（12）をポジショナおよびアクチュエータヨークに
押しつけ、 ねじ（12.1）で固定します。 フェイル
セーフアクション 「軸入」 のアクチュエータの場合、
ストッパー（12.2）を取り外し、 外部の信号圧
力配管を取り付けます。

8. カバー（11）を反対側に取り付けます。調節弁を
取り付けるときに、 発生した結露水などを排出
できるようにベントプラグが下部に取り付けてあ
ることを確認してください。
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図 7: 直接取り付け – アクチュエータ タイプ 3277（175 ～750 cm²）の信号圧力接続
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5.3.2 タイプ 3277 アクチュエータ
 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 3（24 ページ）を参照してください。

 Î ストローク表（28 ページ）に従ってください。

175～750 cm²の有効面積を持つアクチュエー
タ（図 7 を参照）
ヨークにポジショナを取り付けます。 信号圧力はコネ
クションブロック（12）上のアクチュエータに供給されま
す。 フェイルセーフアクション 「軸出」 のアクチュエータ
の場合、 弁枠の穴を内部的に通り、 「軸入」 の場
合は外部配管を通ります。

1. フォロワクランプ（3）をアクチュエータ軸の上に置
き、 取り付けねじがアクチュエータ軸の溝に収ま
るように位置を調節し、 しっかりとねじ込みます。

2. 狭い側の切片（図 7 の左側）が信号圧力接
続の方を向くように、 カバープレート（10）を取
り付けます。ガスケット（14）がアクチュエータヨー
クの方を向いていることを確認します。

3. 355、 700、 750 cm² のアクチュエータでは、
ポジショナの背面にある M レバー（1）のフォロワ
ピン（2）をピン位置 35 から取り外し、 ピン位
置 50 の穴に再配置したうえでしっかりと固定
します。   
15 mm ストロークのアクチュエータ 175、 240、
および 350 cm² では、 フォロワピン（2）をピン
位置 35 に維持します。

4. 成形シール（15）をポジショナハウジングの溝に
取り付けます。
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5.4 IEC 60534-6 に基づく取り 
付け

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 4（25 ページ）を参照してください。

 Î ストローク表（28 ページ）に従ってください。

 Î 図 8 を参照

NAMUR ブラケット（10）を使用して、 ポジショナを
調節弁に取り付けます。

1. 軸コネクタ（9）のブラケット（9.1）に 2 本のボ
ルト（14）をねじ込みます。 フォロワプレート

（3）を上部に配置し、 ねじ（14.1）で固定し
ます。

2800 cm² および 1400 cm² アクチュエータ
（ストローク 120 mm）：

 ԇ 60 mm 以下のストロークの場合、 長いほうの
フォロワプレート（3.1）を軸コネクタ（9）に直接
ねじ込みます。

 ԇ 60 mm を超えるストロークの場合、 まずブラ
ケット（16）を取り付け、 次にフォロワプレート

（3）をボルト（14）とねじ（14.1）でブラケット
に取り付けます。

2. 以下のように、 NAMUR ブラケット（10）を調
節弁に取り付けます。

 ԇ NAMUR リブへの取り付けの場合、 M8 ねじ
（11）と歯付座金を使用してヨーク穴に直接固
定します。

 ԇ ロッド型ヨークを装着した弁への取り付けの場
合、ヨークの周りに2本のU字型ボルト（15）を
使用します。 目盛りの模様に従って NAMUR
ブラケット（10）の位置を調整し、フォロワプレー
ト（3）が角度範囲の半分だけ NAMUR ブラ
ケットの方向に移動するようにします（フォロワプ

レートの溝を半分の弁ストロークで NAMUR ブ
ラケットの中心に揃える）。

3. コネクティングプレート（6）、 または圧力計を装
着した圧力計ブラケット（7）をポジショナに取り
付け、 2 つのシール（6.1）が正しく固定されて
いることを確認します。

4. 28 ページのストローク表に掲載されているア
クチュエータサイズおよび弁ストロークに従って、
必要なレバー（1）のサイズ（M、 L、 XL）とピン
位置を選択します。

標準の M レバーで位置 35 以外のピン位置が必
要な場合、 あるいは、 L または XL のレバーサイズ
が必要な場合、 以下の手順を実行してください。

 ԇ 割り当てられているレバー穴（ストローク表に指定
されているピン位置）にフォロワピン（2）を差し
込んで締め付けます。 取り付けキットに同梱さ
れている長いフォロワピン（2）のみを使用します。

 ԇ レバー（1）をポジショナのシャフト上に置き、 円
板ばね（1.2）とナット（1.1）を使用してしっか
りと固定します。

レバーを両方向に一度いっぱいまで動かします。

5. フォロワピン（2）がフォロワプレート（3、 3.1）
の溝に収まるようにポジショナを NAMUR ブラ
ケットの上に置きます。 それに応じてレバー（1）を
調節します。

2 本の固定ねじを使 用して、 ポジショナを
NAMUR ブラケットに固定します。

10

11

1

1 14.1

3

3.1

16

15

14

1
1.2
1.1
2

9.1

9

6.1 6 7 8

ロッド型ヨークへの取り付け： 
ロッド径 20 ～ 35 mm

NAMUR リブへの 
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2800 cm² アクチュエータ用の 
追加ブラケット
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9 軸コネクタ
9.1 ブラケット
10 NAMUR ブラケット
11 ねじ
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15 U 字型ボルト
16 ブラケット

注意!

エアの供給と信号出力の接続には、 付属品のコネクティングプレート（6）
のみを使用してください。
ねじが切ってある部品をハウジング内に直接ねじ込むことはおやめください。

図 8: IEC 60534-6（NAMUR）に基づく取り付け
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5.4 IEC 60534-6 に基づく取り 
付け

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 4（25 ページ）を参照してください。

 Î ストローク表（28 ページ）に従ってください。

 Î 図 8 を参照

NAMUR ブラケット（10）を使用して、 ポジショナを
調節弁に取り付けます。

1. 軸コネクタ（9）のブラケット（9.1）に 2 本のボ
ルト（14）をねじ込みます。 フォロワプレート

（3）を上部に配置し、 ねじ（14.1）で固定し
ます。

2800 cm² および 1400 cm² アクチュエータ
（ストローク 120 mm）：

 ԇ 60 mm 以下のストロークの場合、 長いほうの
フォロワプレート（3.1）を軸コネクタ（9）に直接
ねじ込みます。

 ԇ 60 mm を超えるストロークの場合、 まずブラ
ケット（16）を取り付け、 次にフォロワプレート

（3）をボルト（14）とねじ（14.1）でブラケット
に取り付けます。

2. 以下のように、 NAMUR ブラケット（10）を調
節弁に取り付けます。

 ԇ NAMUR リブへの取り付けの場合、 M8 ねじ
（11）と歯付座金を使用してヨーク穴に直接固
定します。

 ԇ ロッド型ヨークを装着した弁への取り付けの場
合、ヨークの周りに2本のU字型ボルト（15）を
使用します。 目盛りの模様に従って NAMUR
ブラケット（10）の位置を調整し、フォロワプレー
ト（3）が角度範囲の半分だけ NAMUR ブラ
ケットの方向に移動するようにします（フォロワプ
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注意!

エアの供給と信号出力の接続には、 付属品のコネクティングプレート（6）
のみを使用してください。
ねじが切ってある部品をハウジング内に直接ねじ込むことはおやめください。

図 8: IEC 60534-6（NAMUR）に基づく取り付け
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5.5 VDI/VDE 3847-1 に基づく 
取り付け

アクチュエータのスプリングチャンバのエアパージを伴う、
タイプ 3730-2xxx0xxxx0x0060xx およびタイプ
3730-2xxxxxxx0xx0700 ポジショナは、 VDI/
VDE 3847 に基づき取り付けることができます。

アクチュエータのスプリングチャンバのエアパージを伴わ
ない、 タイプ 3730-2xxx0xxxx0x0000xx ポジ
ショナは、 VDI/VDE 3847 に基づき取り付けるこ
とができます。

このタイプの取り付けでは、 アクチュエータ内の空気を
遮断することによってプロセスの実行中にすばやくポジ
ショナを交換できます。

赤い止めねじ（20）を外し、 アダプタブロックの底部
にある空気遮断器（19）を回転させることによって、
アクチュエータ内で信号圧力をブロックできます。

アクチュエータ タイプ 3277 への取り付け
（図 9 を参照）

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 5（25 ページ）を参照してください。

ヨークにポジショナを取り付けます。 信号圧力はコネ
クティングプレート（12）上のアクチュエータに供給さ
れます。フェイルセーフアクション 「軸出」 のアクチュエー
タの場合、 弁枠の穴を内部的に通り、 「軸入」 の
場合は外部配管を通ります。

ポジショナの取り付けには Y1 ポートのみ必要です。
Y2 ポートはスプリングチャンバのエアパージに使用で
きます。

1. フォロワクランプ（3）をアクチュエータ軸の上に置
き、 取り付けねじがアクチュエータ軸の溝に収ま
るように位置を調節し、 しっかりとねじ込みます。

2. アダプタブラケット（6）をポジショナ上に配置し、
ねじ（6.1）を使用して取り付けます。 シールが
正しく固定されていることを確認します。エアパー
ジを伴うポジショナの場合、 ストッパ（5）を取り
外してからポジショナを取り付けます。 エアパー
ジを伴わないポジショナの場合は、 スクリュープ
ラグ（4）をベントプラグと交換します。

3. 355、 700、 750 cm² のアクチュエータでは、
ポジショナの背面にある M レバー（1）のフォロワ
ピン（2）をピン位置 35 から取り外し、ピン位置
50 の穴に再配置したうえでしっかりと締めます。

15 mm ストロークのアクチュエータ 175、 240、
および 350 cm² では、 フォロワピン（2）をピン
位置 35 に維持します。

4. 成形シール（6.2）をアダプタブラケット（6）の
溝に差し込みます。

5. 成形シール（17.1）を回転板（17）に差し込
み、 ねじ（17.2）を使用して回転板をアダプタ
ブロック（13）に取り付けます。

6. ねじ（18.1）を使 用して、 ブランクプ レート
（18）を回転板（17）に取り付けます。 シール
が正しく固定されていることを確認します。

ブランクプレート（18）の代わりに電磁弁を取り付け
ることもできます。 回転板（17）の向きによって、 電
磁弁の取り付け位置が決まります。 あるいは、 レス
トリクタプレートを取り付けることもできます  

（u AB 11）。
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図 9: VDI/VDE 3847-1 に基づくタイプ 3277 アクチュエータへの取り付け

注

https://www.samson.de/pdf_en/t00110en.pdf
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5.5 VDI/VDE 3847-1 に基づく 
取り付け

アクチュエータのスプリングチャンバのエアパージを伴う、
タイプ 3730-2xxx0xxxx0x0060xx およびタイプ
3730-2xxxxxxx0xx0700 ポジショナは、 VDI/
VDE 3847 に基づき取り付けることができます。

アクチュエータのスプリングチャンバのエアパージを伴わ
ない、 タイプ 3730-2xxx0xxxx0x0000xx ポジ
ショナは、 VDI/VDE 3847 に基づき取り付けるこ
とができます。

このタイプの取り付けでは、 アクチュエータ内の空気を
遮断することによってプロセスの実行中にすばやくポジ
ショナを交換できます。

赤い止めねじ（20）を外し、 アダプタブロックの底部
にある空気遮断器（19）を回転させることによって、
アクチュエータ内で信号圧力をブロックできます。

アクチュエータ タイプ 3277 への取り付け
（図 9 を参照）

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 5（25 ページ）を参照してください。

ヨークにポジショナを取り付けます。 信号圧力はコネ
クティングプレート（12）上のアクチュエータに供給さ
れます。フェイルセーフアクション 「軸出」 のアクチュエー
タの場合、 弁枠の穴を内部的に通り、 「軸入」 の
場合は外部配管を通ります。

ポジショナの取り付けには Y1 ポートのみ必要です。
Y2 ポートはスプリングチャンバのエアパージに使用で
きます。

1. フォロワクランプ（3）をアクチュエータ軸の上に置
き、 取り付けねじがアクチュエータ軸の溝に収ま
るように位置を調節し、 しっかりとねじ込みます。
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12

12.1

3

11.1

11

19

20Exh.

1.1
1.2

1.1
1.2

1

2

6.2 6.16

4

6.3

5

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
3 フォロワクランプ
4 スクリュープラグ
5 ストッパー
6 アダプタブラケット
6.1 ねじ
6.2 成形シール
6.3 ねじ
11 カバー
11.1 ベントプラグ

12 コネクティングプレート
12.1 シール
13 アダプタブロック
13.1 ねじ
17 回転板
17.1 成形シール
17.2 ねじ
18 ダミープレート
18.1 ねじ
19 空気遮断器
20 止めねじ

図 9: VDI/VDE 3847-1 に基づくタイプ 3277 アクチュエータへの取り付け
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7. アダプタブロック（13）の中央の穴にねじ
（13.1）を差し込みます。

8. コネクティングプレート（12）をシール（12.1）と
ともに、 フェイルセーフアクション 「軸出」 または
「軸入」 に対応するねじ（13.1）の上に置きます。
適用されるフェイルセーフアクションは、 アダプタブ
ロック（13）の溝をコネクティングプレート（12）
の溝に合わせることによって決定します（図 10）。

Z

Z

アクチュエータ軸
入出

12 コネクティングプレート
13 アダプタブロック

図 10: フェイルセーフアクション

9. アダプタブロック（13）をコネクティングプレート
（12）とともに、 ねじ（13.1）でアクチュエータに
取り付けます。

10. ベントプラグ（11.1）を排気接続に装着します。

11. 「アクチュエータ軸出」 フェイルセーフアクションの場
合、 Y1 ポートをブランキングプラグで密閉します。

「アクチュエータ軸入」 フェイルセーフアクションの場
合、 Y1 ポートをアクチュエータの信号圧力接続
に接続します。

フォロワピン（2）がフォロワクランプ（3）の上に
載るようにポジショナをアダプタブロック（13）の

上に置きます。 それに応じて、 レバー（1）を調
整し、 ポジショナカバーを開いてポジショナシャフ
トをキャップまたはロータリープッシュボタンの位置
に固定します。

レバー（1）は、 スプリングの力でフォロワクランプ
上に載った状態でなければなりません。

ポジショナを 2 本の固定ねじ（6.3）でアダプタ
ブロック（13）に固定します。成形シール（6.2）
が正しく固定されていることを確認します。

12. ヨークの反対側にカバー（11）を取り付けます。
調節弁を取り付けるときに、 発生した結露水
などを排出できるようにベントプラグが下部に取
り付けてあることを確認してください。
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NAMUR リブへの取り付け（図 11 を参照）
 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 5（25 ページ）を参照してください。

 Î ストローク表（28 ページ）に従ってください。

1. シリーズ 240 弁、 アクチュエータサイズ（最大
1400-60 cm²）: 2 本のボルト（14）を軸コ
ネクタのブラケットまたは軸コネクタに直接ねじ込
み（仕様による）、上部にフォロワプレート（3）を
配置して、 ねじ（14.1）で固定します。

タイプ 3251 弁、 350 ～ 2800 cm²：長
いフォロワプレート（3.1）を軸コネクタのブラケッ
トまたは軸コネクタに直接（バージョンによって異
なる）、 ねじで固定します。

タイプ 3254 弁、 1400-120 ～
2800 cm²：2 本のボルト（14）をブラケット

（16）にねじ込みます。 ブラケット（16）を軸コ
ネクタに取り付け、 フォロワプレート（3）を上部
に配置し、 ねじ（14.1）で固定します。

図 11 に示すように、 NAMUR リブにポジショ
ナを取り付けます。

2. NAMUR リブへの取り付けの場合、 ねじと歯
付座金（11）を使用して、NAMUR 接続ブロッ
ク（10）を既存のヨーク穴に直接固定します。
NAMUR 弁接続（「1」 とマークされた側）の
マーキングを 50 % ストロークに調整します。

ロッド型ヨークを装着した弁への取り付けの場合
（ヨークの周囲に配置した成形プレート（15）を
使用）、 4 本のスタッドを NAMUR コネクション
ブロック（10）にねじ込みます。 NAMUR コネク
ションブロックをロッド上に配置し、 成形プレート

（15）を反対側に配置します。 ナットと歯付
座金を使って、 成形プレートをスタッドに固定し
ます。NAMUR 弁接続（「1」 とマークされた側）
のマーキングを 50 % ストロークに調整します。

3. アダプタブラケット（6）をポジショナ上に配置し、
ねじ（6.1）を使用して取り付けます。 シールが
正しく固定されていることを確認します。エアパー
ジを伴うポジショナの場合、 ストッパ（5）を取り
外してからポジショナを取り付けます。 エアパー
ジを伴わないポジショナの場合は、 スクリュープ
ラグ（4）をベントプラグと交換します。

4. 28 ページのストローク表に記載されているア
クチュエータサイズおよび弁ストロークに従って、
必要なレバー（1）のサイズ（M、L、XL）とピン
位置を選択します。

標準の M レバーで位置 35 以外のピン位置が必
要な場合、 あるいは、 L または XL のレバーサイズ
が必要な場合、 以下の手順を実行してください。

 ԇ 割り当てられているレバー穴（ストローク表に指
定されているピン位置）にフォロワピン（2）を差
し込んで締め付けます。 取り付けキットに同梱
されている長いフォロワピン（2）のみを使用しま
す。

 ԇ レバー（1）をポジショナのシャフト上に置き、 円
板ばね（1.2）とナット（1.1）を使用してしっか
りと固定します。 レバーを両方向に一度いっぱい
まで動かします。

5. 成形シール（6.2）をアダプタブラケットの溝に差
し込みます。
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6. 成形シール（17.1）を回転板（17）に差し込
み、 ねじ（17.2）を使用して回転板をアダプタ
ブロック（13）に取り付けます。

7. ねじ（18.1）を使 用して、 ブランクプ レート
（18）を回転板に取り付けます。 シールが正し
く固定されていることを確認します。

ブランクプレート（18）の代わりに電磁弁を取り付け
ることもできます。 回転板（17）の向きによって、 電
磁弁の取り付け位置が決まります。 あるいは、 レス
ト リ ク タ プ レ ート を 取 り 付 ける こ と もで き ま す

（uAB 11）。

8. アダプタブロック（13）を NAMUR 接続ブロック
にねじ（13.1）で固定します。

9. ベントプラグを排気接続に装着します。

10. フォロワピン（2）がフォロワプレート（3、 3.1）
の上に載るようにポジショナをアダプタブロック

（13）の上に置きます。それに応じてレバー（1）を
調節します。

ポジショナを 2 本の固定ねじ（6.3）でアダプタ
ブロック（13）に固定します。成形シール（6.2）
が正しく固定されていることを確認します。

11. エアパージを伴わない単動アクチュエータの場
合、 アダプタブロックの Y1 ポートをアクチュエータ
の信号圧力接続に接続します。 Y2 ポートをブ
ランキングプラグで密閉します。

複動アクチュエータおよびエアパージを伴うアク
チュエータの場合、アダプタブロックのY2 ポートを
第 2 アクチュエータチャンバまたはアクチュエータの
スプリングチャンバの信号圧力接続に接続します。

5.6 VDI/VDE 3847-2 に基づく取
り付け

PFEIFFER SRP（単動）および DAP（複動）回転
型アクチュエータ（60 ～1200 のサイズ、 NAMUR
インターフェイス、 アクチュエータスプリングチャンバーの
エアパージを伴う）の場合、 VDI/VDE 3847-2 に
基づく取り付けにより、 配管を追加せずにポジショ
ナの直接取り付けが可能です。

さらに、 単動アクチュエータ内の空気を遮断すること
によってプロセスの実行中にすばやくポジショナを交
換できます。

アクチュエータを所定の位置でブロックする手順
（図 12 を参照）：
12. 赤い止めねじ（1）を回して取り外します。

13. 表示に従って、 アダプタブロックの下部にある空
気遮断器（2）を回します。

注

https://www.samson.de/document/t00110en.pdf
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4 スクリュープラグ
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17 回転板
17.1 成形シール
17.2 ねじ
18 ダミープレート
18.1 ねじ
19 空気遮断器
20 止めねじ

図 11: VDI/VDE 3847-1 に基づく NAMUR リブへの取り付け
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5.6.1 単動アクチュエータの 
バージョン

PFEIFFER タイプ 31a（2020+ エディション）
SRP 回転型アクチュエータへの取り付け

 Î 図 14 を参照してください。

1. アダプタブロック（1）を 4 本の固定ねじ（2）で
アクチュエータの NAMUR インターフェイスに固定
します。

 Î シールが正しく固定されていることを確認します。

2. フォロワホイール（3）をアクチュエータシャフトに取
り付けます。 マッチングシャフトアダプタを使用しま
す（26 ページの表 6 を参照）。

3. アダプタブラケット（4）をアダプタブロック（1）の
上に配置し、 固定ねじ（5）で固定します。

 Î シールが正しく固定されていることを確認します。

4. フォロワピンをポジショナのレバーに対して 90°の
位置に取り付け、 固定します（図 13 を参照）。
取り付けキットに同梱されている長いフォロワ
ピンのみを使用します。

5. アダプタブラケット（1）にポジショナの位置を合
わせます。 フォロワピンがアクチュエータのフォロワ
ホイール（3）にはまるようにしてください。

6. ポジショナを固定ねじ（6）でアダプタブラケット
（4）に固定します。

 Î シールが正しく固定されていることを確認します。

1 止めねじ
2 空気遮断器

1 2

21

図 12: VDI/VDE 3847-2 に基づくアダプタ 
ブロックの取り付け

図 13: 90°の位置にあるフォロワピン
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1

6

4

5

2

3

1 アダプタブロック
2 固定ねじ
3 フォロワホイール
4 アダプタブラケット
5 固定ねじ
6 固定ねじ

図 14: 単動アクチュエータへの取り付け
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5.6.2 複動アクチュエータの 
バージョン

パーシャルストロークテストなど、複動（DAP）アクチュ
エータまたは単動（SAP）アクチュエータを使用する
用途では、 さらにリバースアンプを取り付ける必要が
あります。

この場合、 取り付けには特殊なアダプタブラケット
（4）が必要です。

 Î 図 16 を参照してください。

1. アダプタブロック（1）を 4 本の固定ねじ（2）で
アクチュエータの NAMUR インターフェイスに固定
します。

 Î シールが正しく固定されていることを確認します。

2. フォロワホイール（3）をアクチュエータシャフトに取
り付けます（26 ページの表 6 を参照）。

3. アダプタブラケット（4）をアダプタブロック（1）の
上に配置し、 固定ねじ（5）で固定します。

 Î シールが正しく固定されていることを確認します。

4. フォロワピンをポジショナのレバーに対して 90°の
位置に取り付け、 固定します（58 ページの
図 13 を参照）。

5. アダプタブラケット（1）にポジショナの位置を合
わせます。 フォロワピンがアクチュエータのフォロワ
ホイール（3）にはまるようにしてください。

6. ポジショナを固定ねじ（6）でアダプタブラケット
（4）に固定します。

7. タイプ 3710 リバースアンプ（7）を 2 つのガイド
ブッシュ（8）およびターミナルプレート（9）ととも
に、 付属の固定ねじ（10）でアダプタブラケット
に取り付けます。

 Î シールが正しく固定されていることを確認します。

8. アダプタブロックにあるベントプラグを取り外し、
開口部を G ¼ スクリュープラグで密閉します。

9. 複動アクチュエータの場合は 「Doppel」 と示
されている回転板を取り付け、 単動アクチュエー
タの場合は 「PST」 と示されている回転板を
取り付けます。 図 15 を参照してください。

 Î シールが正しく固定されていることを確認します。

図 15: 回転板の取り付け
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1 アダプタブロック
2 固定ねじ
3 フォロワホイール
4 アダプタブラケット
5 固定ねじ
6 固定ねじ
7 リバースアンプ
8 ガイドブッシュ
9 ターミナルプレート
10 固定ねじ

図 16: 複動アクチュエータまたは単動アクチュエータへの取り付け（パーシャルストロークテストを伴う）
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AA4 インターフェイスに対応する中板
 Î 図 17 を参照してください。

PFEIFFER SRP および DAP 回転型アクチュエータ
（900 および 1200 のサイズで、 AA4 インターフェイ
ス対応のもの）のアダプタブロックとアダプタブラケット
の間に、 中板（1）を取り付ける必要があります。 こ
の中板は、 シャフトアダプタ AA4 の付属品として同
梱されています（26 ページの表 6 を参照））。

電磁弁の取り付け
 Î 図 18 を参照してください。

ブランクプレート（18）の代わりに電磁弁を取り付け
ることもできます。 電磁弁の取り付け位置は回転板

（17）の向きによって決まります。 あるいは、 レストリ
クタプレートを取り付けることもできます。 詳細につい
ては、u AB 11（電磁弁の付属品）の文書を参
照してください。

単動アクチュエータのバージョン： 複動アクチュエータのバージョン：

11 中板

11 11

図 17: AA4 インターフェイスに対応する 900 および 1200 サイズのアクチュエータ用の中板

https://www.samson.de/document/t00110en.pdf
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12 13

14

12 ダミープレート
13 電磁弁
14 回転板

図 18: 電磁弁の取り付け



64  EB 8384-2 JA

取り付けおよびスタートアップ

5.7 マイクロフロー弁 タイプ 3510 へ
の取り付け

 Î 図 19 を参照

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 4（25 ページ）を参照してください。

 Î ストローク表（28 ページ）に従ってください。

ブラケットを使用して、 ポジショナを弁枠に取り付け
ます。

1. ブラケット（9.1）を軸コネクタに固定します。

2. 軸コネクタ（9）のブラケット（9.1）に 2 本のボ
ルト（9.2）をねじ込みます。 フォロワプレート

（3）を上部に配置し、ねじ（9.3）で固定します。

3. ストロークインジケータスケール（付属品）を六
角ねじ（12.1）でヨークの外側に取り付け、 ス
ケールが軸コネクタに揃っていることを確認します。

4. M8 ねじ（11.1）をヨークの穴に直接ねじ込ん
で、 六角棒（11）をヨークの外側に固定します。

5. 六角ねじ（10.1）、 座金、 歯付座金を使用し
て、 ブラケット（10）を六角棒に固定します。

6. コネクティングプレート（6）、 または圧力計を装
着した圧力計ブラケット（7）をポジショナに取り
付け、2 つのシールが正しく固定されていることを
確認します。

7. ポジショナシャフトから、 フォロワピン（2）を含め
て標準の M レバー（1）を回して取り外します。

8. S レバー（1）を手に取り、フォロワピン（2）をピン
位置 17 の穴にねじ込みます。

9. S レバーをポジショナのシャフト上に置き、 円板
ばね（1.2）とナット（1.1）を使用してしっかりと
締め付けます。

レバーを両方向に一度いっぱいまで動かします。
10. フォロワピンをフォロワプレート（3）の溝に滑り込

ませるようにして、 ポジショナをブラケット（10）の
上に置きます。 それに応じてレバー（1）を調節
します。 両方のねじを使用して、 ポジショナをブ
ラケット（10）に固定します。

5.8 回転型アクチュエータへの 
取り付け

 Î 図 21 を参照

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 7（26 ページ）を参照してください。

 Î ストローク表（28 ページ）に従ってください。

ポジショナは、 2 組のブラケットを使用して回転型ア
クチュエータに取り付けます。

ポジショナを SAMSON 製回転型アクチュエータ タ
イプ 3278 に取り付ける前に、 付属のアダ プタ

（5）を回転型アクチュエータのシャフトの先端に取り
付けます。

下記に従ってポジショナを取り付けるときは、 アクチュ
エータの回転方向に注意する必要があります。

S レバー

注意!

エア供給と信号出力の接続には、付属品のコネ
クティングプレート（6）のみを使用してください。
ねじが切ってある部品をハウジング内に直接ねじ
込むことはおやめください。

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
3 フォロワプレート
6 コネクティングプレート
6.1 シール
7 圧力計ブラケット
8 圧力計取り付けキット
9 軸コネクタ
9.1 ブラケット

9.2 ボルト
9.3 ねじ
10 ブラケット
10.1 ねじ
11 六角棒
11.1 ねじ
12.1 ねじ

図 19: マイクロフロー弁 タイプ 3510 への取り付け

注



EB 8384-2 JA  65

取り付けおよびスタートアップ

5.7 マイクロフロー弁 タイプ 3510 へ
の取り付け

 Î 図 19 を参照

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 4（25 ページ）を参照してください。

 Î ストローク表（28 ページ）に従ってください。

ブラケットを使用して、 ポジショナを弁枠に取り付け
ます。

1. ブラケット（9.1）を軸コネクタに固定します。

2. 軸コネクタ（9）のブラケット（9.1）に 2 本のボ
ルト（9.2）をねじ込みます。 フォロワプレート

（3）を上部に配置し、ねじ（9.3）で固定します。

3. ストロークインジケータスケール（付属品）を六
角ねじ（12.1）でヨークの外側に取り付け、 ス
ケールが軸コネクタに揃っていることを確認します。

4. M8 ねじ（11.1）をヨークの穴に直接ねじ込ん
で、 六角棒（11）をヨークの外側に固定します。

5. 六角ねじ（10.1）、 座金、 歯付座金を使用し
て、 ブラケット（10）を六角棒に固定します。

6. コネクティングプレート（6）、 または圧力計を装
着した圧力計ブラケット（7）をポジショナに取り
付け、2 つのシールが正しく固定されていることを
確認します。

7. ポジショナシャフトから、 フォロワピン（2）を含め
て標準の M レバー（1）を回して取り外します。

8. S レバー（1）を手に取り、フォロワピン（2）をピン
位置 17 の穴にねじ込みます。

9. S レバーをポジショナのシャフト上に置き、 円板
ばね（1.2）とナット（1.1）を使用してしっかりと
締め付けます。

S レバー

注意!

エア供給と信号出力の接続には、付属品のコネ
クティングプレート（6）のみを使用してください。
ねじが切ってある部品をハウジング内に直接ねじ
込むことはおやめください。

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
3 フォロワプレート
6 コネクティングプレート
6.1 シール
7 圧力計ブラケット
8 圧力計取り付けキット
9 軸コネクタ
9.1 ブラケット

9.2 ボルト
9.3 ねじ
10 ブラケット
10.1 ねじ
11 六角棒
11.1 ねじ
12.1 ねじ

図 19: マイクロフロー弁 タイプ 3510 への取り付け
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1. フォロワクランプ（3）を溝付きアクチュエータステ
ムまたはアダプタ（5）上に配置します。

2. 平らな面をアクチュエータに向けた状態でカップ
リングホイール（4）をフォロワクランプ（3）上に配
置します。 弁が閉位置にあるときにスロットが回
転方向に合うように、 図 22 を参照してスロッ
トの位置を調節します。

3. ねじ（4.1）と円板ばね（4.2）を使用して、 カッ
プリングホイール（4）とフォロワクランプ（3）をア
クチュエータシャフト上にしっかりと固定します。

4. 湾曲部の先端が内側または外側（アクチュエー
タのサイズによって異なる）を向くように下部ペア
のブラケット（10.1）をアクチュエータハウジングに
固定します。 上部ペアのブラケット（10）を配
置し、 固定します。

5. コネクティングプレート（6）、 または圧力計を装
着した圧力計ブラケット（7）をポジショナに取り
付け、2 つのシールが正しく固定されていることを
確認します。 複動アクチュエータでは、 ポジショ

ナハウジングの接続側にリバースアンプを使用す
る必要があります（セクション 5.9 を参照）。

6. ポジショナの M レバー（1）から標準のフォロワピン
（2）を回して取り外します。 取り付けキットに同
梱 さ れ て い る 金 属 製 の フ ォ ロ ワ ピ ン（Ø 
5 mm）を使用して、 ピン位置 90°の穴にしっ
かりとねじ込みます。

7. ポジショナを上部ブラケット（10）上に配置し、
しっかりと固定します。 アクチュエータの回転方
向を考慮に入れ、 フォロワピンを使用してカップ
リングホイール（4）の溝にはまるようにレバー

（1）を調節します（図 22）。 アクチュエータが
回転角度の半分の位置にある場合、レバー（1）
はポジショナの長い側面に対して平行でなけれ
ばなりません。

8. スケールプレート（4.3）をカップリングホイールに
貼り付けます。 このとき、 矢印の先が閉位置を
示し、弁取り付け時に簡単に読めるようにします。

5.8.1 高耐久仕様
 Î 図 23 を参照

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 7（26 ページ）を参照してください。

必要な取り付け部品はすべて、両方の取り付けキッ
トに含まれています。 使用されるアクチュエータサイズ
に対応する部品を取り付けキットから選択する必要
があります。

アクチュエータを準備し、 アクチュエータメーカが供給
するアダプタのうち必要があるものを取り付けます。

1. ハウジング（10）を回転型アクチュエータ上に取
り付けます。 VDI/VDE 取り付けの場合は、
必要に応じてスペーサ（11）を下部に配置し
ます。

1.2

1.1
1

2

4.1

4.2

53

図 20: タイプ 3278 へのカップリングホイールの取り
付け

図 20 および図 21 の凡例

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
3 フォロワクランプ
4 カップリングホイール
4.1 ねじ
4.2 円板ばね
4.3 スケールプレート
5 アクチュエータシャフト 

タイプ 3278 用アダプタ
6 コネクティングプレート
6.1 シール
7 圧力計ブラケット
8 圧力計取り付けキット
10 上部ペアのブラケット
10.1 下部ペアのブラケット

10

10.1

6
(7, 8)

1.1
2
4.3

5

6.1

4

1.2
1

130 mm

80 mm注意!

供給エアと制御出力の接続には、
付属品のコネクティングプレート（6）
のみを使用してください。
ねじが切ってある部品をハウジング
内に直接ねじ込むことはおやめくだ
さい。

調節弁が反時計回りに開く

調節弁が時計回りに開く

溝

溝

図 21: 回転型アクチュエータへの取り付け
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1. フォロワクランプ（3）を溝付きアクチュエータステ
ムまたはアダプタ（5）上に配置します。

2. 平らな面をアクチュエータに向けた状態でカップ
リングホイール（4）をフォロワクランプ（3）上に配
置します。 弁が閉位置にあるときにスロットが回
転方向に合うように、 図 22 を参照してスロッ
トの位置を調節します。

3. ねじ（4.1）と円板ばね（4.2）を使用して、 カッ
プリングホイール（4）とフォロワクランプ（3）をア
クチュエータシャフト上にしっかりと固定します。

4. 湾曲部の先端が内側または外側（アクチュエー
タのサイズによって異なる）を向くように下部ペア
のブラケット（10.1）をアクチュエータハウジングに
固定します。 上部ペアのブラケット（10）を配
置し、 固定します。

5. コネクティングプレート（6）、 または圧力計を装
着した圧力計ブラケット（7）をポジショナに取り
付け、2 つのシールが正しく固定されていることを
確認します。 複動アクチュエータでは、 ポジショ
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図 20: タイプ 3278 へのカップリングホイールの取り
付け

図 20 および図 21 の凡例

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
3 フォロワクランプ
4 カップリングホイール
4.1 ねじ
4.2 円板ばね
4.3 スケールプレート
5 アクチュエータシャフト 

タイプ 3278 用アダプタ
6 コネクティングプレート
6.1 シール
7 圧力計ブラケット
8 圧力計取り付けキット
10 上部ペアのブラケット
10.1 下部ペアのブラケット
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供給エアと制御出力の接続には、
付属品のコネクティングプレート（6）
のみを使用してください。
ねじが切ってある部品をハウジング
内に直接ねじ込むことはおやめくだ
さい。

調節弁が反時計回りに開く

調節弁が時計回りに開く

溝

溝

図 21: 回転型アクチュエータへの取り付け
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2. SAMSON 製 タ イ プ 3278 お よ び VETEC
製回転型アクチュエータ タイプ S160 の場
合、 アダプタ（5）をシャフトの先端に固定し、
VETEC 製タイプ R アクチュエータでは、 アダ
プタ（5.1）上に配置します。 タイプ 3278、
VETEC 製タイプ S160 および R アクチュ
エータの場合、 アダ プタ（3）上に配置し、
VDI/VDE バージョンでは、 アクチュエータの
サイズによって必要な場合にのみアダプタを使
用します。

3. 弁が開位置のときにラベルの黄色い部分がハウ
ジン グの窓 か ら見 えるように、 粘着ラベ ル

（4.3）をカップリング上に貼り付けます。 説明的
なシンボルの付いた粘着ラベルが同梱されてお
り、 必要に応じて、 ハウジングに貼り付けること
ができます。

4. ねじ（4.1）と円板ばね（4.2）を使用して、 カッ
プリングホイール（4）を溝付きアクチュエータシャ
フトまたはアダプタ（3）上に固定します。

5. ポジショナの M レバー（1）から標準のフォロワピン
（2）を回して取り外します。 取り付けキットに同
梱されているフォロワピン（Ø 5 mm）をピン位
置 90°に取り付けます。

6. 必要な G ¼ ねじ接続用のコネクティングプレー
ト（6）、 または圧力計を装着した圧力計ブラ
ケット（7）をポジショナに取り付け、 2 つのシー
ル（6.1）が正しく固定されていることを確認し
ます。 複動アクチュエータでは、ポジショナハウジン
グの接続側にリバースアンプを使用する必要が
あります（セクション 5.9 を参照）。

7. 容積が 300 cm³ 未満のアクチュエータの場合、
ねじ絞り弁（部品番号 1400-6964）をポジ
ショナの信号圧力出口（あるいは、 圧力計ブ
ラケットの出口またはコネクティングプレートの出
口）にねじ込みます。

8. ポジショナをハウジング（10）上に置き、 しっかり
とねじ込みます。 アクチュエータの回転方向を考
慮に入れ、 フォロワピンを使用して正しい溝には
まるようにレバー（1）を調節します（図 22）。

1

10

4

反時計回りに回転する
アクチュエータ

時計回りに回転する
アクチュエータ

図 22: 回転方向
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1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
3 アダプタ
4 カップリングホイール
4.1 ねじ
4.2 円板ばね
4.3 粘着ラベル
5 アクチュエータシャフト 

またはアダプタ
5.1 アダプタ

6 コネクティングプレート
（G ¼ の場合のみ）

6.1 シール
7 圧力計ブラケット
8 圧力計取り付けキット
10 アダプタハウジング
10.1 ねじ
11 スペーサ

SAMSON 製 
タイプ 3278
VETEC 製タイプ S160
およびタイプ R

VDI/VDE 3845（2010 年 9 月）に基づく
取り付け、固定レベル 1、AA1 ～ AA4 サイズ、
セクション 3.8 を参照

容積が 300 cm³ 未満のアクチュエータでは、
信号圧力出口にねじ絞り弁を使用

図 23: 回転型アクチュエータ（高耐久仕様）への取り付け
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2. SAMSON 製 タ イ プ 3278 お よ び VETEC
製回転型アクチュエータ タイプ S160 の場
合、 アダプタ（5）をシャフトの先端に固定し、
VETEC 製タイプ R アクチュエータでは、 アダ
プタ（5.1）上に配置します。 タイプ 3278、
VETEC 製タイプ S160 および R アクチュ
エータの場合、 アダ プタ（3）上に配置し、
VDI/VDE バージョンでは、 アクチュエータの
サイズによって必要な場合にのみアダプタを使
用します。

3. 弁が開位置のときにラベルの黄色い部分がハウ
ジン グの窓 か ら見 えるように、 粘着ラベ ル

（4.3）をカップリング上に貼り付けます。 説明的
なシンボルの付いた粘着ラベルが同梱されてお
り、 必要に応じて、 ハウジングに貼り付けること
ができます。

4. ねじ（4.1）と円板ばね（4.2）を使用して、 カッ
プリングホイール（4）を溝付きアクチュエータシャ
フトまたはアダプタ（3）上に固定します。
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図 22: 回転方向
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セクション 3.8 を参照

容積が 300 cm³ 未満のアクチュエータでは、
信号圧力出口にねじ絞り弁を使用

図 23: 回転型アクチュエータ（高耐久仕様）への取り付け
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5.9 複動アクチュエータ用リバース 
アンプ

複動アクチュエータで使用する場合、 ポジショナはリ
バースアンプを取り付ける必要があります。

 Î SAMSON 製リバース ア ンプ　タイ プ 3710、 
u EB 8392

 Î 別のリバースアンプ（アイテム番号 1079-1118
または 1079-1119）を使用する場合は、 セク
ション 5.9.1 に示す手順に従って取り付けてくだ
さい。

リバースアンプには、 例外なく以下のことが当ては
まります。
ポジショナの信号圧力がリバースアンプの出口 1 で
供給されます。 対抗圧力（出口 1 の圧力に追加
されるときに必要な供給圧力（Z）と等しい圧力）
が出口 2 で供給されます。

以下の関係が適用されます。   
出口 1 + 出口 2 = 供給圧力（Z）。

圧力上昇時に弁を開くアクチュエータの信号圧力接
続に、 出口 1 を接続します。

圧力上昇時に弁を閉じるアクチュエータの信号圧力
接続に、 出口 2 を接続します。

 Î ポジショナのスライドスイッチを AIR TO OPEN
に設定します。

出口がどのようにマークされるかは、 使用さ
れるリバースアンプによって異なります。

 ԇ タイプ 3710：出口 1/2 = Y1/Y2
 ԇ 1079-1118 および 1079-1119：  
出口 1/2 = A1/A2

5.9.1 リバースアンプ（1079-
1118 または 1079-1119）

 Î 図 24 を参照

1. 表 6 に示す付属品のコネクティングプレート
（6）をポジショナに取り付けます。 両方の O リン
グ（6.1）が正しく固定されていることを確認し
ます。

2. リバースアンプの付属品の特殊ナット（1.3）をコ
ネクティングプレートのボア穴に入れます。

3. ガスケット（1.2）をリバースアンプのくぼみに差し
込み、 接続するボア穴 A1 および Z にへこみ
のある特殊ねじ（1.1）を両方はめ込みます。

4. リバースアンプをコネクティングプレート（6）上に
配置し、 両方の特殊ねじ（1.1）でしっかりと
締め付けます。

5. ドライバー（幅 8 mm）を使用して、 接続する
ボア穴 A1 および Z に密閉フィルタ（1.6）をね
じ込みます。

空気が制御されずに信号圧力接続から排出される
ことがあります。
リバースアンプからシーリングプラグ（1.5）を取り外さ
ないでください。

シーリングプラグ使用時にゴム製シール（1.4）は必
要ないため、 取り外すことができます。

6. 初期化後、 コード 16（圧力制限）を No に
設定します。
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アクチュエータへのコントロールシグナル

1 リバースアンプ
1.1 特殊ねじ
1.2 ガスケット
1.3 特殊ナット
1.4 ゴム製シール
1.5 ストッパー
1.6 フィルター
6 コネクティングプレート
6.1 O リング
6.2 ねじ

図 24: リバースアンプ（1079-1118 または 1079-1119）の取り付け

注意!

注

https://www.samson.de/pdf_en/e83920en.pdf
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5.9.1 リバースアンプ（1079-
1118 または 1079-1119）

 Î 図 24 を参照

1. 表 6 に示す付属品のコネクティングプレート
（6）をポジショナに取り付けます。 両方の O リン
グ（6.1）が正しく固定されていることを確認し
ます。

2. リバースアンプの付属品の特殊ナット（1.3）をコ
ネクティングプレートのボア穴に入れます。

3. ガスケット（1.2）をリバースアンプのくぼみに差し
込み、 接続するボア穴 A1 および Z にへこみ
のある特殊ねじ（1.1）を両方はめ込みます。

4. リバースアンプをコネクティングプレート（6）上に
配置し、 両方の特殊ねじ（1.1）でしっかりと
締め付けます。

5. ドライバー（幅 8 mm）を使用して、 接続する
ボア穴 A1 および Z に密閉フィルタ（1.6）をね
じ込みます。

空気が制御されずに信号圧力接続から排出される
ことがあります。
リバースアンプからシーリングプラグ（1.5）を取り外さ
ないでください。

シーリングプラグ使用時にゴム製シール（1.4）は必
要ないため、 取り外すことができます。

6. 初期化後、 コード 16（圧力制限）を No に
設定します。

A1

1.5 1.6

1.3

6.266.1

1.2 1.1 1 1.6

Z

A2

1.4

A1 A2

Z

A1

Output 38 Supply 9

O
ut

pu
t 3

8
Su

pp
ly

 9

1.3 1.21.1

ポジショナから

アクチュエータへのコントロールシグナル

1 リバースアンプ
1.1 特殊ねじ
1.2 ガスケット
1.3 特殊ナット
1.4 ゴム製シール
1.5 ストッパー
1.6 フィルター
6 コネクティングプレート
6.1 O リング
6.2 ねじ

図 24: リバースアンプ（1079-1118 または 1079-1119）の取り付け

注意!

注
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圧力計の取り付け
図 24 に示す取り付けシーケンスに変更はありま
せん。 圧力計ブラケットを連結部 A1 および Z に
取り付けます。

圧力計ブラケット G ¼ 1400-7106
¼ NPT 1400-7107

供給空気 Z と出力 A1 の圧力計は、 セクション
表 8 ～表 9 に掲載されています。

5.10 外部ポジションセンサの取り付け

図 25: マイクロフロー弁にセンサを取り付けたポジ
ショナユニット

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 8（27 ページ）を参照してください。

外部ポジションセンサが付属する仕様のポジショナ
では、 別のハウジングにあるセンサがプレートまたは
ブラケットを介して調節弁に取り付けられています。
ストロークピックオフは、 標準的なデバイスのものに相
当します。

ポジショナは、 必要に応じて壁または配管に取り付
けることができます。

空気圧接続の場合、 選択した付属品に応じて、
コネクティングプレート（6）か圧力計ブラケ ット

（7）をハウジングに固定する必要があります。 シール
（6.1）が正しく挿入されていることを確認します
（図 9 の右下を参照）。

電気接続用に、 M12x1 コネクタの付いた 10 メー
トルの接続リード線が納入品目に含まれています。



EB 8384-2 JA  73

取り付けおよびスタートアップ

 ԇ さらに、 セクション 5.1 および 5.2 に示す手順は、
空気圧接続と電気接続に適用されます。
 ԇ 2009 年以降、 ポジションセンサ（20）の背面に
は 2 本のピンが付き、レバー（1）のメカニカルストッ
プとして機能しています。 このポジションセンサが旧
式の取り付けパーツを使用して取り付けられている
場合、 取り付けプレート / ブラケ ット（21）に
Ø 8 mm 相当の穴を 2 つあける必要があります。
この目的では、 テンプレートを利用できます。
表 8 を参照してください。

5.10.1 直接取り付けによるポジション
センサの取り付け

アクチュエータ タイプ 3277-5、120 cm²（図 6）
ポジショナからの信号圧力は、 コネクティングプレート

（9、図 27 の左）の信号圧力接続を介してアクチュ
エータのダイヤフラム室に伝わります。 続行するには、
まず、 付属品のコネクティングプレート（9）をアクチュ
エータヨークに取り付けます。

 ԇ コネクティングプレート（9）を回転させて、 フェイ
ルセーフアクション 「軸出」 または 「軸入」 の正
しいシンボルをマーキング（図 27 の下部）に合
わせます。

 ԇ 必ずコネクティングプレート（9）のガスケットが正
しく挿入されていることを確認してください。

 ԇ コネクティングプレートには、NPT ねじ用と G ねじ
用の 2 種類があります。 使用されていないねじ
穴は、ゴム製シールとスクエアプラグで密閉します。

アクチュエータ タイプ 3277、 175 ～750 cm²：
フェイルセーフアクション 「軸出」 のバージョンの場合、
信号圧力はアクチュエータヨーク側の接続に供給さ
れます。 フェイルセーフアクション 「軸入」 の場合、
上部ダイヤフラムケースの接続が使用されます。 ヨー
ク側の接続は、 排気プラグ（付属品）に取り付け
る必要があります。

ポジションセンサの取り付け
1. レバー（1）をセンサの中間位置に固定し、 締

め付けます。 ナット（1.1）を回して外し、 レバー
と円板ばね（1.2）をセンサシャフトから一緒に
取り外します。

2. ポジション センサ（20）を取り付けプ レート
（21）にねじ止めします。

3. フォロワピン（2）のどのレバーおよび位置を使用
するかについては、 28 ページのストローク表に
記載されているアクチュエータのサイズと定格の
弁ストロークに従って判断します。 ポジショナに
は M レバー（センサのピン位置 35）が装着さ
れています。 必要であれば、 フォロワピン（2）を
ピン位置から取り外し、 推奨するピン位置の穴
に移動し、 しっかりとねじ込みます。

4. レバー（1）と円板ばね（1.2）をセンサシャフト
上に配置します。 レバーは中間位置に固定し、
ナット（1.1）で締め付けます。

5. フォロワクランプ（3）をアクチュエータ軸の上に置
き、 取り付けねじがアクチュエータ軸の溝に収ま
るように位置を調節し、 しっかりとねじ込みます。

注
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6. 取り付けプレートをセンサと一緒にアクチュエータ
ヨーク上に配置し、 フォロワピン（2）がスプリン
グの力でフォロワクランプ（3）の上に載るようにし
ます。 両方の固定ねじで、 取り付けプレート

（21）をアクチュエータヨークの上に固定します。

7. カバー（11）を反対側に取り付けます。調節弁を
取り付けるときに、 発生した結露水などを排出
できるようにベントプラグが下部に取り付けてあ
ることを確認してください。

20
21

9

11

1.1
1.2

3

2

1

アクチュエータ軸
出 入

信号圧力

信号圧力
ベントプラグ

シンボル

マーキング

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
3 フォロワクランプ
9 コネクティングプレート
11 カバー
20 ポジションセンサ
21 取り付けプレート

図 26: アクチュエータ タイプ 3277-5（左）とタイプ 3277（右）の取り付け
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5.10.2 IEC 60534-6 に基づく 
取り付けによるポジション 
センサの取り付け

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 8（27 ページ）を参照してください。

 Î 図 27 を参照

1. レバー（1）をポジションセンサの中間位置に固
定し、締め付けます。 ナット（1.1）を回して外し、
レバーと円板ばね（1.2）をセンサシャフトから一
緒に取り外します。

2. ポジションセンサ（20）をブラケット（21）にねじ
止めします。

位置 35 にあるフォロワピン（2）を使用した標準的
な取り付けの M レバーは、15 mm の定格ストロー

クを持つ 120 ～ 350 cm² のアクチュエータ専用
です。 その他のアクチュエータのサイズまたはストロー
クの場合は、 3.5.1 ページのストローク表からレバー
とピン位置を選択してください。 L および XL レバー
は取り付けキットに含まれています。

3. レバー（1）と円板ばね（1.2）をセンサシャフト
上に配置します。 レバーは中間位置に固定し、
ナット（1.1）で締め付けます。

4. 軸コネクタ（9）のブラケット（9.1）に 2 本のボ
ルト（14）をねじ込みます。 フォロワプレート

（3）を上部に配置し、 ねじ（14.1）で固定し
ます。

5. センサを取り付けたブラケットを、 フォロワピン 
（2）がフォロワプレート（3）の溝に収まるように
NAMUR リブに配置し、 固定ねじでバルブに固
定します。

20 21

2

1.1, 1.2 14.1 3 14 99.1

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
3 フォロワプレート
9 軸コネクタ
9.1 ブラケット
14 ボルト
14.1 ねじ
20 ポジションセンサ
21 ブラケット

図 27: IEC 60534-6（NAMUR）に基づく取り付け
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5.10.3 マイクロフロー弁  
タイプ 3510 へのポジション
センサの取り付け

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 8（27 ページ）を参照してください。

 Î 図 28 を参照

1. レバー（1）をポジションセンサの中間位置に固
定し、 締め付けます。 ナット（1.1）を緩めて外
し、 標準的な取り付けの M レバー（1）を円板
ばね（1.2）と一緒にセンサシャフトから取り外し
ます。

2. ポジションセンサ（20）をブラケット（21）にねじ
止めします。

3. 付属品から S レバー（1）を選択し、フォロワピン
（2）をピン位置17の穴にねじ込みます。レバー
（1）と円板ばね（1.2）をセンサシャフト上に配
置します。 レバーは中間位置に固定し、 ナット

（1.1）で締め付けます。

4. フォロワクランプ（3）を弁の軸コネクタ上に配置
し、 正しい角度に調整し、 しっかりと締め付け
ます。

5. ポジションセンサを取り付けたブラケット（21）を
弁枠の上に配置し、 しっかりと締め付けます。
このとき、必ずフォロワピン（2）がフォロワクランプ

（3）の溝にはまっていることを確認します。

20 21
1.1
1.2

1

3

2

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
3 フォロワクランプ
20 ポジションセンサ
21 ブラケット

図 28: マイクロフロー弁への取り付け



EB 8384-2 JA  77

取り付けおよびスタートアップ

20
21

2 1 1.1, 1.2

1 レバー
1.1 ナット
1.2 円板ばね
2 フォロワピン
20 ポジションセンサ
21 取り付けプレート

図 29: 回転型アクチュエータへの取り付け

5.10.4 回転型アクチュエータへの 
取り付け

 Î 必要な取り付け部品および付属品については、
表 8（27 ページ）を参照してください。

 Î 図 29 を参照

1. レバー（1）をポジションセンサの中間位置に固
定し、締め付けます。 ナット（1.1）を回して外し、
レバーと円板ばね（1.2）をセンサシャフトから一
緒に取り外します。

2. ポジション センサ（20）を取り付けプ レート
（21）にねじ止めします。

3. レバー（1）に取り付けられている一般的なフォ
ロワピン（2）を付属品の金属製フォロワピン

（Ø 5 mm）に交換し、 ピン位置 90°に対応
する穴にねじ込みます。

4. レバー（1）と円板ばね（1.2）をセンサシャフト
上に配置します。 レバーは中間位置に固定し、
ナット（1.1）で締め付けます。

セクション 5.8 に記載の標準的なポジショナへの取
り付け手順を実行してください。

ポジショナの代わりに、 ポジションセンサ（20）を取
り付けプレート（21）に取り付けます。
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5.11 リークセンサの取り付け
 Î 図 30 を参照

一般に、 調節弁はポジショナ、 およびすでに取り付
けられているリークセンサに装着されます。

弁を取り付けた後に漏出センサを取り付ける場合、
あるいは別の調節弁に取り付ける場合は、 以下の
手順を実行してください。

誤った締め付けにより、 不具合を起こす危険があり
ます。
20 ± 5 Nm のトルクで漏出センサを締め付けます。

NAMUR リブでの M8 ねじ接続を使用してセンサを
取り付けることを推奨します（図 30）。

ポジショナがアクチュエータ上に直接取り付けられてい
る（統合取り付け）場合は、 弁枠の両側にある
NAMUR インターフェイスを使用して漏出センサを取
り付けることができます。

漏出センサの始動の詳細については、 
Operating Instructions for EXPERTplus 
Valve Diagnostics を参照してください。

注意!

ヒント

123

1 漏出センサ
2 ねじ
3 プラグ接続

図 30: リークセンサの取り付け
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5.12 近接式リミットスイッチの増設

必要な増設キット：
リミットスイッチ 部品番号 1400-1770

ユニットの増設にはポジショナの整備と同じ要件が
適用されます。 防爆保護のポジショナの場合は、
防爆デバイスの整備に記載されている要件を遵守
する必要があります。 リミットスイッチを設置した後は、
銘板に表示される 「Limit switch, inductive」
ボックスにチェックを入れます。

1. ロータリープッシュボタン（3）とキャップ（1）を外
し、 5 本の固定ねじ（2）を外し、 プラスチック
カバー（9）を表示画面とともに持ち上げて外し
ます。 このとき、 PCB と表示画面との間にある
リボンケーブルを損傷しないよう気を付けてくだ
さい。

2. ナイフを使って、 マークされた位置（4）の開口を
カットします。

3. ケーブルを接続したコネクタ（11）を開口部に
通し、 近接スイッチ（7）を少量の接着剤でカ
バーに固定します。

4. 天 板 の ソ ケ ッ ト X7 か ら ジ ャ ン パ（8801-
2267）を取り外し、 ケーブルコネクタ（11）を
差し込みます。

5. プラスチックカバーをポジショナに元通りに配置で
きるように、ケーブルを導きます。固定ねじ（2）を
差し込み、 しっかりと締め付けます。 クランププ
レート（8）を近接スイッチに取り付けます。

6. ロータリースイッチ（5）を取り付けます。ロータリー
スイッチ（5）を近接スイッチの横にある金属タグ
に取り付けられるように、 必ずポジショナシャフト
の平坦な面を逆さにします。

7. ポジショナの始動時に、 コード 38 のオプション
誘導アラームの設定を No から YES に変更し
ます。

1

2

3

4

5

8

6

7

9 7

ソケット X7（11）
1 キャップ 6 金属のタグ
2 ねじ 7 近接スイッチ
3 ロータリー ・プッシュボタン 8 クランププレート
4 マーキング 9 プラスチック製カバー
5 ロータリースイッチ 11 コネクタ

図 31: 近接式リミットスイッチの増設

注
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5.13 ステンレススティール製ハウジング
付きポジショナの取り付け

ステンレススティール製ハウジング付きポジショナには、
完全にステンレススティール製の取り付け部品か、 ア
ルミニウムを使用していない取り付け部品が必要で
す。

入手可能な空気圧接続プレートおよび圧力計ブラ
ケットはステンレススティール製です（下記に注文番
号あり)。空気圧リバースアンプ タイプ 3710 もステン
レススティール製です。

コネクティングプレート
（ステンレススティール）

G ¼
¼ NPT

1400-7476
1400-7477

圧力計ブラケット
（ステンレススティール）

G ¼
¼ NPT

1402-0265
1400-7108

以下の制限があるステンレススティール製ハウジング
付きポジショナの取り付けの場合には、 表 7 ～
表 9 が適用されます。

直接取り付け
表 2 と表 3 にあるすべての取り付けキットが使用で
きます。 コネクションブロックは必要ありません。 空気
圧接続プレートのステンレススティール仕様では、 空
気が内部的にアクチュエータに送られます。

IEC 60534-6 に基づく取り付け（NAMUR 
リブまたはロッド型ヨークへの取り付け）
表 4 にあるすべての取り付けキットが使用できます。
ステンレススティールのコネクティングプレート。

回転型アクチュエータへの取り付け
表 7 にあるすべての取り付けキットが使用できます

（高耐久仕様を除く）。 ステンレススティールのコネク
ティングプレート。

5.14 単動アクチュエータ用パージ機能
ポジショナから排出された計装用空気はアクチュエー
タスプリングチャンバーへと進路を変え、 アクチュエー
タ内部の腐食を防止します。 次の点に注意してくだ
さい。

タイプ 3277-5 への直接取り付け（軸出 FA/
軸入 FE）
エアパージ機能が自動的に提供されます。

タイプ 3277 への直接取り付け、 175 ～
750 cm²
FA：黒いコネクションブロックにあるストッパー（12.2、

図 7）を取り外し、 排気側でスプリングチャン
バーへの空気圧接続を確立します。

旧式の粉体塗装によるコーティングを施したア
ルミニウムのコネクションブロックを使用する場合、
取り付けが不適切になる可能性があります。
旧式の粉体塗装によるコーティングを施したア
ルミニウムのコネクションブロックは、 セクション
IEC 60534-6 に基づく取り付け（NAMUR 
リブまたはロッド型ヨークへの取り付け）および
回転型アクチュエータへの取り付けの説明に
従って取り付けてください。

FE：エアパージ機能が自動的に提供されます。

注

注意!
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IEC 60534-6 に基づく取り付け（NAMUR 
リブまたはロッド型ヨークへの取り付け）および 
回転型アクチュエータへの取り付け
ポジショナには、 配管経由で接続可能な排気用に
追加のポートが必要です。 付属品として利用可能
なアダプタをこの目的で使用できます。

ねじ込みブッシング
（M20x1.5）

G ¼
¼ NPT

0310-2619
0310-2550

アダプタは、 ハウジング内に M20x1.5 接続を 1 つ
だけ使用しています。つまり、設置できるケーブルグラン
ドは 1 つだけになります。

弁の他の付属品を使用してアクチュエータ（電磁弁、
ボリュームブースタ、 急速排気弁など）の通気を行う
場合、 このときの排気もパージ機能に含める必要
があります。 ポジショナでのアダプタを介した接続は、
配管に取り付けられているチャッキ弁（チャッキ弁 
G ¼、 注文番号 8502-0597）で保護する必要
があります。 保護を怠ると、 ポジショナハウジング内
の圧力が周囲圧力を上回る可能性があり、 この状
況で排気コンポーネントが急に応答すると、 ポジショ
ナの損傷を招くことがあります。

注



82  EB 8384-2 JA



EB 8384-2 JA  83

 

5.15 空気圧接続

信号圧力接続後に露出部分（ポジショナ、 アクチュ
エータ、 弁）が動く可能性があるため、 傷害を負う
危険があります。
露出した可動部に触れたり、 動きを止めたりしない
でください。

供給空気の接続の誤りによってポジショナが損壊し、
その結果として不具合が発生します。
付属品のコネクティングプレート、 圧力ゲージ取り付
けブロック、 またはコネクションブロックに、 ねじ継手を
ねじ込みます。

空 気 圧 ポート は ポ ジ シ ョ ナ の 背面に あ りま す
（図 32 を参照）。

必須の空気品質に準拠していない場合、 不具合
が生じる危険があります。
油分やほこりのない、 乾燥した供給空気のみを使
用してください。
上流側の減圧ステーションのメンテナンスに関する指
示をお読みください。
接続前に、 すべての空気管およびホースに空気を
吹き込んでください。

Supply 9Output 38

供給口 9出口 38

図 32: 空気圧接続

5.15.1 供給空気の接続

取り付け、 設置、 スタートアップ時の手順の誤りに
より、 不具合を起こす危険があります。
以下の手順に従ってください。
1. 空気接続口から保護キャップを取り外します。
2. 弁にポジショナを取り付けます。
3. 供給空気を接続します。
4. 電源を接続します。
5. 設定を実施します。

警告!

注意!

注意!
注意!



84  EB 8384-2 JA

 

コネクティングプレート、 圧力計取り付けブロック、 コ
ネクションブロックの空気圧接続は、 オプションで ¼ 
NPT または G ¼ スレッドの口径として設計されます。
金属製または銅製の配管用の一般的な継手また
はビニールホースを使用できます。

信号圧力接続
信号圧力接続は、 ポジショナがアクチュエータ上にど
のように取り付けられているかによって異なります。

 ԇ アクチュエータ タイプ 3277  
信号圧力接続は固定されています。

 ԇ IEC 60534-6（NAMUR）に基づく取り 
付け  
「アクチュエータ軸入」 フェイルセーフアクション：  
信号圧力をアクチュエータの上部の接続に接続
します。 
「アクチュエータ軸出」 フェイルセーフアクション：  
信号圧力をアクチュエータの下部の接続に接続
します。

 ԇ 回転型アクチュエータ  
回転型アクチュエータには、 メーカの接続仕様が
適用されます。

5.15.2 信号圧力計

供給空気と信号圧力を監視するために、 圧力計
の取り付けをお勧めします（セクション 3.5 の付属
品を参照）。

圧力計の取り付け：
 Î セクション 5.4 およびセクション図 8 を参照

5.15.3 供給圧力
必要な供給空気圧力は、 アクチュエータのスプリング
レンジおよび動作方向（フェイルセーフアクション）に
よって異なります。

スプリングレンジは、 スプリングレンジまたは信号圧力
範囲のいずれかとして銘板に書いてあります（アク
チュエータによって異なります）。 動作方向は FA また
は FE のマーク、 あるいはシンボルで示されます。

アクチュエータ軸出 FA（AIR TO OPEN）

フェイルクローズ（グローブ弁およびアングル弁）：

 Î 必要な供給圧力 = スプリングレンジ値の上限
+ 0.2 bar、 最小 1.4 bar。

アクチュエータ軸入 FE（AIR TO CLOSE）
フェイルオープン（グローブ弁およびアングル弁）：

密閉式の弁の場合、 最大信号圧力 pstmax は概
算で以下のようになります。

pstmax= F + d² · π · ∆ p [bar]
4 · A

d = 弁座口の径 [cm]
∆ p = 弁全体の差圧 [bar]
A = アクチュエータの面積 [cm²]
F = アクチュエータのスプリングレンジ値の上

限 [bar]

規格がない場合は、 以下のように計算します。
 Î 必要な供給圧力 = スプリングレンジ値の上限
+ 1 bar

ヒント
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5.15.4 信号圧力（出力）
ポジショナの出口（38）での信号圧力は、 コード
16 で 1.4 bar、 2.4 bar、 3.7 bar のいずれかに
制限できます。
デフォルトでは、制限はアクティブではありません [No]。

5.16 電気接続
電気的設置の場合、 使用国において適用される
関連の電気規制および事故防止規制を遵守しま
す。 ドイツでは、 雇用者の責任保険の VDE 規制
および事故防止規制に該当します。

爆発性雰囲気により致命傷を負う危険があります。
危険区域での設置には、 EN 60079-14 

（VDE 0165、 パート 1）爆発性雰囲気 – 電気
設備の設計、 選定、 組立の規制が適用されます。

電気接続に誤りがあると、 防爆保護が安全でない
状態になります。

 −端子の割り当てに従ってください。
 −ハウジングの内外にあるエナメル塗装したねじは外
さないでください。
 −本質的に安全な電気機器（Ui または U0、 li また
は I0、 Pi または P0、 Ci または C0、 Li または L0）を
相互接続するときに、 EC 型式承認証明書に
規定されている最大許容値を超えないようにして
ください。

危険!

警告!

許容可能な周囲温度、 温度クラス、 最大短絡
電流、 最大出力 Pi および P0 間の割り当てには、
EC 型式承認証明書の表に記載されている周囲
温度の範囲が適用されます。

その他の適用事項：  
保護タイプ Ex tb（Type 3730-25）および保護
タイプ Ex nA（Type 3730-28）のポジショナの場
合、 ケーブルグランドおよびブランキングプラグが
EN 60079-7（Ex e）による認定を受けたもので
なければなりません。

ケーブルとワイヤの選定
本質安全回路を設置する場合は、 EN 60079-
14 の 12 項を遵守してください。

複数の本質安全回路でマルチコアケーブルまたはワ
イヤを敷設する場合は、 12.2.2.7 項が適用され
ます。

共通絶縁材質（ポリエチレンなど）の導線絶縁被
覆厚みは最低 0.2 mm、 微細撚線導体の個々
のワイヤ径は最低 0.1 mmです。 ワイヤ端の口金
などを使用して、 導線の端が裂けないように保護し
ます。

2 本の別々のケーブルまたはワイヤを接続に使用す
る場合は、 追加のケーブルグランドを設置できます。
未使用のケーブルエントリーはプラグで密閉します。
–20 °C を下回る周囲温度で使用される機器は、
金属製のケーブルエントリーを用いて取り付けます。

ゾーン 2/ ゾーン 22 に使用する機器
EN 60079-15 に準拠する保護タイプ Ex nA に
従って動作する機器（非発火機器）では、 設置、
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メンテナンス、 修理の際にのみ、 通電しながら回路
の接続、 中断、 切り替えが可能です。
Ex nA 回路の相互接続を実現する直列接続の
ヒューズの定格値および取り付けについては、 適合
ステートメントで言及されている特別な使用条件を
遵守する必要があります。

Ex nA 機器（非発火機器）の場合、 設置、 メン
テナンス、 修理の際にのみ、 通電しながら回路の
接続、 中断、 切り替えが可能です。

 ԇ 保護タイプ Ex nA または Ex tc のポジショナ
は、 カバーを閉じた状態（窓なし）で、 あるい
は窓付きのカバーで使用できます。

 ԇ タイプ 3730-21、3730-25、3730-28 のポジ
ショナの設計はまったく同じです（マーキングとハ
ウジングカバーを除く）。

 ԇ 保護タイプ Ex nA の場合、 IEC 60127
（250 V F または T、 ヒューズ定格 IN ≤
40 mA）に従い、 インターフェイスアダプタの
VCC 接続をヒューズに直列に接続する必要が
あります。

 ԇ IEC 60127-2/VI（250 V T、 ヒューズ定格
IN ≤ 63 mA）に従い、信号電流回路をヒュー
ズに直列に接続する必要があります。

 ԇ IEC 60127-2/VI（250 V T、 ヒューズ定格
IN ≤ 40 mA）に従い、 トランスミッタ電流回
路をヒューズに直列に接続する必要があります。

ヒューズは危険区域外に設置してください。

ケーブルエントリー
M20x1.5 ケーブルグランド（6 ～12 mm のクラン
プ範囲）が付属するケーブルエントリーです。
ハウジング内には 2 つ目の M20x1.5 のねじ穴があ
り、 必要なときに追加の接続に使用できます。 スク
リュー端子は、 0.2 ～2.5 mm² のワイヤ断面用
に設計されています。 ねじを 0.5 ～ 0.6 Nm のト
ルクで締め付けます。

ハウジング内の端子 11 および 12 に、 セットポイン
トに対応するワイヤを接続する必要があります。
電流信号のみを使用してください。 セットポイントが
22 mA を超えると、 表示画面に OVERLOAD と
表示されます。

電圧電源の接続（誤った極への接続時、 U ≥ 
7 V または U ≥ 2 V）により、 ポジショナが損傷す
ることがあります。
電流信号のみを使用し、 電圧電源は絶対に使用
しないでください。

一般に、 ポジショナをボンディング導体に接続する
必要はありません。 接続する必要がある場合は、
デバイスの内側に接続できます。

バージョンによっては、 ポジショナに誘導リミットスイッ
チや電磁弁が搭載されます。

ポジショントランスミッタは 2 線サーキットで動作しま
す。 端子 31 および 32 への通常の供給電圧は
24 V DC です。 供給リード線の抵抗を考慮すると、
ポ ジ シ ョ ントラ ンス ミ ッ タ 端 子 の 電 圧は 12 ～
30 V DC の範囲になります。

注意!
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図 33 または端子台のラベルを参照してください。

最小電流値を下回ると、 不具合が発生します。
セットポイントが 3.8 mA を下回らないようにしてくだ
さい。

付属品

ケーブルグランド M20x1.5 部品番号
黒プラスチック

（6 ～12 mm のクランプ範囲） 8808-1011
青プラスチック

（6 ～12 mm のクランプ範囲） 8808-1012
ニッケルメッキ真鍮

（6 ～12 mm のクランプ範囲） 1890-4875
ニッケルメッキ真鍮

（10 ～14 mm のクランプ範囲） 1922-8395
ステンレス 1.4305

（8 ～14.5 mm のクランプ範囲） 8808-0160

アダプタ M20x1.5 ～ ½ NPT 部品番号
粉体塗装アルミニウム 0310-2149
ステンレス 1400-7114

ポジショナでは、 VDI/VDE 3847-1 に準拠した取
り付けの場合、両側に印字されている端子ラベルを
逆さにすることによって、 リミットスイッチの端子指定
41/42 と 51/52、さらに OPEN と CLOSED といっ
た用語を切り替えることができます。

注意!

注
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5.16.1 電源の接続

取り付け、 設置、 スタートアップ時の手順の誤りにより、 不具合を起こす危険があります。
以下の手順に従ってください。
1. 空気接続口から保護キャップを取り外します。
2. 弁にポジショナを取り付けます。
3. 供給エアを接続します。
4. 電源を接続します。
5. 設定を実施します。

 Î 図 33 に示すように、 電源（mA 信号）を接続します。

G

+81 -82 +11 -12 +83 -84 +51 -52

A2A3 A1

+41 -42 +31 -32

A

+31 -32

No 
ex

PLC のバイナリインプット（IEC 61131-2 
（Pmax = 400 mW）に準拠）またはスイッ
チングアンプ（EN 60947-5-6 準拠）

Ex スイッチングアンプ（EN 60947-5-6 準拠）

オプション オプション オプション

24 V DC
電磁弁

（オプション）

mA
制御信号

A3
故障アラーム A2

ソフトウェア
A1

ソフトウェア
オプションの誘導性

リミットスイッチ

リークセンサ

2 線トランスミッタ電
源ユニット付きポジ
ショントランスミッタ

バイナリインプット

図 33: 電気接続

注意!
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5.16.2 スイッチングアンプ
（EN 60947-5-6 準拠）

リミットスイッチを操作する場合は、 出力回路内でス
イッチングアンプを接続します。 スイッチングアンプは、
EN 60947-5-6 に準拠する出力回路のリミット
値を遵守している必要があります。

 Î 危険区域内での設置に関する規制を遵守して
ください。

安全な区域（無危険区域）での用途の場合、
IEC 61131 に従ってリミットスイッチを PLC のバイナ
リインプットに直接相互接続できます。 これは、
IEC 61131-2 の 5.2.1.2 項に従い、 定格電圧
24 V DC のデジタル入力の標準的な動作範囲に
適用されます。



90  EB 8384-2 JA



EB 8384-2 JA  91

操作

6 操作
 ロータリープッシュボタン

前面の保護カバーの下にロータリープッシュボタンがあ
ります。 このロータリープッシュボタンを使用して、 現
場でポジショナを操作します。

 を回転：コードと値を選択

 を押す：設定を確定
AIR TO OPEN/AIR TO CLOSE スライド 
スイッチ

 ԇ AIR TO OPEN は、 信号圧力の増加とともに
弁が開く動作です。

 ԇ AIR TO CLOSE は、 信号圧力の増加ととも
に弁が閉じる動作です。

信号圧力は、 アクチュエータに適用されるポジショナ
の出力での空気圧です。

ボリューム絞り弁 Q

ボリューム絞り弁は、 空気出力容量をアクチュエータ
のサイズに合わせて調整します。 アクチュエータの通
気路によっては、 2 つの固定設定が利用できます。

 ԇ 信号圧力接続が側面にある 240 cm² を下
回るサイズのアクチュエータ（タイプ 3271-5）の
場合は、 絞り弁を MIN SIDE に設定します。

 ԇ 背面に接続があるアクチュエータ（タイプ 3277-
5）の場合は、 絞り弁を MIN BACK に設定
します。

 ԇ 240 cm² 以上のサイズのアクチュエータの場合
は、 側面接続に MAX SIDE、 背面接続に
MAX BACK を設定します。
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初期化キー キャップおよびロータリースイッチ 近接スイッチの金属タグ

SSP インターフェイス

AIR TO OPEN/
AIR TO CLOSE
切替スイッチ

ボリューム絞り弁

ロータリー・プッシュボタン

図 34: 操作方法
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不具合 / 故障 手動モード
クローズドループ
制御 コード

設定値の偏差または 
レバー位置を示すバーグラフ

単位

リミットスイッチ 
アラーム 2

フェイルセーフ位置がアクティブメンテナンスを要求
メンテナンスが必要

アイコンの点滅：仕様規格外

コンフィグレーションの
有効化

指定
位置
パラメータ

リミットスイッチ 
アラーム 1

AUtO 自動
CL 時計回り
CCL 反時計回り
Err エラー
ESC 停止
HI 21.6 mA よりも大きい ix
LO 2.4 mA よりも小さい ix
LOW 低すぎる w の値
MAN 手動設定
MAX 最大範囲
No 利用不可 / 非アクティブ

NOM 定格ストローク

O/C アプリケーションのタイプ：開閉弁 
u EB 8389

OVERLOAD x > 22 mA

RES リセット

RUN 開始

SAFE フェイルセーフ位置
SUb 代替キャリブレーション

tEStinG テスト機能アクティブ

TunE 初期化進行中
YES 利用可能 / アクティブ
ZP ゼロ点調整

 増加 / 増加
 増加 / 減少

 の点滅 緊急モード（エラーコード 62 を参照）
 の点滅 初期化漏れ

S 弁がフェイルセーフ位置にある

図 35: 表示画面

https://www.samson.de/document/e83890en.pdf
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表示項目
特定のコード、 パラメータ、 および機能に割り当てら
れたアイコンが表示画面に表示されます。

作動モード：

 ԇ （手動モード）

ポジショナは、 mA の信号の代わりに手動によ
る設定値（コード 1）に従います。

 の点滅：ポジショナが初期化されていません。
操作は手動によるセットポイント（コード 1）での
み可能です。

 ԇ （自動モード）

ポジショナはクローズドループ制御の状態であり、
mA 信号に従います。

 ԇ S SAFE

ポジショナが出口から排気を行い、 弁がメカニカ
ルフェイルセーフ位置に移動します。

バーグラフ：

手動  モードと自動  モードにおいて、 バーは記
号（+/–）と値によって異なるセットポイントの偏差を
示します。1つのバー要素が1% の設定値の偏差を
表します。

ポジショナが初期化されていない場合（表示画面
の  が点滅）、 バーグラフは中央の軸に対するレ
バー位置の角度を示します。 1 つのバー要素が約
5°の回転角度に相当します。 許容可能な回転角
度を超えると、 5 番目のバー要素が点滅（表示：

> 30°）します。 レバーおよびピンの位置を確認す
る必要があります。

ステータスメッセージ

 ԇ  メンテナンスアラーム
 ԇ  メンテナンスを要求 / メンテナンスが必要

 ԇ  の点滅：仕様規格外

これらのアイコンはエラーが発生したことを示します。

各エラーには、 分類されたステータスを割り当てるこ
とができます。 ステータスの分類には 「メッセージな
し」、 「メンテナンスが必要」、 「メンテナンスを要求」、
「メンテナンスアラーム」 があります（EXPERTplus
の弁診断については、u EB 8389 を参照）。

 コンフィギュレーションの有効化
これは、 コードリスト内にあるアスタリスク（*）の付い
たコードがコンフィギュレーション可能であることを示し
ています（セクション 11.3 を参照）。

6.1 シリアルインターフェイス
ポジショナには 4 mA 以上の電流を供給する必要
があります。

ポジショナは、 ローカルのシリアルインターフェイスとシリ
アルインターフェイスアダプタを介して直接、 コンピュー
タに接続できます。

オペレータソフトウェアは、 インストール済みのデバイス
モジュール3730-2に付属するTROVIS-VIEWです。

https://www.samson.de/document/e83890en.pdf
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7 ポジショナの操作

取り付け、 設置、 スタートアップ時の手順の誤りにより、 不具合を起こす危険があります。
以下の手順に従ってください。
1. 空気接続口から保護キャップを取り外します。
2. 弁にポジショナを取り付けます。
3. 供給空気を接続します。
4. 電源を接続します。
5. 設定を実施します。

電源接続後の表示：

ポジショナが初期化されていない場合、 tEStinG が表示画面全体に表示さ
れた後に  障害アラームアイコンが表示され、  アイコンが表示画面で点滅し
ます。 中央の軸に対するレバー位置の角度が表示されます。

ポジショナが初期化済みの場合は、 コード 0 が表示されます。 ポジショナは最
後のアクティブな操作モードになります。

ポジショナは始動フェーズにおいてテストを実行し、 同時に、 自動化タスクを実行します。

アクチュエータ軸の伸縮により傷害を負う危険があります。
アクチュエータ軸に触れたり、 動きを止めたりしないでください。

始動フェーズ時に、 現場での操作に制限はありませんが、 書き込みアクセスは制限されます。

注意!

警告!
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7.1 フェイルセーフ位置の決定
弁のタイプおよびアクチュエータの動作方向を考慮して、 弁のフェイルセーフ位置（0 %）を定義します。 それ
に応じて、 AIR TO OPEN/AIR TO CLOSE スライドスイッチを配置します。

 ԇ AIR TO OPEN 設定

信号圧力によって弁が開きます（例：フェイルクローズ弁）。

AIR TO OPEN 設定は常に複動アクチュエータに適用されます。

 ԇ AIR TO CLOSE 設定

信号圧力によって弁が閉じます（例：フェイルオープン弁）。

確認するには：初期化が完了した後は、 弁を閉じるとポジショナの表示画面に 0 % と表示され、 弁を開
くと 100 % と表示されなければなりません。 表示されない場合は、 スライドスイッチの位置を変更し、 ポジ
ショナを再度初期化します。

初期化の前にスイッチの位置が表示されます。 初期化が完了した後は、 スイッチ位置の変更によるポジショ
ナの操作への影響はありません。

7.2 ボリューム絞り弁 Q の調整

MAX BACK
MIN SIDE

MIN BACK
MAX SIDE

Q

信号 
圧力

動作時間 <1 s ≥ 1 s

側面での接続 MIN SIDE MAX SIDE

背面での接続 MIN 
BACK MAX BACK

* 中間設定は許可されません。

図 36:  ボリューム絞り弁 Q

ボリューム絞り弁 Q は、 空気出力容量をアクチュエータのサイズに合わせて調整します。

 ԇ 動作時間が 1 秒未満のアクチュエータ（サイズ 240 cm² 未満のリニアアクチュエータなど）の場合、 空
気流量を制限する必要があります（MIN）。

 ԇ 動作時間が 1 秒以上のアクチュエータの場合、 空気流量を制限する必要はありません（MAX）。

注
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ボリューム絞り弁 Q の位置は、 SAMSON 製アクチュエータ内で信号圧力がどのように供給されるかによっ
ても異なります。

「SIDE」 表示

 ԇ 信号圧力接続が側面にあるアクチュエータの場合（タイプ 3271-5 など）
 ԇ 他メーカ製アクチュエータの場合

「BACK」 表示

 ԇ 信号圧力接続が背面にあるアクチュエータの場合（タイプ 3277-5 など）

オプションのアナログ入力 x のポジショナの場合、 空気量が 1 リットル未満のアクチュエータには、 常に MIN 
SIDE 設定を使用する必要があります。

始動設定を変更すると不具合が生じます。
ボリューム絞り弁の位置を変更した後は、 初期化済みのポジショナも再度初期化してください。

7.3 表示方向のカスタマイズ
アクチュエータの取り付け状況に合わせて表示画面の表示をカスタマイズするために、 表示内容を 180°回
転させることができます。 表示されるデータが上下逆になる場合は、 以下の操作を実行してください。

1.  を回してコード 2 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 2 を点滅させます。

3.  を回し、 必要な表示方向を選択します。

4.  を押して確定します。

右側取り付けの空気圧
接続に対する表示方向

左側取り付けの空気圧
接続に対する表示方向

注意!
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7.4 信号圧力の制限
アクチュエータの最大推力によって弁が損傷する可能性がある場合は、信号圧力を制限する必要があります。

 Î 複動アクチュエータの圧力制限を有効にしないでください（AIR TO OPEN（AtO）フェイルセーフ位置）。

信号圧力を制限する前にポジショナでのコンフィギュレーションを有効にします。

コンフィギュレーションの有効化：
120 秒以内に設定を入力しないと、 有効化されたコンフィギュレーション機能が無効になります。

1.  を回してコード 3 を表示します（表示：No）。

2.  を押して、 コード番号 3 を点滅させます。

3.  を回して YES を表示します。

4.  を押して確定します（表示： ）。

コンフィギュレーションの 
有効化
デフォルト：No

信号圧力の制限：

1.  を回してコード 16 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 16 を点滅させます。

3.  を回して、 必要な圧力制限
（1.4/2.4/3.7 bar）を表示します。

4.  を押して確定します。

圧力制限
デフォルト：No

7.5 ポジショナの動作範囲の確認
機械的な取り付けおよび適切な動作を確認するには、  手動モードを選択して手動で値を設定し、 弁を
ポジショナの動作範囲全体にわたって移動させます。

手動モード（ ）の選択：

1.  を回してコード 0 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 0 を点滅させます。

3.  を回して MAN を表示します。

4.  を押します。 ポジショナが手動モード（ ）に
切り替わります。

運転モード
デフォルト：MAN
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動作範囲の確認：

5.  を回してコード 1 を表示します。

6.  を押して、 コード番号 1 と  アイコンを点滅
させます。

7. ポジショナ内の圧力が蓄積し、 調節弁が最終位
置に移動するまで  を回し、ストローク / 角度を
確認できるようにします。
ポジショナの背面にあるレバーの回転角度が表示
されます。

水平のレバー（中間位置）は 0°に相当します。

手動設定値 w
（現在の回転角度を 
表示）

ポジショナが正常に動作していれば、 弁が動作範囲内を移動している間に外側のバー要素が点滅すること
はありません。

ロータリープッシュボタン（ ）を押してコード 1 を終了します。
許容可能範囲を超えると、 表示される角度が 30°を上回り、 外側の左右のバー要素が点滅します。 ポジ
ショナはフェイルセーフ位置（SAFE）に移動します。

フェイルセーフ位置（SAFE）（セクション7.11.2 を参照）をキャンセルした後は、必ずセクション 5 に従ってレバー
およびピンの位置を確認してください。

アクチュエータ軸の伸縮により傷害を負う危険があります。
レバーの交換やピン位置の変更の前には、 供給空気を遮断し、 補助電源を取り外します。

警告!
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7.6 ポジショナの初期化

ポジショナ、 アクチュエータ、 または弁において可動部が露出しているため、 傷害を負う危険があります。
露出した可動部に触れたり、 動きを止めたりしないでください。

アクチュエータまたは弁の移動により、 プロセスが妨害されます。
プロセスの実行中に初期化を実行しないでください。 まずは、 遮断弁を閉じて装置を切り離します。

 Î 初期化を開始する前に、 弁の信号圧力の許容可能な最大値を確認します。 初期化中に、 ポジショ
ナが出力信号圧力を最大供給圧力まで発生します。 必要に応じて、 上流圧力制御弁を接続して
信号圧力を制限します。

ポジショナを別のアクチュエータに取り付ける場合や取り付け位置を変更する場合は、 ポジショナを初期設
定にリセットします（セクション 7.9 を参照）。

初期化中は、 調節弁で必要とされる摩擦状態および信号圧力に合うように、 ポジショナにより適切に調
整されます。 自動調整のタイプおよび範囲は、 選択した初期化モードによって異なります。

 ԇ 最大範囲（MAX）（標準範囲） 
明確に定義された機械的な最終位置の弁（三方弁など）を容易に始動するための初期化モード（セ
クション 7.6.1 を参照）

 ԇ 初期化範囲（NOM） 
すべてのグローブ弁に対応する初期化モード（セクション 7.6.2 を参照）

 ԇ 手動選択範囲（MAN） 
不明な初期化範囲のグローブ弁に対応する初期化モード（セクション 7.6.3 を参照）

 ԇ 代替キャリブレーション（SUb） 
このモードでは、 装置の実行中に、 中断を最小限に抑えながらポジショナを交換できます（セクション
7.6.4 を参照）。

通常の操作の場合は、 ポジショナを弁に装着し、 フェイルセーフ位置を設定し、 ボリューム絞り弁を設定し
た後に INIT キーを押すことによって、 単純に初期化を開始します。 ポジショナが初期設定で動作すれば
問題ありません。 必要な場合、 リセットを実行します（セクション 7.9 を参照）。

警告!

注意!

注
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進行中の初期化手順をキャンセルするには、ロータリープッシュボタンを押します。 STOP が 3 秒間表示され、
ポジショナがフェイルセーフ位置（SAFE）に移動します。 コード 0 でフェイルセーフ位置を再びクリアします（セク
ション 7.11.2 を参照）。

初期化の手順に必要な時間はアクチュエータの動作
時間によって決まり、 数分かかることもあります。

初期化が成功すると、 ポジショナがクローズドループ制
御状態で実行されていることが、 クローズドループ制御
アイコン  で示されます。

不具合が発生すると、 プロセスがキャンセルされます。
そのプロセスが不具合の状態によってどのように分類さ
れているかに応じて、 初期化エラーが表示されます。
セクション 9 を参照してください。

交互の表示
初期化進行中
アイコンは、 選択した初期
化モードによって異なります

バーグラフには、 初期化の
進行状況が表示されます

%

初期化に成功。ポジショナ
は自動モード（ ）

コード 48 - h0 = YES の場合、 初期化が完了すると、 診断によって参照グラフのプロットが自動的に開始
します ( 駆動信号の定常状態 d1 およびヒステリシス d2)。 これは、 表示画面に tESt と d1 または d2 を
交互に表示することによって示されます。
参照グラフのプロット時に発生するエラーはコード 48 - h1 およびコード 81で表示画面に示されます。
参照グラフによるクローズドループ制御への影響はありません。

注

注



102  EB 8384-2 JA

ポジショナの操作

フェイルセーフ位置 AIR TO CLOSE

スライドスイッチの設定が AIR TO CLOSE の場
合、 初期化完了後にポジショナの動作方向が自
動的に増加 / 減少（äæ）に切り替わります。 こ
の結果、 セットポイントと弁位置との間に割り当て

（左）が行われます。

完全締切機能が有効になっています。

三方弁の場合、 コード 15（カットオフ増加のセッ
トポイント）を 99 % に設定します。

フェイルセーフ位置 動作方向
設定値

弁
CLOSE OPEN

アクチュエータ軸出
（FA）

AIR TO OPEN
 0 % 100 %

アクチュエータ軸入
（FE）

AIR TO CLOSE
 100 % 0 %

7.6.1 MAX – 最大範囲に基づく初期化
ポジショナは、 閉位置から反対のストローク停止位置までの閉鎖部材のストローク / 回転角度を決定し、
このストローク / 回転角度を 0 ～100 % の動作範囲として使用します。

コンフィギュレーションの有効化：
120 秒以内に設定を入力しないと、 有効化されたコンフィギュレーション機能が無効になります。

1.  を回してコード 3 を表示します（表示：No）。

2.  を押して、 コード番号 3 を点滅させます。

3.  を回して YES を表示します。

4.  を押して確定します（表示： ）。

コンフィギュレーションの 
有効化
デフォルト：No

初期化モードの選択：

1.  を回してコード 6 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 6 を点滅させます。

3.  を回して MAX を表示します。

4.  を押して、 MAX 初期化モードを確定します。

デフォルト：MAX
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初期化の開始：

 Î INIT キーを押します。

初期化後に定格のストローク / 回転角度が %で示されます。 コード 5（初期化範囲）はロックされたまま
となります。 ストローク / 角度の範囲の始点（コード 8）と終点（コード 9）も、 %でのみ表示および変更で
きます。

mm/°の表示項目には、 ピン位置（コード 4）を入力します。

ピン位置の入力：

1.  を回してコード 4 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 4 を点滅させます。

3.  を回して、 レバー上のピン位置を選択します
（付属品に関する該当のセクションを参照）。

4.  を押して確定します。
初期化範囲の表示項目が mm/°で表示され 
ます。

mm

ピン位置
デフォルト：No

7.6.2 NOM – 初期化範囲に基づく初期化
センサをキャリブレーションすることによって、 有効な弁ストロークを非常に正確に設定できます。 初期化中に、
ポジショナは、 表示された初期化範囲（ストロークまたは角度）全体を調節弁が衝突なく移動できるかどう
かを確認します。 問題なく移動できる場合は、 表示された初期化範囲が、 ストローク / 角度範囲の始点 

（コード 8）および終点（コード 9）の制限とともに動作範囲として設定されます。

最大可能ストロークは、 入力した定格ストロークよりも常に大きい必要があります。 最大可能ストロークを
上回る定格ストロークを入力すると、 定格ストロークを達成できないため、 初期化が自動的にキャンセルさ
れます ( コード 52 のエラーメッセージが表示される）。

注
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コンフィギュレーションの有効化：
120 秒以内に設定を入力しないと、 有効化されたコンフィギュレーション機能が無効になります。

1.  を回してコード 3 を表示します（表示：No）。

2.  を押して、 コード番号 3 を点滅させます。

3.  を回して YES を表示します。

4.  を押して確定します（表示： ）。

コンフィギュレーションの 
有効化
デフォルト：No

ピン位置と初期化範囲の入力：

1.  を回してコード 4 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 4 を点滅させます。

3.  を回して、 レバー上のピン位置を選択します
（付属品に関する該当のセクションを参照）。

4.  を押して確定します。

5.  を回してコード 5 を表示します。

6.  を押して、 コード番号 5 を点滅させます。

7.  を回し、 弁の定格のストロークを設定します。

8.  を押して確定します。

mm

ピン位置
デフォルト：No

mm

初期化範囲
（コード 4 = No のときに
ロック）

初期化モードの選択：

1.  を回してコード 6 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 6 を点滅させます。

3.  を回して NOM を表示します。

4.  を押して、 NOM 初期化モードを確定します。

Init モード
デフォルト：MAX

初期化の開始：

 Î INIT キーを押します。
 Î 初期化完了後：
動作方向（コード 7）を確認し、 必要に応じて変更します。
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7.6.3 MAN – 手動選択範囲に基づく初期化
初期化を開始する前に、 調節弁を開位置に手動で移動します。 ロータリープッシュボタン（ ）を時計方
向に少しずつ回します。 信号圧力を単調増加させて弁を移動する必要があります。 ポジショナは、 開位置
と閉位置から差動ストローク / 角度を計算し、 その値をストローク / 角度範囲の下限値（コード 8）および
上限値（コード 9）とともに動作範囲として使用します。

コンフィギュレーションの有効化：
120 秒以内に設定を入力しないと、 有効化されたコンフィギュレーション機能が無効になります。

1.  を回してコード 3 を表示します（表示：No）。

2.  を押して、 コード番号 3 を点滅させます。

3.  を回して YES を表示します。

4.  を押して確定します（表示： ）。

コンフィギュレーションの 
有効化
デフォルト：No

ピン位置の入力：

1.  を回してコード 4 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 4 を点滅させます。

3.  を回して、 レバー上のピン位置を選択します
（付属品に関する該当のセクションを参照）。

4.  を押して確定します。

mm

ピン位置
デフォルト：No

初期化モードの選択：

1.  を回してコード 6 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 6 を点滅させます。

3.  を回して MAN を表示します。

4.  を押して、 MAN 初期化モードを確定します。

Init モード
デフォルト：MAX
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開位置の入力：

1.  を回してコード 0 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 0 を点滅させます。

3.  を回して MAN を表示します。

4.  を押して確定します。

5.  を回してコード 1 を表示します。

6.  を押して、 コード番号 1 を点滅させます。

7. 弁が開位置に到達するまで  を回します。

8.  を押して OPEN 位置を確定します。

手動セットポイント
（現在の回転角度を表
示）

初期化の開始：

 Î INIT キーを押します。

7.6.4 SUb – 代替キャリブレーション
完全な初期化手順の実行には数分かかり、 また、 弁をストローク範囲全体で数回動かす必要があります。
SUb 初期化モードでは、 制御パラメータは推定され、 初期化手順で決定されません。 その結果、 高いレ
ベルの精度は期待できません。 可能であれば、 別の初期化モードを選択してください。

プロセス実行中のポジショナの交換には、 代替キャリブレーションが使用されます。 この目的のため、 調節
弁は通常、 特定の位置に機械的に固定されるか、 外部からアクチュエータに出力される圧力信号によって
空気圧で固定されます。 ブロッキング位置によって、 装置が確実にこの弁位置で運転を継続できます。

ブロック位置（コード 35）、 閉じる方向（コード 34）、 ピン位置（コード 4）、 初期化範囲（コード 5）、 動
作方向（コード 7）の入力により、 ポジショナのコンフィギュレーションを計算できます。

代替のポジショナが初期化済みの場合は、ポジショナを再度初期化する前にリセットを実行します。セクション
7.9 を参照してください。

注意!
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コンフィギュレーションの有効化：
120 秒以内に設定を入力しないと、 有効化されたコンフィギュレーション機能が無効になります。

1.  を回してコード 3 を表示します（表示：No）。

2.  を押して、 コード番号 3 を点滅させます。

3.  を回して YES を表示します。

4.  を押して確定します（表示： ）。

コンフィギュレーションの有
効化
デフォルト：No

ピン位置と初期化範囲の入力：

1.  を回してコード 4 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 4 を点滅させます。

3.  を回して、 レバー上のピン位置を選択します
（付属品に関する該当のセクションを参照）。

4.  を押して確定します。

5.  を回してコード 5 を表示します。

6.  を押して、 コード番号 5 を点滅させます。

7.  を回し、 弁の定格のストロークを設定します。

8.  を押して確定します。

mm

ピン位置
デフォルト：No

mm

初期化範囲
（コード 4 = No のときに
ロック）

初期化モードの選択：

1.  を回してコード 6 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 6 を点滅させます。

3.  を回して SUb を表示します。

4.  を押して、 SUb 初期化モードを確定します。

Init モード
デフォルト：MAX
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動作方向の入力：

1.  を回してコード 7 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 7 を点滅させます。

3.  を回して、動作方向（ää/äæ）を選択します。

4.  を押して確定します。

動作方向
デフォルト：

ストロークリミットの無効化：

1.  を回してコード 11 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 11 を点滅させます。

3.  を回して No を表示します。

4.  を押して、 ストロークリミット機能を無効化し 
ます。

ストローク制限
デフォルト：No

圧力制限と制御パラメータを変更します。

圧力制限（コード 16）を変更しないでください。 交換したポジショナの設定がわかっている場合は、 制御パ
ラメータ KP（コード 17）と TV（コード 18）のみを変更してください。

注
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1.  を回して必須のコード 16/17/18 を点滅させ
ます。

2.  を押して、 コード番号 16/17/18 を点滅させ
ます。

3.  を回して、 選択した制御パラメータを設定し 
ます。

4.  を押して確定します。

圧力制限
デフォルト：No

KP レベル
デフォルト：7

TV レベル
デフォルト：2

閉じる方向およびブロックする位置の入力：

1.  を回してコード 34 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 34 を点滅させます。

3.  を回して、閉じる方向（CCL = 反時計回り /
CL = 時計回り）を設定します。

4.  を押して確定します。

5.  を回してコード 35 を表示します。

6.  を押して、 コード番号 35 を点滅させます。

7.  を回して、 ブロック位置を設定します。 例：
5 mm（ブロックした弁をストロークインジケータで
読み取った値、 または定規で測定した値）。

8. セクション 7.1 に従って、 フェイルセーフ位置 AIR 
TO OPEN または AIR TO CLOSE に対応する
スイッチを設定します。

9. セクション 7.2 の説明に従って、 ボリューム絞り弁を
調整します。

閉じる方向（弁を閉位
置に移動させる回転方向

（ポジショナの表示画面に
表示））
デフォルト：CCL（反時計
回り）

mm

ブロック位置
デフォルト：0
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初期化の開始：

 Î INIT キーを押します。
ポジショナが MAN モードに切り替わります。
ブロック位置が示されます。

初期化が完了していないため、 エラーコード 76（緊急モードではない）、 さらにはエラーコード 57（コントロー
ルループ）も表示画面に表示される可能性があります。 これらのアラームは、 ポジショナの動作準備に影響
しません。

ブロック位置のキャンセルと自動モード（AUTO）への切り替え：
ポジショナが再度設定値に従うようにするため、 以下のようにブロック位置を自動モードに設定する必要があ
ります。

1.  を回してコード 1 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 1 と  アイコンを点滅させます。

3.  を回してポジショナ内に圧力を蓄積し、 弁をブロック位置よりもわずかに前に動かします。

4.  を押して、 機械的なブロックをキャンセルします。

5.  を回してコード 0 を表示します。

6.  を押して、 コード番号 0 を点滅させます。

7.  を回して AUtO を表示します。

8.  を押して確定します。 ポジショナが自動モードに切り替わり、 現在の弁位置が %で示されます。

 Î ポジショナが自動モードで周期的に変動する傾向を示す場合は、 パラメータ KP および TV を少しだけ
修正する必要があります。 以下の手順を実行してください。

 ԇ TV（コード 18）を 4 に設定します。
 ԇ ポジショナがまだ振動する場合は、 ポジショナが安定した挙動を示すまでゲイン KP（コード 17）を

減らす必要があります。

ゼロ点調整
 Î 最後に、 プロセスのオペレーションで可能な場合は、 セクション 7.7 に従ってゼロ点を調整する必要があ
ります。
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7.7 ゼロ点調整
弁の閉位置に不一致がある場合（ソフトシートプラグ使用時など）、 ゼロ点調整が必要になることがあります。

アクチュエータ軸の伸縮により傷害を負う危険があります。
アクチュエータ軸に触れたり、 動きを止めたりしないでください。

初期化中は、 ポジショナによりバルブが自動的に開閉動作します。
プロセスの実行中にゼロ点調整を実施しないでください。 まずは、 遮断弁を閉じて装置を切り離します。

ゼロ点調整を実施するには、 ポジショナを供給空気に接続する必要があります。

コンフィギュレーションの有効化：
120 秒以内に設定を入力しないと、 有効化されたコンフィギュレーション機能が無効になります。

1.  を回してコード 3 を表示します（表示：No）。

2.  を押して、 コード番号 3 を点滅させます。

3.  を回して YES を表示します。

4.  を押して確定します（表示： ）。

コンフィギュレーションの 
有効化
デフォルト：No

ゼロ点調整を実施します。

1.  を回してコード 6 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 6 を点滅させます。

3.  を回して ZP を表示します。

 Î INIT キーを押します。 
ゼロ点調整が開始します。 ポジショナは弁を閉位
置に移動し、 内部の電気的ゼロ点を再度キャリ
ブレーションします。

Init モード
デフォルト：MAX

警告!

注意!
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7.8 誘導リミットスイッチの調整
誘導リミットスイッチが付属する仕様のポジショナでは、 調整可能なタグ（1）が回転軸に取り付けられていま
す。 このタグによって、 近接スイッチ（3）を作動させます。

誘導リミットスイッチを操作する場合は、 対応するスイッチングアンプ（セクション 5.16.2 を参照）を出力回
路に接続する必要があります。

タグ（1）がスイッチの誘導フィールドにある場合、 スイッチの抵抗は大きくなります。 タグが誘導フィールドの外
に移動すると、 スイッチの抵抗は小さくなります。

通常、 リミットスイッチは、 弁の両方の終端位置で信号が提供されるような形で調整されます。 ただし、 弁
の中間位置を示すようにスイッチを調整することもできます。

必要な場合、 必須のスイッチング機能（つまり、 タグがフィールドに入るときに出力リレーをピックアップするかリ
リースするか）をスイッチングアンプで選択します。

誘導リミットスイッチによって、 ソフトウェアリミットスイッチ A1 が端子割り当て+41/–42 に置き換わります。
各スイッチングポジションは、 タグがフィールドに入っているとき、 あるいはフィールドの外に出ているときに表示さ
れるよう、 任意に設定できます。
2 つ目のソフトウェアリミットスイッチが有効なままであり、 ソフトウェアリミットスイッチ A1 の機能は無効です。

ソフトウェアの調整
 ԇ コード 38（誘導アラームを YES に設定）。

 ԇ 誘導リミットスイッチが端子 +41/–42 に接続されます（セクション 5.16 を参照）。

 ԇ それに応じて、 デバイスが納入時の状態に設定されます。

スイッチングポイントの調整

調整時またはテスト時、 スイッチングポイントは常に中間位置（50 %）からアプローチ可能でなければなりま
せん。

あらゆる周囲条件下でのスイッチングを保証するために、 スイッチングポイントをメカニカルストップ（OPEN – 
CLOSED）の前の約 5 % に調整します。

注

注
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閉位置の場合：
1. ポジショナを初期化します。
2. MAN モードで弁を 5 % に移動します（表示画面を参照）。
3. 黄色の調整ねじ（2）を使って、 タグがフィールドに入るかフィールドの外に出て、 スイッチングアンプが応答

するまでタグを調整します。
指標としてスイッチング電圧を測定できます。

接点機能：
 ԇ タグがフィールドから出る > 接点が閉じる。
 ԇ タグがフィールドに入る > 接点が開く。

開位置の場合：
1. ポジショナを初期化します。
2. MAN モードで弁を 95 % に移動します（表示画面を参照）。
3. 黄色の調整ねじ（2）を使って、 タグが近接スイッチ（3）のフィールドに入るかフィールドの外に出るまで

タグ（1）を調整します。
指標としてスイッチング電圧を測定できます。

接点機能：
 ԇ タグがフィールドから出る > 接点が閉じる。
 ԇ タグがフィールドに入る > 接点が開く。

金属のタグ（1） 近接スイッチ（3）調整ねじ（2）

図 37: リミットスイッチの調整
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7.9 初期設定へのリセット
この機能により、 すべてのスタートアップと設定のパラメータおよび診断が初期設定にリセットされます（セク
ション 11.5 のコードリストを参照）。

コンフィギュレーションの有効化：
120 秒以内に設定を入力しないと、 有効化されたコンフィギュレーション機能が無効になります。

1.  を回してコード 3 を表示します（表示：No）。

2.  を押して、 コード番号 3 を点滅させます。

3.  を回して YES を表示します。

4.  を押して確定します（表示： ）。

コンフィギュレーションの 
有効化
デフォルト：No

スタートアップパラメータをリセットします。

1.  を回してコード 36 を表示します 
（表示：••–••–）。

2.  を押して、 コード番号 36 を点滅させます。

3.  を回して Std を表示します。

4.  を押して確定します。 すべてのスタートアップパラ
メータと診断がデフォルト値にリセットされます。

リセット
デフォルト：No

コード 36 - diAG を使用すれば診断データ（EXPERTplus）のみリセットできます。 EXPERTplus Valve 
Diagnostics の操作手順 u EB 8389 を参照してください。

注

https://www.samson.de/document/e83890en.pdf
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7.10 パラメータの有効化と選択
すべてのコードとその意味および初期設定を、 セクション 11.3 のコードリストに掲載しています。

アスタリスクの付いたコードは、 コード 3 で有効にする必要があります。 そうすることで、 以下のように、 関連
するパラメータの設定が可能になります。

 を回してコード 3 を表示します（表示：No）。

 を押して、 コード番号 3 を点滅させます。
コード 3 の設定を変更します。

 を回して YES を表示します。

 を押します。 表示：
コンフィギュレーションが有効です。
これでコードを次々に構成できます。

 を回して、 必要なコードを選択します。

 を押して、 選択したコードを有効にします。 コード
番号が点滅を開始します。

 を回して設定を選択します。

 を押して、 選択した設定を確定します。

コード 3
コンフィギュレーションが 
無効

コンフィギュレーションが 
有効

120 秒以内に設定を入力しないと、 有効化されたコンフィギュレーション機能が無効になり、 表示がコード
0 に戻ります。

設定のキャンセル：

 を押して値を確定する前にキャンセルするには、 以下の手順を実行します。

 を回して ESC を表示します。

 を押して確定します。
入力した値は却下されます。

表示のキャンセル
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7.11 運転モード

7.11.1 自動モードと手動モード

初期化に成功すると、ポジショナは  自動モード
（AUTO）になります。

%
自動モード

 手動モード（MAN）への切り替え：

1.  を回してコード 0 を表示します。

2.  を押します。 表示：AUtO、 コード番号 0 が
点滅します。

3.  を回して MAN を表示します。

4.  ポジショナが手動モード（ ）に切り替わります。
手動モードでは、 自動モードの最後のセットポイント
の使用が開始されるため、 確実にスムーズに切り
替わります。 現在の位置は %で表示されます。

自動モード

手動モード

手動設定値の調整

1.  を回してコード 1 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 1 を点滅させます。
3. ポジショナ内に十分な圧力が蓄積し、 調節弁が

必要な位置に移動するまで、  を回します。
%

%
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120 秒間以内に設定を行わないと、 ポジショナは自動的にコード 0 に戻ります。 ただし、 モードは手動モー
ドのままとなります。

 自動モードへの切り替え

1.  を回してコード 0 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 0 を点滅させます。

3.  を回して AUtO を表示します。

4.  を押します。 ポジショナが自動モードに切り替わります。

7.11.2 フェイルセーフ位置（SAFE）
始動時に決定したフェイルセーフ位置（セクション 7.1）に弁を移動する場合は、 以下の手順を実行してくだ
さい。

1.  を回してコード 0 を表示します。

2.  を押します。 表示：現在の作動モード（AUtO
または MAN）、 コード番号 0 が点滅します。

3.  を回して SAFE を表示します。

4.  を押します。 表示：S
弁がフェイルセーフ位置に移動します。 ポジショナが
初期化済みの場合は、 現在の弁の位置が表示
画面に %で示されます。

フェイルセーフ位置の終了：

1.  を回してコード 0 を表示します。

2.  を押して、 コード番号 0 を点滅させます。

3.  を回し、 必要な作動モード（AUtO または MAN）を選択します。

4.  を押して確定します。
5. ポジショナが、 選択した作動モードに切り替わります。
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8 整備

ポジショナは、 工場出荷前に SAMSON が点検し
ています。

 −SAMSON のサービス部門から事前の承諾を得
ずに本書に記載のない整備または修理作業を
行うと、 製品保証は無効になります。
 −オリジナルの仕様に準拠した、 SAMSON 純正
の交換部品のみを使用してください。

ポジショナはメンテナンス不要です。

ハウジングカバー
場合によっては、 カバーの窓を清掃する必要があり
ます。

誤った清掃を行うと、 窓が傷つきます。
この窓の素材は Makrolon®（新設計）です。 研
磨剤入り洗浄剤や、 溶剤を含む薬品で清掃する
と傷がつきます。

 −乾いた状態の窓をこすらないでください。
 −塩素またはアルコールを含有する洗浄剤、 研磨
剤入り洗浄剤を使用しないでください。
 −清掃には、 非摩耗性の柔らかい布を使用してく
ださい。

フィルタ
空気圧接続には、 100 µm メッシュサイズの供給
および出力用フィルタがあり、 必要に応じ、 取り外
して清掃できます。

供給空気減圧ステーション
上流側の供給空気減圧ステーションのメンテナンス
に関する指示に従ってください。

8.1 ファームウェア更新

現在操作中のポジショナのファームウェア更新を下
記の要領で行うことができます。 更新を実施でき
るのは、 書面による承認を受けた個人だけであり、
SAMSON の Total Quality Management
が指定します。 この各個人には、 テストマークが
割り当てられます。
ソフトウェアプログラミングまたはテストルーチン用に
SAMSON 製の絶縁済み USB インターフェイスアダ
プタ（注文番号 1400-9740）が中間に接続され
ている場合、 電源に接続しているラップトップおよび
コンピュータは本質的に安全な機器にのみ相互接
続してください。

危険区域外での更新：
 Î ポジショナを取り外し、 危険区域外で更新を
実行します。

現場での更新：
 Î 現場での更新は、 プラントオペレータから署名
済みの火気使用工事の許可が得られて初めて
実行できます。

注

注意!
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 Î 更新が完了した後は、 現在のファームウェアを
銘板に書き加えてください（ラベルを使用するな
ど）。

 Î SAMSON の承認を受けた個人が、 割り当て
られたテストマーク（スタンプ）を付けて更新を確
認します。

8.2 製品返却の準備
欠陥のあるポジショナは、 修理のため SAMSON
に返却してください。

SAMSON にポジショナを返却するには、 以下を実
施してください。

1. 調節弁の動作を停止します。 関連する弁のド
キュメントを参照してください。

2. ポジショナを取り外します（セクション10 を参照）。

3. ポジショナを最寄りの SAMSON 子会社に送り
ます。 SAMSON の子会社の一覧は、弊社ウェ
ブサイト u http://samsonkk.co.jp に掲載
されています。

http://samsonkk.co.jp
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9 不具合
不具合は表示画面上にエラーコードで示されます。
セクション 11.4 に、 考えられるエラーメッセージおよ
び推奨する処置を示します。

凝縮状態で設定されたステータスの分類（メンテ
ナンスが必要 / メンテナンスを要求： 、 仕様規
格外：  の点滅、 メンテナンスアラーム： ）に対
応するエラーコードが、 表示画面に表示されます。
ステータスの分類として 「メッセージなし」 がエラーコー
ドに割り当てられている場合、 エラーは凝縮状態に
含まれません。

ステータスの分類がすべてのエラーコードに初期設定
で割り当てられています。 ステータスの分類の割り当
ては、 TROVIS-VIEW および DD のパラメータで
変更できます。 詳細については、 弁診断に関する
操作手順 u EB 8389 on EXPERTplus valve 
diagnostics を参照してください。

概要をよく理解できるように、 分類されたメッセージ
は NAMUR 勧告 NE 107 に従い、 ポジショナの
凝縮状態で要約されます。 ステータスメッセージは
以下のカテゴリに分かれます。

 − メンテナンスアラーム
ポジショナは、 ポジショナ自体または周辺装置
の機能障害により制御タスクを実行できません。
あるいは、 初期化がまだ成功していません。

 − メンテナンスが必要
ポジショナは引き続き制御タスクを実行します

（制限あり）。 メンテナンスの要求または平均を
上回る損耗が確認されています。 損耗の許容
値にすぐに到達するか、 想像を上回るスピード
で許容値が下がります。 中期的にメンテナンス
が必要です。

 − メンテナンスを要求
ポジショナは引き続き制御タスクを実行します

（制限あり）。 メンテナンスの要求または平均を
上回る損耗が確認されています。 損耗の許容
値にすぐに到達するか、 想像を上回るスピード
で許容値が下がります。 短期的にメンテナンス
が必要です。

 − 仕様規格外
指定された運転条件を逸脱して、 ポジショナが
実行されています。

「メッセージなし」 に分類されるイベントは、 凝縮状
態に影響を及ぼしません。

表 15: 凝縮状態の表示

凝縮状態 ポジショナの表示

メンテナンスアラーム

機能チェック TUNE、 TEST などの
テキスト

メンテナンスが必要 / 
メンテナンスを要求

仕様規格外  の点滅

最も優先度の高いメッセージによって、 ポジショナの
凝縮状態が決定します。

障害アラームが存在する場合、 考えられるエラーの
原因がコード 49 以降に表示されます。 この場合は、
ERR が表示されます。

https://www.samson.de/document/e83890en.pdf
https://www.samson.de/document/e83890en.pdf
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例：
S 例：

ピン位置が原因で発生する
エラー

 Î 考えられるエラーの原因および推奨する処置に
ついては、 コードリスト（セクション 11.4）を参照
してください。

障害アラームの出力
凝縮状態 「メンテナンスアラーム」 で、 オプションの
障害アラーム出力を切り替えることができます。

 − 「機能チェック」 の凝縮状態でも、 障害アラーム
出力をアクティブにできます（コード 32）。

 − 「メンテナンスが必要 / メンテナンスを要求」 の凝
縮状態および 「仕様規格外」 でも、 障害ア
ラーム出力をアクティブにできます（コード 33）。

9.1 エラーメッセージの確認

コンフィギュレーションの有効化：

1.  を回してコード 3 を表示します（表示：
No）。

2.  を押して、 コード番号 3 を点滅させます。

3.  を回して YES を表示します。

4.  を押して確定します（表示： ）。

エラーメッセージの確認：

1.  を回して、対象のエラーコードを表示します。

2.  を押してエラーメッセージを確認します。

9.2 緊急時の措置
フェイルセーフアクションは i/p コンバータまたは電磁弁
によって、 あるいは給気の故障時にトリガされます。
ポジショナは排気口から大気中に完全に空気を排
出することによって、 装着されているアクチュエータを
通気しています。 その結果、 弁はフェイルセーフ位置
に移動します。 フェイルセーフ位置は、空気圧アクチュ
エータ内のスプリングの配置（AIR TO CLOSE また
は AIR TO OPEN）によって異なります。

給気が故障すると、 オプションの電磁弁または強制
排出がトリガされ、 シャットダウン信号に到達すると、
ポジショナの全機能（オープンループ / クローズドルー
プ制御は除く）が有効になります（診断、 および位
置とステータスのフィードバックを含む）。

弁またはアクチュエータが故障した場合の緊急措置
については、 関連する弁およびアクチュエータのドキュ
メントを参照してください。

 Î プラントオペレータには、 プラント内で緊急時の
措置を行う責任があります。

ヒント
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10 停止および取り外し

効果のない防爆保護により、 致命傷を負う危険
があります。
ポジショナのカバーが開いている状態では、 防爆保
護の効果がなくなります。
危険区域での設置には、 EN 60079-14

（VDE 0165、 パート1）の規制が適用されます。

初期化中は、 ポジショナによりバルブが自動的に開
閉動作します。
プロセスの運転中には、 ポジショナの初期化を行わ
ないでください。 前後の遮断弁を閉め、 無負荷の
状態で初期化を実施してください。

10.1 停止
ポジショナを取り外し前に停止するには、 以下の手
順を実行します。

1. 給気供給と信号圧力の接続を外し、 ロックし
ます。

2. ポジショナカバーを開け、 制御信号用のワイヤ
の接続を外します。

10.2 ポジショナの取り外し
1. 制御信号用のワイヤをポジショナから取り外し

ます。

2. 供給空気および信号圧力用の配管を取り外
します（コネクションブロックを使用した直接取り
付けの場合は不要）。

3. ポジショナを取り外すには、 ポジショナを固定し
ている 3 本のねじを緩めます。

10.3 廃棄

弊社は、 ドイツの廃電気電子機器
登録財団（stiftung ear）に電気
電子機器の製造者として登録されて
います。 
WEEE reg. no.: DE 62194439

 Î 地域、国、世界の廃棄物規制に従ってください。

 Î コンポーネント、 潤滑剤、 危険物質を他の家
庭用ごみと一緒に廃棄しないでください。

ご請求に応じて、弊社はPAS 1049に従いリサイクル
パスポートを提供します。貴社の詳細な住所を明記
の上、aftersalesservice@samson.deまで電
子メールをお送りください。

ご請求に応じて、 サービス提供事業者に製品の撤
去およびリサイクルを依頼します。

危険!

注意!

注

ヒント

mailto:aftersalesservice%40samson.de?subject=
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11 付録

11.1 アフターサービス
整備または修理作業に関するサポートが必要な場
合 や、 不 具 合 ま た は 欠 陥 が 生 じ た 場 合 は、
SAMSON のサービス部門までご連絡ください。

電子メールアドレス
サービス部門へのご連絡には、  
service@samsonkk.co.jp 宛てに電子メールを
お送りください。

SAMSON 本社およびその子会社の住所
SAMSON 本社、 ザムソン子会社、 代理店、 お
よび各国のサービスセンターの連絡先は、 ザムソン
の Web サイト（www.samson.de）、 またはすべ
ての SAMSON 製品カタログでご確認いただけます。

必須の仕様
以下の詳細を提出してください。

 ԇ 注文番号および注文内の位置番号

 ԇ タイプ、 シリアル番号、 ファームウェアバージョン、
デバイスバージョン

11.2 証明書
防爆保護証明書および適合宣言書が本書の巻
末にあります。

mailto:service%40samsonkk.co.jp?subject=
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11.3 コードリスト

コード
番号

パラメータ – 表示 / 
値 [ 初期設定 ]

説明

注：アスタリスク（*）の付いたコードは、 コンフィギュレーションの前にコード 3 で有効にする必要があります。

0 運転モード

[MAN] 手動モード
AUtO 自動モード
SAFE フェイルセーフ位置
ESC 停止

自動モードから手動モードへの切り替えはスムーズです。
フェイルセーフ位置で、 S アイコンが表示されます。
MAN モードおよび AUtO モードでは、 システム偏差がバーグラフの要素で
表されます。
この表示は、 ポジショナ初期化時の弁の位置または回転角度（%）を示
します。 ポジショナが初期化されていない場合は、 縦軸に対するレバーの
位置が角度（°）で表示されます。

1 手動 w
初期化範囲の [0] ～
100 %

手動によるセットポイントをロータリープッシュボタンで調整します。 ポジショナ
が初期化されている場合は、現在のストローク / 角度が %で表示されます。
ポジショナが初期化されていない場合は、 縦軸に対するレバーの位置が
角度（°）で表示されます。
注：コード 0 = MAN の場合にのみ選択可能

2 表示の向き
1234, 1234 , ESC

表示画面の表示の向きは 180°回転します。

3 コンフィギュレーションの 
有効化
[No]、 YES、 ESC

データの変更を有効にします（ロータリー プッシュボタンを 120 秒間操作し
ないと自動的に無効になります）。

4* ピン位置
[No]、 17、 25、 35、 50、
70、 100、 200、
300 mm、 90°回転型アク
チュエータ使用、 ESC
注：コード 4 で選択するピン
位置が小さすぎる場合、 
安全上の理由からポジショナ
は SAFE モードに切り替わり
ます。

弁ストローク / 回転角度に基づき、 フォロワピンを適切な位置に取り付ける
必要があります。
定格（NOM）または代替（SUB）の初期化の場合は、 ピン位置を入力
する必要があります。

ピン位置 標準 調整範囲
コード 4 コード 5 コード 5

17 7.5 3.6 ～ 17.7
25 7.5 5.0 ～ 25.0
35 15.0 7.0 ～ 35.4
50 30.0 10.0 ～ 50.0
70 40.0 14.0 ～ 70.7
100 60.0 20.0 ～ 100.0
200 120.0 40.0 ～ 200.0
90° 90.0 24.0 ～ 100.0
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コード
番号

パラメータ – 表示 / 
値 [ 初期設定 ]

説明

5* 初期化範囲
mm または角度（°）、 ESC

定格（NOM）または代替（SUB）の初期化の場合は、 通常の弁のスト
ロークまたは開口角度を入力する必要があります。
プロセスの調整可能範囲は、 コード 4 のテーブルに示すピン位置によって
異なります。
初期化が正常に完了した後に、 初期化時に到達した最大ストローク / 
角度を示します。

6* Init モード

[MAX] 最大範囲
NOM 初期化範囲
MAN 手動設定
SUb 緊急モード
ZP ゼロ点調整
ESC 停止

初期化モードを選択します。
MAX： アクチュエータの閉位置から開側の物理的全開位置のストローク/

角度。
NOM： 閉位置から表示されている開位置の間で測定されたストローク /

角度。
MAN： 手動選択範囲
SUb： 代替キャリブレーション（初期化なし）

7* w/x

[ää] 増加 / 増加
äæ 増加 / 減少
ESC

ストローク / 回転角度 x に対するセットポイント w の動作方向
自動調整：
AIR TO 
OPEN：

初期化完了時、 動作方向が増加 / 増加（ää）のままと
なります。 セットポイントが大きくなると、 グローブ弁が開きます。

AIR TO 
CLOSE：

初期化完了時、 動作方向が増加 / 減少（äæ）に変わり
ます。 セットポイントが大きくなると、 グローブ弁が閉じます。

8* ストローク/ 角度の範囲の
始点（x 範囲の下限値）
初期化範囲の [0.0] ～
80.0%、 ESC
注：コード 4 が有効な場合は、
mm または角度（°）で指定
します。

初期化範囲または動作範囲における、 ストローク / 角度の範囲の下限値
動作範囲は弁の実際のストローク / 角度であり、 ストローク / 角度範囲の
下限値（コード 8）および上限値（コード 9）で制限されます。
通常、 動作範囲と初期化範囲は同じです。 初期化範囲は、 x 範囲の
下限値と上限値で動作範囲に制限できます。
値が表示されます。 表示されない場合は入力する必要があります。
特性は適合します。 コード 9 の例も参照してください。
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コード
番号

パラメータ – 表示 / 
値 [ 初期設定 ]

説明

9* ストローク/ 角度の範囲の
終点（x 範囲の上限値）
初期化範囲の 20.0 ～
[100.0 %]、 ESC
注：コード 4 が有効な場合は、
mm または角度（°）で指定
します。

初期化範囲または動作範囲における、 ストローク / 角度の範囲の上限値
値が表示されます。 表示されない場合は入力する必要があります。
特性は適合します。
例：大きすぎる調節弁の範囲を制限するためなどに、 動作範囲が変更さ
れます。 この機能のために、 セットポイントの解決範囲全体が新しい制限
に転換されます。
表示画面に表示される 0 % は調整済みの下限値を表し、 100 % は
上限値を表します。

10* ストローク/ 角度の下限値
（x下限値）
動作範囲の 0.0 ～
49.9 %、 [No]、 ESC

入力値に対するストローク / 開度の制限（上限）。 特性は適合しません。
削減された範囲に特性は適合しません。 コード 11 の例も参照してください。

11* ストローク/ 角度の上限値
（x 上限値）
動作範囲の 50.0 ～
120.0 %、 [100.0 %]、
No、 ESC

入力値に対するストローク / 角度の制限（上限）。 特性は適合しません。
例：事例によっては、 弁のストロークを制限したほうがよい場合もあります。
たとえば、 特定の最小の流体流量が必要な場合や最大流量に到達して
はならない場合です。
コード 10 で下限値を調整し、 コード 11 で上限値を調整します。
完全締切機能が設定済みの場合は、 ストロークの制限よりも優先され 
ます。
「No」 に設定すると、0 ～100 % の範囲外のセットポイントの定格ストロー
クを超えて、 弁を開くことができます。

12* w-start
設定範囲の [0.0] ～
75.0 %、 ESC

セットポイント範囲の下限値は、 範囲の上限値（w-end）0 % = 
4 mA よりも小さくなければなりません。
セットポイント範囲は w-end と w-start で異なり、 Δw ≥ 25 % = 
4 mA でなければなりません。
設定範囲 0 ～100 % = 4 ～20 mA のとき、 弁は 0 ～100 % の 
ストローク / 回転角度で動作範囲全体を移動する必要があります。
スプリットレンジオペレーションでは、 弁は小さい設定値で動作します。 2 つ
の弁を制御する制御ユニットの制御信号が、 たとえば入力信号の半分の
みで弁が全ストローク / 回転角度で移動できるように、 分割されます（1 つ
目の弁の設定が 0 ～ 50 % = 4 ～12 mA、 2 つ目の弁の設定が 
50 ～100 % =12 ～20 mA になります）。

13* w-end
セットポイント範囲の 25.0 ～
[100.0 %]、 ESC

セットポイント範囲の上限値は、 範囲の下限値（w-start）よりも大きくな
ければなりません。
100.0 % = 20 mA
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コード
番号

パラメータ – 表示 / 
値 [ 初期設定 ]

説明

14* カットオフ減少の設定値
0.0 ～ 49.9 %、 コード
12/13 で調整されたスパンの
[1.0 %]、 No、 ESC

弁が閉じる最終値で、 設定値 w が入力したパーセンテージに到達すると、
直ちにアクチュエータの空気が完全に排気されます（AIR TO OPEN 使用
時）。 あるいは、 アクチュエータに空気が供給されます（AIR TO CLOSE
使用時）。 この操作を実行すると必ず、 弁が最大限に密閉されます。
コード 14/15 がコード 8/9/10/11 に優先します。
コード 21/22 がコード 14/15 に優先します。

15* カットオフ増加の設定値
コード 12/13 で調整された
スパンの 50.0 ～100.0 %、
[No]、 ESC

弁が開く最終値で、 設定値 w が入力したパーセンテージに到達すると、
直ちにアクチュエータに空気が供給されます（AIR TO OPEN 使用時）。
あるいは、 アクチュエータの空気が完全に排気されます（AIR TO CLOSE
使用時）。 この操作を実行すると必ず、 弁が完全に開きます。
コード 14/15 がコード 8/9/10/11 に優先します。
コード 21/22 がコード 14/15 に優先します。
例：三方弁の場合に、 カットオフを 99 % に設定します。

16* 圧力制限
1.4 bar、 2.4 bar、
3.7 bar、 [No]、 ESC

アクチュエータへの信号圧力を段階的に制限できます。
設定済みの圧力制限値を変更した後は、 アクチュエータを一度排気する
必要があります（コード 0 でフェイルセーフ位置（SAFE）を選択するなどの
操作を行う）。

注意!

複動アクチュエータの圧力制限を有効にしないでください（フェイルセーフ位
置 AIR TO OPEN で）。

17* 比例アクション係数 Kp 
（レベル）
0 ～17、 [7]、 ESC

KP の読み取りまたは変更
KP および TV のレベルの変更に関する注意：ポジショナの初期化時に、
KP および TV の値が最適に設定されます。 その他の外乱によりポジショナ
が容認できないほどオーバーシュートする傾向にある場合は、 初期化後、
それに応じて KP および TV のレベルを調整できます。 適切な挙動に達す
るまで、 TV レベルを増加させます。 あるいは、 最大値 4 に到達すると、
KP レベルを段階的に減少させることができます。

注意!

KP レベルの変更は設定値の偏差に影響します。

18* 微分動作時間 Tv（レベル）
1、 [2]、 3、 4、 No、 ESC

TV の読み取りまたは変更（KP レベルを参照）
TV レベルの変更はシステム偏差に影響しません。
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コード
番号

パラメータ – 表示 / 
値 [ 初期設定 ]

説明

19* 許容帯域
動作範囲の 0.1～10.0 %、
[5.0 %]、 ESC

エラー監視に使用します。
動作範囲に対する許容帯域の特定。
関連する遅延時間（30 秒）がリセット基準です。
30 秒よりも 6 倍長い初期化中に動作時間が決定する場合は、 6 倍の
動作時間が遅延時間として認められます。

20* 特性
[0] ～ 9、 ESC

特性を以下から選択します
0 リニア
1 イコールパーセント
2 逆イコールパーセント
3 SAMSON 製バタフライ弁、 リニア
4 SAMSON 製バタフライ弁、 イコールパーセント
5 VETEC 製回転プラグ弁、 リニア
6 VETEC 製回転プラグ弁、 イコールパーセント
7 セグメントボール弁、 リニア
8 セグメントボール弁、 イコールパーセント
9 ユーザー定義（オペレータソフトウェアで定義）

注
さまざまな特性を付録に示しています（セクション 11.5 を参照）。

21* 必要な動作時間 OPEN 
（w ramp open）
[0] ～240 s、 ESC

弁が開いたときに動作範囲全体の移動にかかる時間。
動作時間の制限（コード 21 および 22）：
一部の事例では、 アクチュエータの動作時間を制限するようお勧めします。
これは、 実行プロセスにおいて、 アクチュエータによるエンゲージメントが早く
なり過ぎないようにするためです。
コード 21 がコード 15 に優先します。

注意!

この機能は、 フェイルセーフ機能または電磁弁がトリガされるとき、 あるいは
補助電源の故障時に無効となります。

22* 必要な動作時間 CLOSED
（w ramp CLOSED）
[0] ～240 s、 ESC

弁が閉じたときに動作範囲全体の移動にかかる時間。
コード 22 がコード 14 に優先します。

注意!

この機能は、 フェイルセーフ機能または電磁弁がトリガされるとき、 あるいは
補助電源の故障時に無効となります。
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コード
番号

パラメータ – 表示 / 
値 [ 初期設定 ]

説明

23* 弁ストロークの合計
[0] ～ 99 · 107、 RES、
ESC
9999 ストロークサイクル以降
は指数表示

弁ストロークの全サイクルの合計値
コード 36 – Std で 0 にリセットできます。

注
弁ストロークの合計値は、 弁ストロークの全サイクルが 1000 回実施される
たびに不揮発性のメモリに保存されます。

24* 弁ストロークの合計の制限
値
1000 ～ 99 · 107 
[1.000000]、 ESC
9999 ストロークサイクル以降
は指数表示

弁ストロークの合計の制限値。 制限値を超えると、  アイコンと  アイコン
が表示されます。

25* アラームモード
0 ～3、 [2]、 ESC

有効時（ポジショナの初期化時）のソフトウェアリミットスイッチアラーム A1 
および A2 の切り替えモード。

1) EN 60947-5-6 に基づく防爆仕様

0：A1 ≥ 2.2 mA A2 ≤ 1.0 mA

1：A1 ≤ 1.0 mA A2 ≤ 1.0 mA

2：A1 ≥ 2.2 mA A2 ≥ 2.2 mA

3：A1 ≤ 1.0 mA A2 ≥ 2.2 mA

2) 防爆保護なしの仕様

0：A1 R = 348 Ω A2 非導通

1：A1 非導通 A2 非導通

2：A1 R = 348 Ω A2 R = 348 Ω

3：A1 非導通 A2 R = 348 Ω

ポジショナが初期化されていない場合、 ソフトウェアリミットスイッチは常に信
号を応答なしの状態として登録します。
端子11/12 に mA 信号がない場合、 ソフトウェアリミットスイッチはどちらも
1.0 mA（Ex）以下または非導通（防爆なし）に切り替わります。

注

注：障害の場合、障害アラーム出力は常に1.0 mA以下/非導通に切り
替わります。障害がないときは、2.2 mA/R = 348 Ω以上になります。
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番号

パラメータ – 表示 / 
値 [ 初期設定 ]

説明

26* 制限 A1
動作範囲の 0.0 ～
100.0 %、 [2.0 %]、 No、
ESC

値が制限値を下回ると、 アラーム A1 が応答します。
ソフトウェアの制限値 A1 が表示されます。 この値は、 動作範囲に応じて
変更することもできます。
誘導リミットスイッチが設置してある場合、 設定は無効になります。

27* 制限 A2
動作範囲の 0.0 ～
100.0 %、 [98.0 %]、
No、 ESC

値が制限値を下回ると、 アラーム A2 が応答します。
ソフトウェアの制限値 A2 が表示されます。 この値は、 動作範囲との関係
で変更することもできます。

28* アラームテスト
表示の向き：
標準 回転
[No] [No]
RUN 1 1 RUN
RUN 2 2 RUN
RUN 3 3 RUN
ESC ESC

ソフトウェアリミットスイッチアラーム A1 および A2、 障害アラームコンタクト
A3 をテストします。
テストが有効な場合、 コンタクトが 5 回切り替わります。
RUN 1/1 RUN：ソフトウェアリミットスイッチ A1～ ≥ 2.2 mA
RUN 2/2 RUN：ソフトウェアリミットスイッチ A2 ～ ≥ 2.2 mA
RUN 3/3 RUN：障害アラームコンタクト A3 ～ ≤ 1.0 mA

29* ポジショントランスミッタ  
x/ix 3)

[ää]、äæ、 ESC

ポジショントランスミッタの動作方向です。 閉位置に基づき、 ストローク / 
角度位置と出力信号 i との間の割り当てを示します。
弁の動作範囲（コード 8 を参照）が 4 ～20 mA 信号で表されます。 
制限値 2.4 および 21.6 mA を上回る値または下回る値を表示できます。
ポジショナが設置されていない（設定値が 3.6 mA を下回る）場合、 
信号は 0.9 mA および 3.8 mA であり、 ポジショナは初期化されていま
せん。 コード 32 に YES が設定されている場合は、 コード 30 に従い、 
初期化時またはゼロ点調整時にポジショントランスミッタが値を送出します。
No が設定されている場合は、 調整実行時に 4 mA が送出されます。

30* 障害アラーム ix 3)

HI、 LO、 [No]、 ESC
障害アラームコンタクトが切り替わる原因となる障害もポジショントランスミッ
タの出力に表示するかどうか、 また、 どのように表示するかを選択します。
HI ix =21.6 ± 0.1 mA または LO ix =2.4 ±0.1 mA
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パラメータ – 表示 / 
値 [ 初期設定 ]

説明

31* ポジショントランスミッタの 
テスト 3)

動作範囲の –10.0 ～
110.0 %、 [ デフォルト値は
ポジショントランスミッタの最後
に表示された値 ]、 ESC

ポジショントランスミッタのテスト。 値は動作範囲に応じて入力できます。
初期化されたポジショナでは、 一時的な弁の位置が開始値としてローカル
に使用されます（テストモードへの切り替えがスムーズです）。 ソフトウェアに
よるテストを実行すると、 入力したシミュレーション値が位置フィードバック 
信号として 30 秒間送出されます。

3) アナログポジショントランスミッタ：ポジショントランスミッタ（オプション）がインストールされている場合は、 コード 29/30/31 のみを
選択できます。

32* 機能チェックアラーム
[YES]、 No、 ESC

YES： 「機能チェック」 凝縮状態の場合にもエラーメッセージが発行される
No： 「機能チェック」 凝縮状態の場合にはエラーメッセージが発行され

ない

注
オプションのバイナリコンタクトおよびオプションのポジショントランスミッタ（コード
57、 58、 60、 62、 64 ～70、 76 を参照）上での障害アラーム出力と
して、 凝縮状態を表示できます。

33* メンテナンスが必要な 
アラーム
[YES]、 No、 ESC

YES： 凝縮状態が 「メンテナンスアラーム」 および 「メンテナンスが必要」
の場合にのみ、 エラーメッセージが発行される

No： 凝縮状態が 「メンテナンスアラーム」 の場合にのみ、エラーメッセー
ジが発行される

注
オプションのバイナリコンタクトおよびオプションのポジショントランスミッタ（コード
57、 58、 60、 62、 64 ～70、 76 を参照）上での障害アラーム出力と
して、 凝縮状態を表示できます。

34* 閉じる方向
CL、 [CCL]、 ESC

CL： 時計回り
CCL： 反時計回り
弁の閉位置に到達するための回転方向（ポジショナのカバーを開けた状態
で、 ロータリースイッチ上に表示）。
SUb 初期化モード（コード 6）の場合にのみ入力が必要です。

35* ブロック位置
[0.0] mm/° /%、 ESC

ブロック位置（閉位置までの距離）を入力します。
SUb 初期化モード使用時のみ必要です。
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コード
番号

パラメータ – 表示 / 
値 [ 初期設定 ]

説明

36* リセット
[No]、 Std、 diAG、 ESC

Std： すべてのパラメータと診断データを初期設定にリセットします。 リセット
した後は、 ポジショナを再度初期化する必要があります。

diAG：診断データのみをリセットします。 プロットされた参照グラフとログは
保存されたまま残ります。
ポジショナを再度初期化する必要はありません。

37* ポジショントランスミッタ
No、 YES

読み取り専用
オプションのポジショントランスミッタがインストールされているかどうかを示します。

38* 誘導アラーム
[No]、 YES、 ESC

誘導リミットスイッチオプションがインストールされているかどうかを示します。

39 設定値の偏差 e の情報
–99.9 ～ 99.9 %

読み取り専用
ターゲットポジションからの偏差を示します（e = w – x）。

40 最低動作時間 OPEN
[0] ～240 s

読み取り専用
初期化時に決定される最小の開時間です。

41 最低動作時間 CLOSED
[0] ～240 s

読み取り専用
初期化時に決定される最小の閉時間です。

42 自動 w/ 手動 w
スパンの 0.0 ～100.0 %

読み取り専用
適用される自動セットポイントと、 対応する 4 ～20 mA ｎの信号を示し
ます。

43 制御のファームウェアバー
ジョン

読み取り専用
ポジショナのタイプと現在のファームウェアバージョンを交互に示します。

44 y の情報
[0] ～100 %、 0P、 MAX、
– – –

読み取り専用
初期化中に決定するストローク範囲に対応する制御信号 y（%）を示し
ます。
MAX： ポジショナは最大出力圧力を蓄積します。 コード 14 および

15 の説明を参照してください。
0P： ポジショナは完全に排気します。 コード 14 および 15 の説明を

参照してください。
– – –: ポジショナは初期化されていません。
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説明

45 電磁弁情報
YES、 HIGH/LOW、 No

読み取り専用
電磁弁が設置されているかどうかを示します。
設置されている電磁弁の端子に電圧供給が接続されている場合は、 表
示画面に YES と HIGH が交互に表示されます。 電圧供給が接続され
ていない場合（アクチュエータが排気され、 フェイルセーフ位置が表示画面
上に S アイコンで示されている状態）は、 表示画面に YES と LOW が交
互に表示されます。

48*
49*

診断パラメータ u EB 8389

11.4 エラーコード

初期化エラー

エラーコード：推奨する処置 凝縮状態メッセージがアクティブです。 プロンプトが表示されたら、 Err が表示さ
れます。
障害アラームが存在する場合、 ここに表示されます。

50 x > 許容範囲 測定シグナルの値が高すぎるか低すぎるため、 レバーがメカニカルストップの近くで
動きます。
• ピンが正しく取り付けられていません。
• NAMUR の取り付けの場合、 あるいはポジショナが中心からずれている場合

に、 ブラケットがはずれます。
• フォロワプレートが正しく取り付けられていません。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 取り付けとピン位置を点検し、 動作モードの設定を SAFE から MAN に変更し、
ポジショナを再度初期化します。

51 Δ x < 許容範囲 レバーの測定スパンが不十分です。
• ピンが正しく取り付けられていません。
• レバーに誤りがあります。
ポジショナシャフトでの回転角度が 16°より小さい場合にのみ、 アラームが発生
します。 角度が 9°を下回ると、 初期化がキャンセルされます。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 取り付けを点検し、 ポジショナを再度初期化します。

https://www.samson.de/document/e83890en.pdf
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エラーコード：推奨する処置 凝縮状態メッセージがアクティブです。 プロンプトが表示されたら、 Err が表示さ
れます。
障害アラームが存在する場合、 ここに表示されます。

52 取り付け • ポジショナの取り付けが正しくありません。
• NOM の初期化時に定格のストローク / 角度（コード 5）を達成できませんで

した（下方向の許容誤差が許可されない）。
• 機械または空気圧の障害。 たとえば、 誤ったレバーを選択した、 あるいは 

供給圧力が低すぎて所定の位置に移動できないなど。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 取り付けおよび供給圧力を点検します。 ポジショナを再度初期化します。
特定の条件下では、 実際のピン位置を入力したうえで MAX の初期化を実行
することによって、 最大ストローク / 角度を確認できる可能性があります。
初期化が完了した後は、 コード 5 によって、 達成されたストロークまたは角度の
最大値が表示されます。

53 初期化の時間超過 
（Init time >）

初期化に時間がかかりすぎたため、 ポジショナが前の動作モードに戻ります。
• 供給ラインに圧力がないか、 空気の漏れがあります。
• 初期化中に供給空気の障害が発生しました。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 取り付けおよび空気供給ラインを点検します。 ポジショナを再度初期化します。

54 初期化 – 電磁弁 1) 電磁弁が設置されており（コード 45 = 'YES'）、 接続されていないか、
接続が正しくありません。 その結果、 アクチュエータの圧力が蓄積されま
せん。 ポジショナを初期化しようとすると、 アラームが発生します。

2) ポジショナをフェイルセーフ位置（SAFE）から初期化しようとする場合。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 1) 電磁弁の接続および供給電圧を点検します（コード 45 High/Low）。

2) コード 0 で MAN モードを設定し、 ポジショナを再度初期化します。

55 動作時間が短すぎる 
（動作時間 <）

初期化時に検出されたアクチュエータの動作時間が短すぎるため、 最適なポジ
ショナ調整が不可能です。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 セクション7.2の説明に従って、ボリューム絞り弁の設定を確認します。ポジショナを
再度初期化します。
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エラーコード：推奨する処置 凝縮状態メッセージがアクティブです。 プロンプトが表示されたら、 Err が表示さ
れます。
障害アラームが存在する場合、 ここに表示されます。

56 ピン位置 選択した NOM および SUB の初期化モードでピン位置の入力が必要なため、
初期化がキャンセルされました。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 コード 4 でピン位置を入力し、 コード 5 で定格のストローク / 角度を入力します。
ポジショナを再度初期化します。

操作エラー

エラーコード：推奨する処置 凝縮状態メッセージがアクティブです。 プロンプトが表示されたら、 Err が表示さ
れます。
障害アラームが存在する場合、 ここに表示されます。

57 コントロールループ
障害アラームコンタクトでの追加
の表示

コントロールループエラー。 弁が許容可能回数（コード 19 の許容帯域アラーム）
内で被制御変数に従わなくなります。
• アクチュエータがブロックされている
• ポジショナの取り付け位置に後からずれが生じている
• 供給圧力が不足している

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]
推奨する処置 取り付けを点検します。

58 ゼロ点 ゼロ点に誤りがあります。
ポジショナの取り付け位置がずれているときや、 弁トリムが損耗しているとき 

（特にソフトシールプラグ使用時）には、 エラーが発生する可能性があります。
ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 弁およびポジショナの取り付けを点検します。 問題がない場合は、 コード 6 で
ゼロ点調整を実行します（セクション 7.7 を参照）。
ゼロ位置から 5 % を超えて外れる場合は、 ポジショナを再度初期化することを
お勧めします。

59 自動修正 ポジショナのデータセクションのエラーが自動監視によって検出され、 自動で修正
されました。

ステータスの分類 [ メッセージなし ]
推奨する処置 自動

60 致命的なエラー
障害アラームコンタクトでの追加
の表示

自動で修正できない安全に関するデータのエラーです。 考えられる原因は EMC
の妨害です。
弁がフェイルセーフ位置に移動します。

ステータスの分類 メンテナンスアラーム（分類不可）
推奨する処置 コード 36 – Std でリセットします。 ポジショナを再度初期化します。
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ハードウェアエラー

エラーコード：推奨する処置 凝縮状態メッセージがアクティブです。 プロンプトが表示されたら、 Err が表示さ
れます。
障害アラームが存在する場合、 ここに表示されます。

62 x 信号
障害アラームコンタクトでの 
追加の表示

アクチュエータの測定値の記録に失敗しました。
導電性プラスチックの構成要素に欠陥があります。
デバイスは緊急モードで動作を継続しますが、 できるだけ早く交換する必要があ
ります。
表示画面での緊急モードは、 位置表示ではなく、 クローズドループ制御アイコン
と 4 つのダッシュ記号の点滅によって示されます。
オープンループ操作時の注意：測定システムが故障した場合でも、 ポジショナ
は引き続き信頼性のある状態を保ちます。 それ以上正確に位置を制御できな
ければ、 ポジショナは緊急モードに切り替わります。 ただし、 プロセスが安全な
状態で維持されるように、 ポジショナはセットポイントに従って動作を継続します。

ステータスの分類 [ メンテナンスを要求 ]

推奨する処置 修理のため、 ポジショナを SAMSON 本社に返却してください。

63 低すぎる w の値 セットポイントが 4 mA（0 %）を大幅に下回っています。 この現象は、 ポジショ
ナの電源が基準要件を満たしていない場合に発生します。
この状態は、 LOW の点滅によってポジショナの表示画面に示されます。

ステータスの分類 [ メッセージなし ]

推奨する処置 設定値を確認します。
必要であれば、 4 mA を下回る値を適用できないように現在のソースの下限
値を調整します。

64 i/p コンバータ（y） i/p コンバータの電流回路が遮断されました。

ステータスの分類 メンテナンスアラーム（分類不可）

推奨する処置 回復不能です。 修理のため、 ポジショナを SAMSON 本社に返却してください。
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エラー付表

エラーコード：推奨する処置 凝縮状態メッセージがアクティブです。 プロンプトが表示されたら、 Err が表示さ
れます。
障害アラームが存在する場合、 ここに表示されます。

65 ハードウェア
障害アラームコンタクトでの 
追加の表示

初期化キーが動かなくなりました（ファームウェアバージョン R 1.51 以上）
ハードウェアのエラーが発生しました。 ポジショナはフェイルセーフ位置（SAFE）に
移動します。

ステータスの分類 （メンテナンスアラーム）

推奨する処置 エラーを確認し、 自動モードに戻るかリセットを実行し、 ポジショナを再度初期
化します。 問題が解決しない場合は、 修理のため、 ポジショナを SAMSON
に返却してください。

66 データのメモリ
障害アラームコンタクトでの追
加の表示

書き込まれたデータが読み取られたデータから逸脱するため、これ以上、データを
メモリに書き込むことはできません。 弁がフェイルセーフ位置に移動します。

ステータスの分類 メンテナンスアラーム（分類不可）

推奨する処置 修理のため、 ポジショナを SAMSON 本社に返却してください。

67 計算の確認
障害アラームコンタクトでの追
加の表示

テスト計算によってハードウェアコントローラが監視されました。

ステータスの分類 （メンテナンスアラーム）

推奨する処置 エラーを確認します。 問題が解決しない場合は、 修理のため、 ポジショナを
SAMSON に返却してください。
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データエラー

エラーコード：推奨する処置 凝縮状態メッセージがアクティブです。 プロンプトが表示されたら、 Err が 
表示されます。
障害アラームが存在する場合、 ここに表示されます。

68 制御パラメータ
障害アラームコンタクトでの 
追加の表示

制御パラメータのエラーです。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 エラーを確認し、 リセットを実行し、 ポジショナを再度初期化します。

69 ポテンショメータパラメータ
障害アラームコンタクトでの追加
の表示

デジタルポテンショメータに関するパラメータのエラーです。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 エラーを確認し、 リセットを実行し、 ポジショナを再度初期化します。

70 調整パラメータ
障害アラームコンタクトでの 
追加の表示

生産キャリブレーションのデータにエラーがあります。 ポジショナはコールドスター
ト値で動作を継続します。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 修理のため、 ポジショナを SAMSON 本社に返却してください。

71 一般パラメータ 制御機能への重大な影響のないパラメータのエラーです。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 エラーを確認します。 必須パラメータの設定を確認し、 必要に応じて変更し
ます。

73 内部デバイスエラー 1 内部デバイスエラー

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 修理のため、 ポジショナを SAMSON 本社に返却してください。

75 情報パラメータ クローズドループ制御機能への重大な影響のない情報パラメータのエラーです。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 エラーを確認します。
必須パラメータの設定を確認し、 必要に応じて変更します。
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エラーコード：推奨する処置 凝縮状態メッセージがアクティブです。 プロンプトが表示されたら、 Err が 
表示されます。
障害アラームが存在する場合、 ここに表示されます。

76 緊急モードなし ポジショナのストローク測定システムには自己監視機能が搭載されています
（コード 62 を参照）。
緊急モード（オープンループ制御）は、 複動アクチュエータなど、 特定のアクチュ
エータでは利用できません。変位計測エラーの場合、ポジショナは複動アクチュ
エータの出口（Output 38）または A1 から排気を行います。 初期化中に、
ポジショナはアクチュエータにこのような機能があるかどうかを自動で確認します。

ステータスの分類 [ メッセージなし ]

推奨する処置 単なる情報です。 必要に応じて確認してください。
これ以上の処置は必要ありません。

77 ソフトウェア読み込みエ
ラー

ポジショナは、 PA 信号の印加後に初めて運転を開始するときに、 セルフテス
トを実行します（tEStinG が表示画面全体で実行）。
ポジショナが誤ったソフトウェアをロードすると、 弁はフェイルセーフ位置に移動
します。 弁を再度このフェイルセーフ位置から他の位置に移動させることはでき
ません。

ステータスの分類 メンテナンスアラーム（分類不可）

推奨する処置
電流信号を遮断し、 ポジショナを再始動します。
問題が解決しない場合は、 修理のため、 ポジショナを SAMSON に返却し
てください。

78 オプションパラメータ オプションパラメータのエラーです。

ステータスの分類 [ メンテナンスが必要 ]

推奨する処置 修理のため、 ポジショナを SAMSON 本社に返却してください。
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診断エラー

エラーコード：推奨する処置 凝縮状態メッセージがアクティブです。 プロンプトが表示されたら、 Err が表示さ
れます。
障害アラームが存在する場合、 ここに表示されます。

79 拡張診断 拡張診断によって生成されるメッセージ

ステータスの分類 メンテナンスが必要（分類不可）

80 診断パラメータ 制御機能への重大な影響のないパラメータのエラーです。

ステータスの分類 メンテナンスが必要（分類不可）

推奨する処置 エラーを確認します。 新しい参照テストを確認し、 必要に応じて実行してください。

81 参照テストのキャンセル 駆動信号 y の定常状態または駆動信号 y のヒステリシスに対応する参照 
グラフのプロット時に、 エラーが発生しました。
• 参照テストがキャンセルされました。
• 駆動信号 y の定常状態または駆動信号 y のヒステリシスに対応する参照

線が使用されませんでした。
エラーメッセージはまだ不揮発性メモリに保存されていません。 リセットはできま
せん。

ステータスの分類 [ メッセージなし ]

推奨する処置 新しい参照テストを確認し、 必要に応じて実行してください。
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リニア（特性：0 を選択）

0
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100

0 50 100

ストローク / 角度 [%]

設定値 [%]

イコールパーセント（特性：1 を選択） 逆イコールパーセント（特性：2 を選択）

0

50

100

0 50 100

ストローク / 角度 [%]

設定値 [%]
0

50

100

0 50 100

ストローク / 角度 [%]

設定値 [%]

11.5 特性の選択
以下に、 コード 20 で選択可能な特性をグラフ形式で示します。

特性を定義する（ユーザー定義の特性）には、 ワークステーション / オペレーティングソフトウェア（TROVIS-
VIEW など）を使用する必要があります。

注
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SAMSON 製バタフライ弁リニア 
（特性：3 を選択）

SAMSON 製バタフライ弁イコールパーセント 
（特性：4 を選択）

0

50

100

0 50 100

ストローク / 角度 [%]

設定値 [%]
0
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0 50 100

ストローク / 角度 [%]

設定値 [%]

VETEC 製回転プラグ弁リニア 
（特性：5 を選択）

VETEC 製回転プラグ弁イコールパーセント 
（特性：6 を選択）

0

50
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0 50 100

ストローク / 角度 [%]

設定値 [%]
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設定値 [%]

ストローク / 角度 [%]

セグメントボール弁リニア 
（特性：7 を選択）

セグメントボール弁イコールパーセント 
（特性：8 を選択）

0
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0 50 100

ストローク / 角度 [%]

設定値 [%]
0
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ストローク / 角度 [%]
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SAMSON AKTIENGESELLSCHAFT 
Weismüllerstraße 3   60314 Frankfurt am Main 
 

Telefon: 069 4009-0 · Telefax: 069 4009-1507  
E-Mail: samson@samson.de 

Revison 07 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
EU Konformitätserklärung/EU Declaration of Conformity/  

Déclaration UE de conformité 
 

Die alleinige Verantwortung für die Ausstellung dieser Konformitätserklärung trägt der Hersteller/ 
This declaration of conformity is issued under the sole responsibility of the manufacturer/ 
La présente déclaration de conformité est établie sous la seule responsabilité du fabricant. 
Für das folgende Produkt / For the following product / Nous certifions que le produit 
 

 
 

Elektropneumatischer Stellungsregler / Electropneumatic Positioner /  
Positionneur électropneumatique 

Typ/Type/Type 3730-2... 
 
 

 
 

wird die Konformität mit den einschlägigen Harmonisierungsrechtsvorschriften der Union bestätigt /  
the conformity with the relevant Union harmonisation legislation is declared with/  
est conforme à la législation d'harmonisation de l'Union applicable selon les normes: 
 

 
 
 

 

EMC 2014/30/EU EN 61000-6-2:2005, EN 61000-6-3:2007 
+A1:2011, EN 61326-1:2013 

RoHS 2011/65/EU EN 50581:2012 

 
  

 
 
Hersteller / Manufacturer / Fabricant: 

 
 

SAMSON AKTIENGESELLSCHAFT 
Weismüllerstraße 3 

D-60314 Frankfurt am Main 
Deutschland/Germany/Allemagne 

 
 

Frankfurt / Francfort, 2017-07-29 
Im Namen des Herstellers/ On behalf of the Manufacturer/ Au nom du fabricant. 
 
 
 

                        
 
                        Hanno Zager         Dirk Hoffmann 
     Leiter Qualitätssicherung/Head of Quality Managment/ Zentralabteilungsleiter/Head of Department/Chef du département 
               Responsable de l'assurance de la qualité        Entwicklungsorganisation/Development Organization 
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SAMSON AKTIENGESELLSCHAFT 
Weismüllerstraße 3   60314 Frankfurt am Main 
 

Telefon: 069 4009-0 · Telefax: 069 4009-1507  
E-Mail: samson@samson.de 

Revison 07 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
EU Konformitätserklärung/EU Declaration of Conformity/  

Déclaration UE de conformité 
 

Die alleinige Verantwortung für die Ausstellung dieser Konformitätserklärung trägt der Hersteller/ 
This declaration of conformity is issued under the sole responsibility of the manufacturer/ 
La présente déclaration de conformité est établie sous la seule responsabilité du fabricant. 
Für das folgende Produkt / For the following product / Nous certifions que le produit 
 

Elektropneumatischer Stellungsregler / Electropneumatic Positioner /  
Positionneur électropneumatique 

Typ/Type/Type 3730-21.. 
 

entsprechend der EU-Baumusterprüfbescheingung PTB 00 ATEX 2158 ausgestellt von der/ 
according to the EU Type Examination PTB 00 ATEX 2158 issued by/ 
établi selon le certificat CE d’essais sur échantillons PTB 00 ATEX 2158 émis par: 
 

Physikalisch Technische Bundesanstalt 
Bundesallee 100 

D-38116 Braunschweig 
Benannte Stelle/Notified Body/Organisme notifié 0102 

 

wird die Konformität mit den einschlägigen Harmonisierungsrechtsvorschriften der Union bestätigt /  
the conformity with the relevant Union harmonisation legislation is declared with/  
est conforme à la législation d'harmonisation de l'Union applicable selon les normes: 
 

  

EMC 2014/30/EU EN 61000-6-2:2005, EN 61000-6-3:2007 
+A1:2011, EN 61326-1:2013 

Explosion Protection 94/9/EC (bis/to 2016-04-19) 
Explosion Protection 2014/34/EU (ab/from 2016-04-20) 

EN 60079-0:2012/A11:2013, 
EN 60079-11:2012, EN 60079-31:2014 

RoHS 2011/65/EU EN 50581:2012 
 
Hersteller / Manufacturer / Fabricant: 

 
SAMSON AKTIENGESELLSCHAFT 

Weismüllerstraße 3 
D-60314 Frankfurt am Main 

Deutschland/Germany/Allemagne 
 
 

Frankfurt / Francfort, 2017-07-29 
Im Namen des Herstellers/ On behalf of the Manufacturer/ Au nom du fabricant. 
 
 
 

                        
 
                        Hanno Zager         Dirk Hoffmann 
     Leiter Qualitätssicherung/Head of Quality Managment/ Zentralabteilungsleiter/Head of Department/Chef du département 
               Responsable de l'assurance de la qualité        Entwicklungsorganisation/Development Organization 
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SAMSON AKTIENGESELLSCHAFT 
Weismüllerstraße 3   60314 Frankfurt am Main 
 

Telefon: 069 4009-0 · Telefax: 069 4009-1507  
E-Mail: samson@samson.de 

Revison 07 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
EU Konformitätserklärung/EU Declaration of Conformity/  

Déclaration UE de conformité 
 

Die alleinige Verantwortung für die Ausstellung dieser Konformitätserklärung trägt der Hersteller/ 
This declaration of conformity is issued under the sole responsibility of the manufacturer/ 
La présente déclaration de conformité est établie sous la seule responsabilité du fabricant. 
Für das folgende Produkt / For the following product / Nous certifions que le produit 
 

Elektropneumatischer Stellungsregler / Electropneumatic Positioner /  
Positionneur électropneumatique 

Typ/Type/Type 3730-25.. 
 

entsprechend der EU-Baumusterprüfbescheingung PTB 00 ATEX 2158 ausgestellt von der/ 
according to the EU Type Examination PTB 00 ATEX 2158 issued by/ 
établi selon le certificat CE d’essais sur échantillons PTB 00 ATEX 2158 émis par: 
 

Physikalisch Technische Bundesanstalt 
Bundesallee 100 

D-38116 Braunschweig 
Benannte Stelle/Notified Body/Organisme notifié 0102 

 

wird die Konformität mit den einschlägigen Harmonisierungsrechtsvorschriften der Union bestätigt /  
the conformity with the relevant Union harmonisation legislation is declared with/  
est conforme à la législation d'harmonisation de l'Union applicable selon les normes: 
 

  

EMC 2014/30/EU EN 61000-6-2:2005, EN 61000-6-3:2007 
+A1:2011, EN 61326-1:2013 

Explosion Protection 94/9/EC (bis/to 2016-04-19) 
Explosion Protection 2014/34/EU (ab/from 2016-04-20) 

EN 60079-0:2012/A11:2013, 
EN 60079-11:2012, EN 60079-31:2014 

RoHS 2011/65/EU EN 50581:2012 
 
Hersteller / Manufacturer / Fabricant: 

 
SAMSON AKTIENGESELLSCHAFT 

Weismüllerstraße 3 
D-60314 Frankfurt am Main 

Deutschland/Germany/Allemagne 
 
 

Frankfurt / Francfort, 2017-07-29 
Im Namen des Herstellers/ On behalf of the Manufacturer/ Au nom du fabricant. 
 
 
 

                        
 
                        Hanno Zager         Dirk Hoffmann 
     Leiter Qualitätssicherung/Head of Quality Managment/ Zentralabteilungsleiter/Head of Department/Chef du département 
               Responsable de l'assurance de la qualité        Entwicklungsorganisation/Development Organization 
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SAMSON AKTIENGESELLSCHAFT 
Weismüllerstraße 3   60314 Frankfurt am Main 
 

Telefon: 069 4009-0 · Telefax: 069 4009-1507  
E-Mail: samson@samson.de 

Revison 07 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
EU Konformitätserklärung/EU Declaration of Conformity/  

Déclaration UE de conformité 
 

Die alleinige Verantwortung für die Ausstellung dieser Konformitätserklärung trägt der Hersteller/ 
This declaration of conformity is issued under the sole responsibility of the manufacturer/ 
La présente déclaration de conformité est établie sous la seule responsabilité du fabricant. 
Für das folgende Produkt / For the following product / Nous certifions que le produit 
 

Elektropneumatischer Stellungsregler / Electropneumatic Positioner /  
Positionneur électropneumatique 

Typ/Type/Type 3730-28.. 
 

entsprechend der EU-Baumusterprüfbescheingung PTB 03 ATEX 2016 X ausgestellt von der/ 
according to the EU Type Examination PTB 03 ATEX 2016 X issued by/ 
établi selon le certificat CE d’essais sur échantillons PTB 03 ATEX 2016 X émis par: 
 

Physikalisch Technische Bundesanstalt 
Bundesallee 100 

D-38116 Braunschweig 
Benannte Stelle/Notified Body/Organisme notifié 0102 

 

wird die Konformität mit den einschlägigen Harmonisierungsrechtsvorschriften der Union bestätigt /  
the conformity with the relevant Union harmonisation legislation is declared with/  
est conforme à la législation d'harmonisation de l'Union applicable selon les normes: 
 

  

EMC 2014/30/EU EN 61000-6-2:2005, EN 61000-6-3:2007 
+A1:2011, EN 61326-1:2013 

Explosion Protection 94/9/EC (bis/to 2016-04-19) 
Explosion Protection 2014/34/EU (ab/from 2016-04-20) 

EN 60079-0:2012/A11:2013, 
EN 60079-11:2012, EN 60079-31:2014 

RoHS 2011/65/EU EN 50581:2012 
 
Hersteller / Manufacturer / Fabricant: 

 
SAMSON AKTIENGESELLSCHAFT 

Weismüllerstraße 3 
D-60314 Frankfurt am Main 

Deutschland/Germany/Allemagne 
 
 

Frankfurt / Francfort, 2017-07-29 
Im Namen des Herstellers/ On behalf of the Manufacturer/ Au nom du fabricant. 
 
 
 

                        
 
                        Hanno Zager         Dirk Hoffmann 
     Leiter Qualitätssicherung/Head of Quality Managment/ Zentralabteilungsleiter/Head of Department/Chef du département 
               Responsable de l'assurance de la qualité        Entwicklungsorganisation/Development Organization 
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ザムソン株式会社
〒 215-0021　神奈川県川崎市麻生区上麻生 6-38-28
TEL: 044-988-3931  FAX: 044-988-3861
ホームページ：http://samsonkk.co.jp
ザムソングループ（英語）：https://www.samson.de/en/home/
メールアドレス：sales@samsonkk.co.jp
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